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　　　一話　風になぶられる花







　白魚のような指が、七弦琴しちげんきんを掻かき鳴らしている。

　切なく、優美で、軽やかな音色。

　それは唐突にふっと途切れ、入れ替わるように廊下に二人分の足音が響いた。

　誰かがこちらに向かってくる。

　花蓮かれんはたった今まで爪弾いていた琴から顔を上げ、その誰かを待った。

　ほどなくして部屋の外から聞こえた声は、この屋敷に長年仕える老侍女のものだった。ひやりとした事務的な声が、淡々と父の渡りを告げる。

「花蓮様。旦那様がおいでです。お通ししてもよろしゅうございますか」

「ええ……」

　花蓮は物憂ものうげな表情で声を返した。

　何か特別なことでもない限り、父がこの離れまで訪れることはない。

　恐らく、喜ばしい報せを持ってきたわけではないだろう。そう感じたのは単に直感からくるものだったが、ほどなくして現れた父の表情によって、花蓮はその直感が間違っていなかったことを知る。

　戸の外から、父の声がした。

「花蓮、入ってもいいかね」

「どうぞ、お父様……」

　返事をすると、外から戸が静かに開けられる。

　鯰なまずのような髭ひげを生やした、いかにも頼りなさげな細面。この初老の男性が、花蓮の父だ。

　どことなく焦あせりを帯びた、浮かない表情であった。

　彼は椅子に座る花蓮の姿を認めると、どこか不自然な愛想笑いを浮かべる。そして速足で近づいてきたかと思うと、ご機嫌伺うかがいをするような声でこんなことを告げた。

「可愛かわいい花蓮や。今日はお前に、とても良い話を持ってきたのだよ。実は、皇帝陛下が、お前をお召めしなんだ」

「……え」

　花蓮は一瞬、自分が何を言われたのか分からず、瞳を大きく瞬かせた。

　陛下がわたくしをお召しに？

　それは、宮女きゆうじよとしてということなのだろうか。貴族の娘が、行儀見習いのため宮廷に上がるというのは、よくある話だ。

　それにしても皇帝じきじきのお召しとは……と戸惑とまどう娘を置き去りにし、父は更に言葉を続ける。

「先日、突然ご命令になられたのだよ。お前は、后きさきとして宮廷に召し上げられることが決まった」

　后。思いもしなかったその言葉に頭の中が一瞬真っ白になり、何も考えられなくなってしまう。

　后というのは皇帝の正妻のことだ。とても、花蓮のような身分の娘に務まる立場ではないはず。

「后……后……とは、あの、お父様、いきなりどうしてそんな……」

　混乱のままにかろうじてそれだけを口にすると、父はため息を吐きながら笑みになりきれない微妙な表情を浮かべた。彼自身も、命じられはしたもののどうしてこのような顛末てんまつになったのか分かっていない、そんな雰囲気であった。

「一応、水蓮すいれんを推したのだが、陛下はどうしてもおまえが良いとのことでね……」

　水蓮というのは、花蓮の腹違いの姉だ。父の正妻の娘であり、花蓮とは二歳離れている。

「なぜわたくしなどを……。何かの間違いではないのですか？」

「いいや。陛下は、“蓉よう家の花蓮を”とはっきり仰おおせになった。間違いではないようだ」

　きっぱりとそう告げられ、様々な理由で、花蓮は困惑こんわくするしかなかった。

　蓉家は下級貴族だ。父は位の低い書記官で、とても皇帝に重用ちようようされるような優すぐれた能力を持っているわけでもない。

　そして花蓮は、妾めかけの娘。この国に数多あまた存在する高貴な姫君たちを差し置いて、皇帝の后になるなどとんでもないことだ。

　けれど、皇帝がそのようなことを承知していないとも思えない。

　だからといって、簡単に頷うなずくことができるほど花蓮はこの話に対して楽観的にはなれなかった。何もかも、わけが分からない。

　両手を額の前で突き合わせると、花蓮は深々と頭を下げた。

「お父様、わたくしは陛下のお気に召すようなことをした覚えはございません。どうか、お断り申し上げてくださいませ」

　声が震ふるえてしまったのは、父に反抗したのが生まれて初めてだったからだ。

　しかし、そんな娘の願いに父は一瞬苦し気な表情をしたものの、申し出を聞き入れてはくれなかった。

「お前が戸惑う気持ちもよく分かるよ。だが、陛下のご機嫌を損ねれば、我らのような下級貴族などすぐにでも捻ひねり潰つぶされてしまうだろう」

「ですが、お父様」

「一族の存亡がかかっているのだ。お前は優しい子だ。皆のために、行ってくれるだろう」

　そんな、と花蓮は声も出なかった。

　宥なだめるような父の声は、けれどやんわりと残酷に、花蓮のことを突き放す。

「すまないね、花蓮。もうこれは、麗々れいれいとも話し合って既に決まったことなんだ。……後で、侍女と、それから教師を遣やる。婚礼のための準備に入らねばならないのでな」

　花蓮の言葉を遮さえぎり、父が背を向ける。苦しげな横顔に、花蓮はもうそれ以上何も言えずに黙り込むしかなかった。

　……扉の静かに閉まる音が、妙に白々しらじらしく響いた。

　父の去った室内で、花蓮は疲れたように椅子に腰掛ける。

　龍禅りゅうぜん皇帝。

　ここ焔国えんこくの、今上帝きんじようていである。

　齢三十五。氷のごとき冷徹れいてつさと炎のごとき苛烈かれつさを持ち、先帝崩御の後即位したと同時に、自分に従わぬ高官たちの首をことごとく刎はねたと真まことしやかに囁ささやかれている。

　更に、自らが帝位につくため兄弟たちをも手にかけ、先帝の妃たちを這ほう這ほうの体ていで追い出した。

　離れで暮らす花蓮の許にも、ちらほらとそんな噂うわさ話が届いていた。一昨年の夏頃の話だ。

　そのような恐ろしい人が、なぜ花蓮などを。

　幾度目かの同じ疑問が、頭の中にもたげた。

　茶会や宴などで見初みそめられたというのならまだ分かる。

　しかし花蓮は、この屋敷を出たことなどほとんどないし、あったとしても姉水蓮の買い物に付き添うくらいのことだ。屋敷と同じ帝都にあるとはいえ、宮廷など、遠目から赤い外壁を眺ながめた程度のことしかない。

　唯一考えられるとすれば、この容姿だろうか。

　花蓮は、鏡に映る自らの姿を静かに見つめた。

　白皙はくせきの肌。

　翡翠ひすい色の瞳。

　そして、琥珀こはく色の髪。

　その全てが、花蓮に異国の血が混じっていることを示している。

　花蓮の母は、異国の踊り子だった。西洋から巡業でやってきたところを、若き日の父に見初められ妾として迎えられた。

　そうして生まれたのが花蓮だ。

　父には既に麗々という正妻がおり、彼女との間に娘や息子がいた。そんな彼女らが、妾親子を快く思うはずもなかった。

　生まれた時から花蓮は母と共にこの離れで暮らし、父と会うことも滅多になかった。それでも、母がいれば幸せだった。

　母はとても優しい人で、花蓮によく故郷の話を語って聞かせてくれた。

　大きな宮殿で、煌きらびやかなドレスを翻ひるがえしながら踊る女性や、キラキラと光る、宝石のような照明器具。

　色の付いた硝子ガラスで作った壁画のような窓は、陽の光が差し込むと、それは幻想的で美しい光の宴が繰り広げられる。

　母の故郷には花蓮よりもっと髪の色が薄い人が大勢おり、むしろこの国では一般的な黒髪、黒い瞳のほうが珍しいのだそうだ。

　花蓮はいつも、それらの話を胸ときめかせながら聞いたものだった。

　けれど母は花蓮が十二歳の頃に亡くなり、それ以降、花蓮はこの離れで独りぼっち。侍女をつけられることもなく、寂しく生活している。

　異国の血を引く、奇異な容貌の娘。

　そんな噂を聞きつけ、皇帝が珍しがって手元に置きたいと思っても不思議ではない。

　椅子から立ち上がった花蓮は窓に近づき、物憂げな表情で庭に咲く白木蓮はくもくれんを見つめた。

　果物が熟したような、甘い香りがする。

　吹きすさぶ風になぶられ、白い花が飛んでいた。

　ひらひらと舞い、無理矢理踊らされているようにも見えるそれは、まるで今の自分のようだ。

　皇帝と父の命に逆らうこともできず、ただ唯々諾々いいだくだくと従うしかないこの身の上と、舞い散る白木蓮の花びらが重なる。

　花蓮は黙してため息を吐いた。

　何にせよ、このたびの出来事に花蓮の心や意思など必要とされていない。

　父が欲しがっているのは、自分の意のままに動く娘。そして皇帝が欲しがっているのは、見てくれが珍しいだけの人形なのだ。

　花蓮は花弁かべんのように可憐かれんな唇を、ぎゅっと引き結んだ。

　風に翻弄ほんろうされ、抵抗する手段も持たぬ身が口惜くちおしかった。

　その翌日から、父の命によって輿入こしいれの準備が整えられ始めた。

　これまで放っておかれた娘の許には大勢の侍女が置かれ、来る婚礼の日のために肌も髪も爪も美しく整えられる。

　体のあらゆる箇所を採寸され、花嫁衣装を作るための布を幾種類も肌に当てられた。

　髪や、耳を飾るための豪華な装飾品。

　繊細な造りの靴。

　当日の練習のためと、今までしたことのない化粧も施ほどこされた。

　白粉おしろいをはたかれ、色粉や化粧墨で目元を縁取られ、真っ赤な紅で唇を彩いろどられる。

　頭上で交わされる、ああでもないこうでもないという侍女たちのやりとりを、どこか遠くで響いているもののように聞きながら、花蓮は鏡に映る見知らぬ少女を見つめた。

　見返してくる綺麗きれいに化粧した顔は、見慣れたものとはまるで違い、人形のように無表情だ。自分とは違う別の誰かが、鏡の中から、滑稽こつけいに着飾った自分を見返してくるような錯覚に陥おちいってしまう。

「お嬢様」

　冷ややかな声で呼ばれ、花蓮は一瞬、それが自分に向けられたものだとは気づかなかった。

　この屋敷でそのような呼ばれ方をされるのは、これまで姉の水蓮だけだったからだ。

「御髪おぐしの形はこちらでよろしゅうございますね」

「え、ええ」

　編み込まれ、複雑に結い上げられた髪を見ても、何が良くて何が悪いのかも分からない。これまで離れで暮らしていく上で、着飾ることは必要なかったからだ。

　質素な衣裳に身を包み、髪も紐ひもで一括ひとくくりにしたことしかなかった花蓮には、その問いかけは少しばかり難しかった。

「ありがとうございます……」

　戸惑いながらも礼を言うために振り向けば、侍女はまるでそれを嫌悪するように、あからさまに視線を逸そらした。まるで、目が合えば眼球が腐り落ちるとでもいうように。

　――髪を結ってくれた侍女の手には、髪に直接ふれることを厭いとうかのごとく、絹の手袋が嵌はめられていた。

　その日にやるべきことが全て終わり、そそくさと部屋を去った侍女たちは、扉が閉まるなりひそやかな声で会話を始める。

「あんな薄気味悪い目の色をしたお嬢様のこと、陛下もよくも后にするなんてお思いになったわね」

「きっと物珍しさから后にするんでしょうけど。毛色の変わった鳥みたいなものよね」

「すぐに飽きて妾妃しようきを迎えるわよ」

　遅れて、小鳥のような軽やかな笑い声が響いて、散った。

　花蓮に聞こえはすまいと思ったのか、あるいは聞こえても構わないと思ったのか。どちらにせよそれらの言葉は花蓮の耳に届き、胸の内に暗い影を落とす。

　この後は家庭教師が来て、貴族の姫としての立ち居振る舞いを練習することになっているが、とてもそのような気分にはなれなかった。

　皇帝の許へ上がって、大事にされると、身の程知らずの期待を抱いているわけではない。

　それでも面白おかしくあのようなことを言われれば、悲しくもなる。何より、この瞳の色を貶けなされたことが、花蓮の心を傷つけた。

　花蓮にとって、この目と髪は誇りだ。

　先ほどの侍女たちのように貶したり、気味悪がったりされた経験は枚挙まいきよに暇いとまがないけれど、それでもこれは亡き母から譲り受けた色だ。

　母が生きていた証であり、花蓮と母とを繋ぐ絆のようなもの。

　いちいち傷ついていては切りがない。そうとは分かっていても、胸が痛むのを止めることはできなかった。







　三ケ月後。迎えた婚礼の日の朝は、皮肉なほど晴れやかな、雲一つない青空だった。

　朝一番で継母ままははの麗々と姉の水蓮が訪ねてきて、婚礼衣装で着飾った花蓮の艶姿あですがたに、どこか嘲笑めいた視線を送る。

「まあ、馬子まごにも衣装とはこのことね、お母様」

「まったく、お金をかけた甲斐かいがあったわ」

　顔を見合わせ、くすくすと笑う。

　この母子はいつもこうだ。花蓮のことを目の上の瘤こぶのように邪魔者扱あつかいし、ことあるごとにこうして愚弄ぐろうする。それを娯楽の一種とでも思っているかのような有様だ。

　異母姉の水蓮は、美しい顔に底意地の悪い笑みを浮かべると、そっと耳打ちをするように母へと顔を近づけた。

「ねえ、お母様。花蓮も哀あわれねぇ。あのような恐ろしい噂のある皇帝陛下の許へ嫁ぐなんて」

「ええ、本当に」

　鷹揚おうように笑いながら、麗々も笑う。

　内緒話をしている風を装いながら、その実しっかりと花蓮に聞かせようとするかのような、嫌みなやりとりだった。

「陛下って、気にくわないことがあればすぐに、相手をむち打ちの刑に処すんですって。むしろそれならまだいいほうで、酷い場合は手足を切り落とされて、お酒の入った壺つぼに浸つけられるんだとか」

「釜ゆでの刑に処された者もいるそうよ」

「きゃあ、それってとっても怖いわ、お母様！」

　水蓮が、鳳仙花ほうせんかの種が弾けるような大げさな笑いかたをする。

　花蓮はそれを、ただじっと黙って聞いていた。この二人の性格にはもう慣れている。

　しかしながら、さすがに青ざめた顔色は隠せない。

　皇帝が恐ろしい人だという噂は知っていたものの、こうして具体的なことを聞かされると、必死で押さえ込もうとしていた恐怖がふつふつと込み上げてくる。

　何か不興を買って、手打ちにでもされたらどうしよう。

　今、麗々と水蓮の言ったような刑罰を自分が受けることを想像しただけで、血の気が引いてしまう。

　そんな花蓮の怯おびえた様子に気づき、麗々が痛ましげに眉を寄せながら、頬に手を添えてくる。

　よく整えられた爪が、皮膚に触れる。昔はよく、この爪で花蓮の太ももや二の腕など、衣裳に隠れて見えないところを抓つねられたものだ。

「可哀想かわいそうに、花蓮」

「お義母さ……」

「でも、お前が后となることで、我が家は以前とは比べものにならないほど、取り立ててもらえることでしょう。せいぜいふしだらに陛下を籠絡ろうらくして、可愛がってもらうことね。お前の母が、わたくしの夫にそうしたように」

　おほほほ、と甲高かんだかい麗々の声が、ざらりと胸を撫なでる。

　紅を差したばかりの唇をきゅっと噛みしめ、花蓮は麗々や水蓮に強い瞳を向けた。

　亡くなった母の悪口を言うなんて、あまりに酷い。母は、父に請われて妾となったのだ。義母の言うように、自分から妻子ある男を誘惑したわけではない。

　けれど、そんな花蓮に麗々たちは挑発めいた視線を送る。

「あら、なぁにその目は。何か不満でもあるのかしら」

　どうせ言い返すことなどできやしない、という侮あなどりが彼女たちの表情に表れていた。

　それを見ている内に、花蓮は母の言葉を思い出す。

　相手と同じところに落ちては駄目だと、母はよく言っていた。

　怒りや憎しみを晴らしたとして、その時はすっきりするだろう。けれどその出来事はきっと後々になって、必ず自分を苦しめることになるのだと。

　母はいつも理不尽な目に遭うたびに、花蓮にそう言い聞かせてくれた。

　幼い頃は意味が分からなかったその言葉も、今は何となく理解できる。きっと母は、花蓮が憎しみの中に生きないように、そういったことを教えてくれたのだ。

　母の言葉を思い出すなり、すっと頭が冷えていく。花蓮は、冷静さを取り戻した声を麗々たちに向けた。

「……お話は、それだけでしょうか。そろそろ出立の刻限ですので、失礼したいのですが」

「まっ」

　花蓮がむきになることなく受け流したのを見て、麗々たちは鼻白はなじろんだ。

　けれど、これから皇帝の許へ赴おもむく花蓮をそれ以上引き留めることもできず、どこか悔しそうにその背中を見送ることしかできないようだった。

　部屋を出る直前、花蓮は静かに頭を下げた。

　継母たちに向けてではない。これまで、花蓮と花蓮の母との生活を見守ってくれていた、思い出の詰まった部屋に、精一杯の感謝を示し、お別れしたかったのだ。







　頭に被った赤い紗しやの上で、チリンチリンと軽やかな鈴の音が鳴る。

　婚礼衣装の領巾ひれは花嫁が歩くたび、ひらひらと揺れ、さながら水中を優雅に泳ぐ金魚のようだ。

　黄金の冠かんむりを頭上に戴いただき、凰おおとりの縫い取りも艶つややかな赤紅の婚礼衣装に身を包んだ花嫁を、宮殿の人々は様々な視線でもって出迎えた。

　すなわち、感嘆と、嫉妬しつとと、侮蔑ぶべつと、そして憐憫れんびんと――……。

　突き刺さるような視線をひしひしと感じる花蓮には、宮廷の様子をじっくりと観察するような余裕があるはずもない。

　顔を隠しながら、外壁と同じく目に鮮やかな牡丹紅ぼたんべにに塗られた城門と幾つもの門をくぐり抜ける。

　目の前に聳そびえ立つ禁闕きんけつは、木造建築の多いこの国にあって珍しく、石造りである。というのも五十年ほど前に後宮が全焼する火事があり、それ以降、宮廷内の建造物は全て、耐火性のある石材で造り替えられたのだ。

　女官たちに恭うやうやしく出迎えられた花蓮は、直ただちに宴の席へと促された。

　焔国において皇帝の婚礼は、一月もの間にわたって祝われる慶事だ。その間は、皇帝の権力と富を誇示するため、民草たみくさにも食料や祝い酒が振る舞われ、各地で祭りが開かれる。

　そして今日は、婚礼を祝うと共に貴族や高官たちに花嫁のお披露目ひろめをするための宴が、宮殿で開かれるのだった。

「どうぞこちらへ」

「は、はい……」

　毅然きぜんとせねばと思えども、初めて訪れる宮殿と言う場所の荘厳そうごんさ、煌びやかさに圧倒され、すぐにでもあの質素な離れに逃げ帰りたい気持ちだった。

　女官の案内によって宴の会場となる広間へ通された花蓮は、物陰から見た招待客のあまりの多さに、更に血の気を失いそうになる。

　親戚の集まる催もよおしにすら呼ばれたことのない花蓮にとって、このような宴の席で、大勢を前にしたことなど一度もない。

　戸惑い、恐れおののいている内に、シャンシャンと鈴の音が鳴り始めた。

　壇上には、皇帝と、その后となる花蓮のための玉座が設置してある。麒麟きりんの紋様もんようが施され、金の箔はくが貼られたあの豪勢な座に、今から座らねばならぬのか。

　鈴の音は一層大きくなり、皇帝陛下のおなり、と朗々たる声が告げる。

　鼓動が一つ、大きな音を立てた。

　花蓮の丁度反対側の通路から、近侍を従えた皇帝が現れる。

　年嵩の女官に促されるがまま震える足を踏み出し、音を立てぬよう、転ばぬよう、家庭教師に教えられた通り滑るように壇上を進む。

　シャンシャン。

　シャンシャン……。

　重々しい鈴の音に急き立てられるように歩く中、招待客たちは皆、物珍しそうに花蓮の容姿に見入っていた。

　あれが、異国の。

　何とまあ、珍妙な髪色だろう。

　そんな声が耳に入る。それ自体は別段珍しいことでもないので、特に何を思うでもない。

　姉水蓮の買い物の付き添いなどで街に出た際、そのような声や視線は幾度も向けられたため、慣れている。

　そんなことよりも花蓮は、自らの向かう先に凜りんとして佇たたずむ横顔に、心臓に刃を当てられたような心地になるのを止められなかった。

　一言でいえば、美しい人だった。

　怜悧れいりな美貌。射干玉ぬばたまの髪に、黒曜石の瞳。

　繚乱りようらんと光を撒き散らす冠は、そのまま彼の威光の強さを示しているかのようだ。

　花蓮と同じく赤紅で誂あつらえられた婚礼衣装には金糸で凰の縫い取りがされている。花蓮と並ぶと雌雄しゆうである鳳凰ほうおうが揃い、圧巻だ。

　鈴の音がやむと同時に、その人は口を開いた。

「よくぞ参った」

　花蓮と向かい合わせになった皇帝……龍禅の声は、怜悧な見た目に似つかわしく、凜然としてその場に響いた。

「こ、此度こたびは陛下のお召しをいただき、光栄至極に存じます……」

　怒りを湛たたえているかのごとき鋭い眼差しに、語尾は小さく震えてしまう。

　この方が、ご自分の兄弟を殺し先帝の妃たちを追い出したのだ――そう思えば、自然とそうなってしまった。

　自分でも無様な挨拶あいさつをしてしまった自覚はあったが、時を巻き戻すことはできない。

　それでも龍禅が、小さく頷いただけで特に咎とがめだてしようとはせず玉座に腰かけたので、花蓮も安堵あんどしながら慌ててそれに倣ならう。

　宴が始まり、高官たちが次々と祝いの言葉を奏上する中、皇帝はただ鷹揚に頷くばかりだ。

　花蓮は緊張に顔を強張こわばらせたまま、何とかその場をやり過ごそうと必死になる。

　高官たちの挨拶が終わると今度は料理が運ばれてくるが、花蓮には味も何も分かったものではない。ちびちびと祝い酒を口に含み、いくつかの料理に手を付ける。

　祝いの舞や歌などが披露され、招待客が次々に祝いの口上を述べた。

　そんな中、事件は起こった。

「あの髪の色を見ろ」

　どこかから、そんな声が上がった。

　壇上の花蓮の耳に届いたほどだ。決して、小さな声ではなかっただろう。

「あれは、異国の踊り子の娘だそうじゃないか」

「先ほどの挨拶を聞いたか。まともに挨拶もできないなんて、さすが下級貴族の妾腹だな」

　下品な笑い声が上がる。

　恐らくは酒も入り、気分が高揚してきたことによって判断力が鈍にぶっていたに違いない。

　皇后を冷笑の対象にする。それは、皇帝そのものを侮辱ぶじよくしたも同然だ。

　その行為は皇帝の威信にも関わり、到底看過されるべきではない。

　それなのに、今この場において最もあってはならないことを、彼らは平然とやってのけたのだ。

　周囲の人間たちにさっと緊張が走った。そう花蓮が気づく頃には、もうすでに隣に座していた龍禅が立ち上がり、静かに怒りの声を発していた。

「……今、我が后を愚弄したのは誰だ」

　息を呑む音や短い悲鳴の後、その場は雷にでも打たれたかのように静まり返り、数名が青ざめてガタガタと震え出す。その様子を見ていれば、先ほどの発言の主が誰だったかなど、子供の目にも明白だっただろう。

「后を愚弄するは、余に弓引くも同じと分かっての言葉であろうな」

　龍禅は、震えている者どものほうへ順番に目を向け、冷たい声を浴びせる。激した様子ではないものの、その氷のごとき眼差しが、彼の怒りを物語っていた。

　それも当然であろう。

　花蓮個人が貶おとしめられたのならばともかく、“后”を侮辱したとなれば、それは皇帝の威信に関わる問題だ。

　もし、ここで花蓮を貶めた者たちを赦してしまえば、それを見ていた者たちが真似をするかもしれない。そうすれば、皇帝に対する畏怖いふは徐々に損なわれていくことだろう。

　焔国を統すべる皇帝として、臣下に侮られるということは赦し難い非礼だ。それは、世間知らずの花蓮とて分かること。

「言い訳があるなら聞こう。……頌譲尚書しようじようしようしよ。そなた、いかような理由があって我が后にかような口を？」

　頌譲と呼ばれた高官が、鼠ねずみのように縮こまりながら俯く。あまりの恐怖に、龍禅と目を合わせることすらできないようだ。

「そなたは、余に対して何か思うところがあると……そう申したいのだな」

　鋭い声の追求に、頌譲の歯の根が噛み合わず、カチカチと滑稽なほど大きな音を立てる。

　長いこと沈黙が続いた。しかし、いくら待てども頌譲からの答えはなかった。

　他の者たちも同じだ。目を伏せたまま、関わり合いになりたくないとばかりに口を閉ざしている。

「答えぬならそれでも良かろう。……永遠に、答えられぬようにしてやる」

　龍禅は近侍に持たせていた剣を無言で手にし、それをすらりと鞘さやから抜く。

　白刃はくじんが光を弾いた。見る者全てに恐怖を与えるかのような、冷たく鋭い閃ひらめきだった。

　その様子を見て、何をするつもりかなどと愚かな疑問を抱く者など、この場には一人もいなかっただろう。

　龍禅が足を踏み出し、頌譲をはじめとする、震えている者のほうへ鋭い視線を向ける。それを間近で見ていた花蓮は、咄嗟とつさに彼の腕へと縋すがりついた。

「お、おやめくださいませ……っ」

「……こやつらは、そなたを貶したのだぞ」

　花蓮にちらと視線をやり、龍禅が低い声で言う。他には聞こえぬよう、諭さとすように。

「優しさだけでは、皇后は務まらぬ。皇帝と皇后とは、玉座を温めるだけの存在にあらず。常に高きところにあり、尊とうとき存在と敬われねばならぬのだ。でなくば理ことわりが乱れ、国は荒れる」
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　いきなりの厳しい言葉に、怯みそうになった。

　もちろん、龍禅の考えは理解しているつもりだ。

　それに、言葉自体は厳しいけれど、自身だけでなく后の矜持きようじを守ろうとしてくれていることも伝わってきた。そのことは、嬉しかった。

　けれど、だからこそ、自分のせいで龍禅の手を汚させたくなかった。自分が原因で、人が傷ついたり、死んだりしてしまうのは嫌だった。

　自分はあのようなことは言われ慣れているし、今更傷つきもしない。

　何も斬らずとも、彼らには他の罰を与えればいいことだ。

　そんな思いで、必死に龍禅を制止した。

「陛下、わたくしがそのような存在になれるよう、これから励んで参ります。ですから、どうかわたくしのことで、陛下の尊き御手を血で穢けがさないよう……」

　まかり間違えば自分が斬られてしまうかもしれないという恐怖に耐える。皇帝の決めたことに口出しをすべきでないと、頭のどこかで別の自分が告げていた。

　それでも、花蓮は毅然として退ひかなかった。

　ここで退いてしまって龍禅に誰かを殺させたら、後々きっと後悔するだろうという思いがあったからだ。

　そんな后の訴うつたえをどう感じたのか、龍禅は何の感情もこもらない瞳で花蓮を見下ろす。やがて鞘に剣を収めつつ、眉間みけんに皺しわを寄せて不快極まりないという顔をした。

「……感謝しろ」

　その言葉は花蓮ではなく、失禁寸前の表情で震えている男たちに吐き捨てられたものだった。

　龍禅はそのまま、興が覚めたとばかりにその場を後にする。

　足音が聞こえなくなった途端に足から力が抜け、そのまま玉座にへたり込んだ。すぐさま女官たちが駆け寄ってきて、団扇うちわで扇あおいでくれたが、激しく鳴り響く鼓動はいつまで経っても収まらなかった。

　出すぎたことをしてしまった。不興を買ったかもしれない。そう思えば、手足が自然と戦慄わなないた。

「皇后陛下、お加減はいかがですか」

　横から、女官が花蓮に声をかける。恭しい口調が自分に呼びかけられたものと一瞬判らず、やや返事が遅れてしまった。

「……あ、だ、大丈夫です……」

「それならよろしゅうございますが……この晴れの日に、お后様がお倒れになれば皇帝陛下もご心配なさいましょうから……」

「え、ええ……」

　胸を喘あえがせながら、何とか返事をする。

　去り際の龍禅の表情は、不快感を押し殺しているように見えた。

　一応剣は収めてくれたものの、怒りはまだ収まっていないのだろう。

　だからこそ、彼がどれほどの思いで花蓮の言葉を尊重してくれたのかということが、よく分かる。

　捨ておいても良かったものを、龍禅は訴えを聞き入れてくれたのだ。

　后に恥をかかせまいという彼なりの優しさだったのかもしれない。

　だというのに、お礼すら言えなかった。

「……陛下はお怒りになったでしょうか」

　心配になって問いかければ、女官は一瞬、虚きよを衝つかれたような顔をした後、柔やわらかく微笑んだ。

「いいえ。ご立派な行動でしたわ」

　先ほどまではどこか義務的であった女官の表情が、どこか親しみを込めたものとなる。それを見て、花蓮は少しだけ安堵した。先ほどの行動が間違っていなかったと、一人でもいいから認めてくれた事実が嬉しかった。







　その後すぐ、女官たちによって花蓮は後宮へと案内された。

　贅ぜいを尽くした豪奢ごうしやな内装ではあるが、全ての妃嬪が追い出された今、皇宮から少し離れた場所にある後宮は静けさに満ちており、物寂しい。

　そんながらんどうの後宮の最も広い一室が、花蓮のために用意された部屋なのだという。

　螺鈿らでん細工を施した宝石箱や、珍しい織りの絨毯じゆうたん、ゆったりとくつろげる長椅子に、天蓋てんがい付きの寝台。壁には繊細な装飾と房飾りの付いた提灯ちようちんが掲げられ、夜になると室内を暖かな光で照らすことだろう。

　元々住んでいた実家の離れが、この部屋の中に四軒は建ってしまいそうだ。あまりに絢爛豪華けんらんごうかかつ広々とした室内の様子に呆ほうけていると、女官が二人の女性を伴ってやってくる。

　紺で統一された官服を身に着けた女官たちとは違い、二人とも深緑のお仕着せを身に着けている。

　一方は女性にしては背が高くすらりとしており、もう一方は随分ずいぶんと小柄で、子供のように見えた。

「失礼いたします、皇后陛下。本日より陛下の身の回りの細々としたお世話をいたします、宮女たちでございます」

　宮女というのは女官と違って官位を持っておらず、より低い位に位置している使用人だ。貴族の屋敷でいうところの、侍女のような役割を担うと思えばいいだろう。

　まず口を開いたのは、小柄な少女のほうだ。年は、花蓮より少し下だろう。快活そうな表情が印象的だった。

「お初にお目に掛かります、皇后陛下。私は薬師尚漢くすししようかんが娘、明華めいかと申します。陛下のお食事の、お毒味をさせていただきます」

　ぺこりと元気良く頭を下げた彼女に続き、次に、背の高い大人びた宮女が自己紹介を始める。

「皇后陛下のお世話を申しつけられました、伯はく家の娘、玉蘭ぎよくらんと申します。よろしくお見知りおきのほどを、お願いいたします」

　伯家というのは花蓮でも耳にしたことがある。貴族ではないが、手広く様々な商店を営んでいる大商家だ。

「二人とも、身元の確かな信頼のおける者たちです。どうぞ、ご不便などがございましたら何なりと仰ってくださいませ」

　そう言い置いて、女官たちは部屋を出て行く。

　残された花蓮は、二人に向かって戸惑いがちに頭を下げた。

「あの、花蓮と申します。これから、よろしくお願いします」

「まあ！」

　驚いたような声を上げたのは、玉蘭だ。

「皇后陛下が私どものような使用人にそのようなお言葉遣いなど、もったいのうございます。どうか、もっと毅然となさってくださいまし」

　やんわりと注意されたのだと気付き、花蓮は恥ずかしくなった。

　皇后としてどのように振る舞うべきか教師に言われてはいたものの、いざこうして宮中に上がると、咄嗟に相応ふさわしい言葉遣いなどを忘れてしまう。

　離れで暮らしていた時のように気軽な気持ちでいては、皇帝の恥にもなる。自覚を持つように、と言われていたのに。

「ま、まあまあ、いいじゃありませんか玉蘭さん。皇后陛下もまだ初日で緊張なさっているでしょうし」

　強張った空気を払拭ふつしよくするように横から明華が助け船を出してくれなければ、花蓮はそのまま完全に気分を沈ませていたことだろう。

「私たち、皇后陛下にお仕えできて幸せです！　これから誠心誠意お世話させていただきますね！」

　心からそう思ってくれているらしい明華の明るい声が、唯一の救いだった。







　一方その頃、龍禅は自室に籠こもるなり長椅子に身を投げ出し、婚礼衣装に身を包んだ花蓮の姿を思い出したように、陶然とうぜんとした表情で座布団をきつく抱きしめた。

「ああ……花蓮はなんと優しく可愛らしいのだ」

　恍惚こうこつとした声が上がる。

　震えながらも、自らを愚弄した高官たちを斬らぬよう懇願した、優しい花蓮。

　きっと悲しかっただろうに、自らが原因で他者が傷つくのは嫌だったのだろう。

　そんな清らかな花蓮に対し、あのような無礼な言葉を口にした者たちは赦ゆるせない。即刻縛り首にでもしてやりたかったが、彼女が悲しむ真似はすまい。流刑に止とどめておこう。

「あやつらは見る目がないのだ。花蓮はあんなにも優しく、心根が美しい素晴らしい娘だというのに……っ」

「お前な、そういうこと仏頂面で言うな。怖いから」

　横から飛んできた友人の声に、龍禅は噛みつくような声を上げた。

「仕方ないであろう。初恋なのだから！」

「初恋、ねえ」

「何か文句でもあるのか、白閃はくせん」

「いや、別に？　皇帝陛下にようやく春が来て、臣下としては喜ばしい限りですよ」

　腕組みをした白閃が、白々しい口調で告げる。

　龍禅はそれを半眼になって見やりながら、ふ……とため息を吐いた。

　花蓮。

　龍禅の遅すぎる初恋は、あの臈ろうたけた少女に捧げられた。

　――あれは、半年ほど前のこととなる。

　龍禅は甘いものが好きで、よく城下町へお忍びで出かけていた。大好きな甘味処があるのだ。

　定期的にそこを訪れては、大好きな饅頭まんじゆうと共に茶を飲む。傍はたから見れば、遊んでいるように見えるかもしれない。皇帝の道楽と。

　だが、実際にはこれも政務の一環である。

　龍禅の代になり、焔国では西洋との貿易に力を入れるようになった。

　主な交易品は絹織物や、磁器、装身具の類たぐいだが、そのなかに茶葉も含まれている。茶の品質が下がれば、当然ながら売値も下がってしまう。

　宮廷に上がる茶葉は当然ながら最高級の品で、市場で出回っている物の質を確かめるためのあてにはならない。

　そのため龍禅は、時に産地まで文官のふりをして赴き、生産者と直接話をすることさえあった。

　このお忍びは、市井の暮らし向きをその目で確認するためと、茶の品質がきちんと保たれているか見定めるためのものなのである。

　行きつけの甘味処の主人はもちろん龍禅の正体など知るはずもなく、ただ常連の客として接してくれていた。

　そんなある日、いつものように茶を飲んでいた龍禅は、道端で子供が転んでしまったのを目にした。咄嗟に助けようと椅子を立ち上がりかけたが、それより先に、子供に手を差し伸べる者があった。

　まだ、十七、八歳の少女だ。琥珀色の髪に、翡翠色の瞳……一目で、異国の血を引いていることが分かる。

　恐らくは良家の娘だろう。

　そう感じたのは、何も彼女の身なりが美しかったからとかそういうわけではない。むしろ娘の身に着けている衣装は質素そのもので、それだけを見れば平民にしか思えなかっただろう。

　龍禅が目を引かれたのはそういった外見的なものではなく、彼女の内面から醸かもし出される雰囲気だ。

　物静かで穏おだやかな目の奥に思慮深さを湛え、仕草一つ一つが洗練された美しさを滲ませている。はっと息を呑のむような、何か特別な空気が娘の周囲を取り巻いていた。

「大丈夫？　怪我をしているわ」

　膝をすりむいた子供に、手巾しゆきんを差し出しながら優しく話しかける少女だったが、子供は娘の容姿を見るなり顔色を変えた。

　どこか怯えたような雰囲気のまま後ずさり始め、やがて「異国人だ！」という言葉と共に、ぱっとその身を翻して走り去ってしまった。

　西洋との交易に力を入れ始めたばかりのこの国では、当然、混血の者が少ない。彼女のような明るい髪や目の色は、まだまだ珍しいのだ。

　少女は手巾を持った手を、行き所を失くしたようにさまよわせた。そして少し寂しげに佇み、その場を静かに立ち去る。

　そんな彼女の後ろ姿から目が離せなかった龍禅は、咄嗟に、甘味処の店主に問いかけていた。

「……あれは誰だ」

「お、何だいお客さん。あのお嬢さんのことが気になるのかい」

「茶化すな」

　睨にらみつければ、その迫力に気圧けおされたのだろう。

「怒るなよ、ちょっと揶揄っただけじゃないか」

　そんな風に言いながら、店主が少女の身の上を教えてくれる。

　彼女の名は花蓮――この近所に屋敷を構える、蓉家という下級貴族の娘だそうだ。

「お妾さんの娘だそうだけど、俺たちみたいなやつらにも、いつも笑顔で接してくれるいいお嬢さんさ」

　普通ならば、そこで話は終わるはずだった。珍しい容姿の娘に少々興味を引かれ、会話のついでに聞いてみた程度の。

　しかし、龍禅はそれから数日間、何も手につかないほど悶々もんもんとした日々を過ごした。

　あの日から、寂しげに佇んでいた、花蓮の横顔が目裏から離れてくれない。

　名前の通り蓮はすの花のような、薄桃の花びらを幾重にもふんわりと重ねたような、何者にも侵しがたいあの清廉せいれんさが。

　気になるあまり、わざわざ家臣を使って蓉家のことを調べさせ、家族構成や彼女の生い立ちまで探りを入れさせた。

　妾の娘であるため、蓉家ではひっそりと離れで暮らしていること。

　巧みに掻き鳴らす七弦琴が妙なる音色を奏でることから、近所では蓉家の琴姫と呼ばれていること。

　継母や異母姉に虐しいたげられ、いつも使用人のような恰好かつこうをさせられていること。

　哀れな身の上を知れば知るほど、転んだ子供に手を差し出すような彼女の心の優しさが思い起こされ、胸の奥が何か締めつけられる。虐げられている身で、どうして彼女はああも他人に優しくなれるのだろう。

　いても立ってもいられず、龍禅は折を見ては城下に足を運んだ。いつもの甘味処で饅頭を食べながら、花蓮の姿を探す日々が続く。

　そうして何日目かで、ようやく花蓮が目の前に姿を現した。

　次に彼女を見かけたら声をかけようと決意していた龍禅だが、その日、彼女一人ではなかった。

　傍そばにいる娘は、恐らく姉の水蓮だろう。目元だけはよく似ていたが、それ以外は似ても似つかない、高慢な雰囲気の娘だ。

　異母妹をまるで召使いのように付き従えながら、水蓮は次から次へと店を飛び回っては、装身具や反物に目をつけ、大量に買い込んだ品物を妹に持たせている。

　姉の我儘わがままな態度にも、花蓮は微笑を絶やすことなく従順に従っていた。

　それを見て龍禅は、哀れに思いつつも歯がゆく思った。なぜ、あんな嫌な女の言いなりになどなるのだと。

　そうして見守っていると、姉妹は簪かんざし屋に入っていった。

　店員らしき男が、水蓮の身なりを見て揉み手をせんばかりの様子で、この上ない愛想笑いを浮かべる。奥から次々と木箱を出しては、そこに収められた簪を熱心に勧めていた。

　しかし、客である水蓮のほうはといえば、どうやら冷やかし半分で店に入ったらしい。

　執拗しつような店員の口調に鼻白んだ様子を見せ、やがて差し出された箱を袖そでで強く振り払う。

「しつこいわね！　いらないわよそんなものっ！」

　ガシャンと派手な音を立て、箱は周囲に飾られていた見本の簪を巻き込んで床に叩きつけられた。

「お、お姉様……っ！」

　あまりに傍若無人ぼうじやくぶじんな水蓮の振る舞いに、花蓮が慌あわてたような声を上げる。

「あら、何よ花蓮。わたくしに文句でもあるの？」

　つんとした態度で言われ、一瞬怯ひるんだ様子を見せた花蓮は、しかしそこで押し黙ることなく、静かな批難の視線を姉へと向けた。

「……どうか謝ってください。お店の方に失礼です」

　それまで従順に姉の言いなりになっていた花蓮が、そこで初めて姉を窘たしなめるような発言をしたのだ。

　どれほどの勇気が必要だったことだろう。それでも、姉に反駁はんばくする恐怖より、店員に申し訳ないという気持ちのほうが勝ったに違いない。

　見ていた龍禅も驚くほどに、毅然とした態度だった。

　しかし、水蓮がそんな妹の言葉を素直に受け止められるはずがない。馬鹿にされたとばかりに頬をさっと紅潮させ、眦まなじりをつり上げて怒声を浴びせた。

「わたくしに指図する気なの!?　妾の娘ごときが!!」

　激しい打擲ちようちやくの音が鳴り響く。

　あっという間の出来事に、割って入る余裕もなかった。

　細い体は簡単に傾ぎ、体当たりするように壁に体を打ちつけてしまう。

　叩かれたばかりで痛むであろう頬を押さえながら、けれど花蓮は姉の暴力に反抗するでも怒りを露あらわにするでもなく、よろりと体勢を立て直しながら小さく頭を下げる。

「申し訳ありません、お姉様……」

　謝罪に、水蓮は居丈高に花蓮を睨みつけながら鼻を鳴らすと、もうこのような場には留まっていたくないという様子でさっさとその場を後にした。そして振り返りもせず、甲高い声で妹を怒鳴りつける。

「帰るわよ花蓮！　お前、今日は夕飯抜きだから覚悟しておきなさい！」

「は、はい……！」

　急いで追いかけようとした花蓮だったが、ふと思い直したように振り返り、裾が土で汚れるのも構わずその場に屈かがみ込み、先ほど水蓮が落とした箱を拾い上げる。

　そして手で綺麗に汚れを払いながら、頭についていた簪を店員へと渡した。

「本当に、申し訳ありません。あの、お詫わびになるかは分かりませんけれど、これ……」

「花蓮、何をやっているの！　早く行くわよっ」

　店員との話を遮るように再び水蓮の声が飛ぶ。

　花蓮はもう一度店員に深く頭を下げると、今度こそ姉を追いかけてその場を後にした。

　花蓮は「申し訳ありません」と殊勝に謝りつつ、姉がスタスタと歩き出した隙に、店の者に対して真摯しんしな態度で謝罪する。

　小さな、細い背中が遠ざかっていくのをぼんやりと龍禅は見送った。そうしてやおら立ち上がって茶の代金を払い終えると、真まっ直すぐに簪屋を目指す。

「店員」

「へ、へえ」

　龍禅を見上げ、店員はどこかたじろいだような気配を見せる。焔国の民にしてはまるで西洋人のように長身な体たいくに気圧されたのかもしれないし、あるいは龍禅の高貴な雰囲気をどこかで感じ取った上でのことかもしれない。

　しかし今は、そんなものはどうでも良かった。

「先ほどの娘が渡していた髪飾りだが、よく見せてもらえるか」

「も、もちろんでごぜぇます、少々お待ちを」

　中古品として売るつもりだったのか、あるいは手直しでもして新品として売るつもりだったのか、簪は既に古い木箱に納められていた。

　使い古された品だ。きらきらと光る赤い硝子玉が使われており、美しいけれど、ところどころに傷がついている。

　焔国でよく見られるような意匠ではない。西洋の姫君たちが好んで身に着けるようなそれだが、使われているのが硝子玉であることを見ても、元はさほど高価な品でもないだろう。

　けれど、その時龍禅の胸にある予感が過よぎった。その予感の赴くままに懐から金を取り出し、店員に渡す。

「これで充分か」

「は……え？」

「この簪を買い取るには、これで充分かと聞いている」

　店員は驚き、目を見開いた。

　龍禅の差し出した金は、この簪屋で最も高い品を十や二十手に入れても、まだ釣りが来るほどの額だったのだ。

「あ、あの、お客さん……」

「何だ、まだ足りぬのか」

　片眉を上げて怪訝けげんそうな顔をした龍禅の問いに、店員はとんでもないとばかりに首を勢いよくぶんぶんと横に振る。

　もうここに用はない。簪を買い取った龍禅は、急いで花蓮を追いかけた。

　しかし、もう彼女の姿はどこにも見えなくなってしまっており、仕方なく蓉家の屋敷の近くまで足を運び、遠目から様子を窺うかがう。

　塀の向こうに、離れの屋根が微かに見えていた。花蓮はあそこに住まっているのだろう。

　龍禅は裏門へと回ると、持っていた簪を手巾で包み、そっと隙間すきまから差し入れ地面に置いた。

　そして、花蓮に聞こえるように門を軽く叩くと、素早く物陰に隠れる。

　一、二、三……。

　胸を高鳴らせながら待つこと数秒。いきなり裏門の扉が開き、そこから花蓮が慌てた様子で顔を出す。

　手には先ほど龍禅が置いた、簪の包まれた手巾を大事そうに抱えており、それを置いた人物を探しているようだった。

　けれど、しばらく周囲を見渡してもそれらしい姿がないことに落胆したのだろう。力なく肩を落とすと、手の中で大事に手巾を開く。

　中から現れた簪の表面を大事そうにそっと撫でると、それを胸の中に抱きしめ、風に掻き消えそうなほど小さな声で呟つぶやいた。

「……ありがとうございます」

　誰も見ていないというのに律儀に頭を下げると、彼女は門を閉める。再び離れへと戻っていく足音を聞きながら、龍禅は先ほどの花蓮の様子を思い起こしていた。

　恐らくあれは、小さい頃に逝去せいきよしたという実の母の、形見の品なのだろう。

　そんな大事なものを、彼女は姉の身勝手な振る舞いの代償として、簪屋へと差し出したのだ。

　手放すことを、躊躇ためらわなかったはずがない。あのまま、知らぬふりをして去っても良かったはずだ。けれど、そうしなかった。

　貴族の娘なんて、高慢なばかりだと思っていたのに。

　たった一人の、花蓮という健気な娘の存在によって、龍禅のそれまで抱いていた価値観はいとも簡単に覆くつがえらされた。

　その日、宮廷に戻った龍禅はさっそく丞相じようしようを呼び出し、蓉家の花蓮を后に迎えることを宣言した。

　まだ愛情というよりは好意という段階であったが、高官たちが推す高慢な貴族令嬢などを娶めとるよりは、花蓮のように純粋な娘のほうがいいに決まっている。あのような心根の美しい娘であれば、いずれは愛が芽生えることもあろう。

　はじめは反対していた丞相であったが、花蓮以外の花嫁は考えられぬという龍禅の言葉に、結局は折れざるを得なかった。

　身分の低い后を迎えることよりも、世継ぎが産まれないことのほうが国にとってはよほど一大事だからである。

　丞相によってすぐさまその件は花蓮の父や高官たちに伝えられた。

　皇帝の命だ。誰も逆らえるはずがない。

　龍禅が望んだ時点で、もうそれは決定事項だった。

「――それにしても、お前が花蓮様を后にすると言った時の高官たちの慌てようと言ったら、そりゃあ見ものだったな」

　白閃の言葉に、龍禅はその時の様子を思い出し、不快な感情で胸が満たされるのを感じていた。

　高官たちの中には、皇帝が所望した娘が蓉家の花蓮だと聞き、眉を顰ひそめた者も多くいた。この国だけでなくどこの国の王家でも、古くより続く純血を重んじる風潮にあるのは変わらない。

　身分が低いだけならともかく、異国の血を引く女など……と。

　それでも皆、龍禅の不興を買うのは怖いらしい。

　ある高官が、穢れた混血より我が娘をと注進したことがある。その時の龍禅の表情を、白閃はこう表現した。

　――人の十人や二十人、その場で斬り殺してしまいそうだったと。

　それ以降、龍禅の手前、不服を口にする者はほとんどいなくなった。が、先ほどのように酒の勢いに任せて花蓮を侮辱するような輩やからが存在する以上、根底で異国の血を引く花嫁に不満を持つ者はまだまだ存在するということだろう。

「……白閃、お前には花蓮の護衛をしてもらう。彼女に害を為す輩は、問答無用で斬り捨てろ」

「御意ぎよい」

　友人ではなく皇帝としての命に、両腕を掲げ、白閃が畏かしこまり頭を下げる。

　その右腕は、肘ひじから先がない。五年ほど前、龍禅を狙った刺客から彼を庇かばい、負傷したのだ。

　そのようなこともあり、龍禅は白閃に親友としても臣下としても、全幅の信頼を寄せている。彼に護衛させていれば、花蓮も安全だろう。

　そんなことを考えていると、腕を下した白閃が先ほどまでと同じように砕けた態度で、呆あきれたようにこんなことを口にした。

「それにしても龍禅、いくらなんでもあのだだっ広い場所に、ぽつんと一人住まわせるってのはないだろう」

「なぜだ。広い部屋でいいではないか。余の部屋とも一番近いのだぞ」

　花蓮に与えた部屋は、後宮の主――つまり、皇后のために誂えられた部屋だ。

　当然、後宮で最も広く豪奢な造りで、皇帝の居室とは、中庭を隔へだてて向かい合わせのようになっている。

　つまり、窓に近寄れば、いつでも互いの姿を見つめることができるのだ。

　当然ながら、花蓮も広い部屋を喜んでくれるだろうと思って用意させたのに、白閃は苦い顔で腕組みをした。

「……あのな、龍禅。あんなにたくさん部屋があってどこも閉まっているのに、怖いと思いこそすれ喜ぶはずがないだろう」

「そ、そういうものなのか……？」

　女のことはよく分からないが、若い頃から妓楼ぎろうの女たちに大層人気のあった友人の言うことなら、間違いないのだろう。

　少々衝撃を受けながら、龍禅はだったらどうすれば良いのかと思案する。どうすれば、花蓮は喜ぶのか。

　恥ずかしいことながら、龍禅はこの年になっても未いまだ、女心というものがよく分からない。

　近づいてくる女は皆、后妃こうひの座を狙う強かな者ばかりであったし、特定の誰かと恋人同士だったこともない。何せ花蓮が初恋なのだ。

　悩み、困り果てる龍禅に、白閃はこんな提案をした。

「もっと住み良い場所を造ればいいんじゃないのか？　たとえば、離宮とか」

「離宮？　……なるほど、離宮か」

「後宮は別の施設に――そうだな、文官たちのための仕事部屋、書庫や資料室なんかに造り替えればいい」

「白閃、お前は天才だな」

　龍禅は手放しで白閃を褒ほめた。

　離宮というのは中々に名案である。花蓮の印象によく合った、女性らしく気品のある宮を造れば、きっと喜んでもらえるだろう。

　この後早速近侍を呼び、その件について取りかからせよう。

　花蓮には内緒にしておいたほうがいいだろう。行きつけの甘味処の主人も、女は不意の贈り物に弱いと言っていたことだし、彼女の驚く顔が見たい。

　離宮の完成を見て花綻ほころぶように笑う花蓮を想像し、龍禅は胸が期待に小さく疼うずくのを感じた。







　夜の訪れは、いつもより殊更に遅く感じられた。

　紅梅こうばい色の薄衣に着替えた花蓮は、窓の外へと目を向ける。

　空には闇の帳が落ち、そこに光る三日月は、猫の爪のような弧を描いて笑っていた。

　庭に植えられた木々が暗闇の中にぼんやりと浮かび、生ぬるい夏の風が葉を揺らし、不気味なざわめきを生み出している。

　ふっ、とため息を吐き、花蓮は心許ない気持ちで薄衣の胸元を握りしめた。

　あれから、白閃、という名の武官が訪れた。彼は龍禅の幼馴染みらしく、信任も厚いらしい。

「このたび皇帝陛下より護衛を仰せつかりました」

　そんな風に、人の良い笑みを浮かべて挨拶をする姿には自然と好感を持てた。腕を負傷して以来前線からは退いたらしく、そのため後宮の警護をしてくれるそうだ。

　男子禁制の場であるため、基本的には門の向こう側で待機しているらしいが、何かあればすぐに対処してくれるとのことで、心強い限りだった。

　それにしても、このような広い部屋を与えてくれた上に、幼馴染みまで警護につけてくれるなんて、自分は何と厚く遇されていることだろう。

　后なのだから当然といえばそうなのかもしれないけれど、慣れぬ場所で不安な自分のために龍禅がそうしてくれたのだと考えれば、ありがたい限りだった。

　白閃が去ってしばらくしてから、宮女たちも花蓮の湯浴みや夜の支度を整え、とうにこの場に姿はない。

　室内には花蓮一人だ。

　これから。

　一体どのようなことが行われるのだろう。

　男女の交わりについては、誰も教えてくれなかった。

　実家の侍女たちも、義母も、ましてや父が年頃の娘にそのようなこと教えてくれようはずもない。

　ならばと支度を終えて出て行く直前、明華を捕まえて聞いたが、彼女は言葉を濁にごすばかりだった。

「皇帝陛下が全て教えてくださいますから！」

　逃げるように去って行く横顔は、熟れた西瓜すいかのように赤かった。

　どうしよう、怖い。何か粗相そそうをしてしまわないだろうか。

　わたくしは、何をすればいいの……？

　分からない。何も。見知らぬ場所に一人取り残された、小さな子供のような心許なさだった。

　やがて、きぃ……と小さく扉の軋きしむ音がした。

　小さく息を呑んで扉に目を向けた花蓮は、そこに皇帝の姿を認め、慌てて額ぬかずく。

「こ、皇帝陛下。このたびのお渡り、大変光栄に――」

　家庭教師に教えられた通りの言葉を紡つむぐ花蓮を、しかし龍禅は言葉でもって制した。

「ああ、良い。面おもてを上げよ。――そんなことより……先ほどは、不快な思いをさせた」

「え……」

　ぱっと顔を上げ、花蓮は不敬だということも忘れ、まじまじと龍禅の顔を見つめてしまう。彼の謝った理由が分からず、どんな顔をしていいのか分からない。

　すると龍禅は少し疲れたように小さく息を吐き、静かな眼差しを花蓮へ向けた。

「そなたのことを、愚弄した者たちのことだ。余が至らぬばかりに、そなたを傷つけるようなことを……」

　ここで初めて、花蓮は先ほどの宴の席でのことを言われているのだと気づき、慌てて頭を振った。

「い、いえ、そのような、とんでもございません……。もったいないお言葉でございます、陛下」

　嬉しいというより、むしろ恐れ多い当気持ちのほうが大きかった。それほどまでに、花蓮にとって皇帝という人は雲の上の存在だったのだ。

　恐縮するあまり再び平伏へいふくしながら、不思議に思う。

　先ほどの件に関して、皇后が貶められると皇帝の威光にも傷がつくだろうから、それで怒ったのは分かる。けれど、失礼なことを口にしたのはあくまで高官たちの意思であって、龍禅に責任はないはずだ。彼には何一つ悪いところなどあるはずがないのに、なぜ自分のような者に謝罪をするのだろうか……と。

　そんな花蓮に、龍禅が固い表情を向ける。

「……面を上げよと言っている」

「た、大変失礼を……」

　顔を上げた花蓮は、ぎこちなく言葉を途切れさせたまま硬直した。自分が皇帝の意に染まぬ行動をしていることを、彼の表情から察したからだ。

　龍禅は唇を固く引き結び、仏頂面で花蓮を見下ろしていた。

　すぐさま平伏そうとし、それをたった今禁じられたことを思い出し、軽く頭だけを下げた。

「申し訳ございま――」

「そう簡単に謝るな。そなたは余の后となったのだ。もう少し自信のあるよう振る舞ってもらわねば、臣下に示しがつかぬ」

　花蓮は泣きそうになりながら押し黙った。

　玉蘭からも注意されたというのに、また同じことを繰り返してしまった。

　初日からこんな失態を犯して、呆れられてしまったかもしれない。怒らせてしまったかもしれない。

　こんなことで、これから皇后としてやっていけるのだろうかと不安に思う。

　何もできない自分があまりにも情けなかった。

　それでも何とか返事をせねばと、ぎこちなく口を開く。

「ご忠告、痛み入ります……」

　龍禅だって、自信なげに俯うつむいてばかりいる女が傍にいても不快なだけだろう。

　だから何とか涙を堪こらえ、笑みを浮かべた。

　皇帝陛下の前ではいつも笑顔で、快く過ごせるようにしなければならない、との教師の教えを思い出したからだ。

「陛下の后となれて、とても嬉しく思っております。陛下のご期待に添えるよう、日々邁進まいしんしていく所存でございますゆえ、末永く可愛がってくださいませ」

「あ、ああ……」

　今度の言葉は合格だったのか、特に龍禅からの注意はなかった。

　安堵した花蓮は、この際だからと以前から気になっていたことを聞いてみることにする。

「あの、陛下。お伺いしてもよろしいでしょうか」

「……何だ」

「陛下は、なぜいきなりわたくしを后にと……？」

　その質問をした瞬間、龍禅の眉間の皺が深くなった。

「そのようなこと、どうでもいいだろう」

「あ……ですが……」

　龍禅がどのようなことを望み、自分を后にしたのか分かっていたほうが、今後の身の振り方も決めやすいと思ったのだが、聞かないほうが良かったのだろうか。

　おずおずと口を噤つぐむと、そんな花蓮を一瞥いちべつし、龍禅は少し乱暴な口調で言った。

「……珍しいと思ったからだ」

　軽く、頬を叩かれたかのような気分だった。

　やはり陛下も、この見た目を物珍しく思ってわたくしを娶ったのね……と。心に空いた小さな穴から、冷たい風が吹いた心地になった。

　何を落胆しているのだろう。そんなこと、はじめから侍女たちにも言われて分かっていたことではないか。

　少し容姿が珍しいだけ。すぐに飽きて妾妃を迎えるわよ、と。

　それなのに一体、何を期待していたのだろう。

　ますます俯いた花蓮に何を思ったのか、龍禅は少し厳しい声を浴びせかけた。

「そなたは、そのような余計なことを気にするな」

「も、申し……」

　またも謝ろうとし、龍禅の眉間に皺が寄ったのを見て、花蓮は口を噤む。こんな風に簡単に謝ってはいけないのだった。

　……もう何をすれば、龍禅の意に染むのかも分からない。

　いけないと思いつつも、怯えを隠せなかった。そしてそれは、龍禅の目にも明らかなほどの怯え方だったらしい。

　彼は、はっとしたように息を呑むと、花蓮の傍に寄り、床に跪ひざまずいて肩に手を置く。

「そなたを怖がらせるつもりはなかった、悪かった」

　そして真摯な気持ちを伝えるように、肩を掴む手にぎゅっと力が籠もった。

　皇帝といえば、焔国においては古来より神にも等しい絶対的な立場である。そんな人が、いくら后にしたとはいえ下級貴族の、しかも妾腹の娘に二度も謝るなんて。

　花蓮の目に映る龍禅の印象は、とても噂に聞いていたような人物とは違う。あの醜聞しゆうぶんは何だったのだろう。

「陛下……」

　どうしよう。聞いてみるべきだろうか。

　けれどまた、そなたには関係ないと断じられたら……。

　そんな風に逡巡しゆんじゆんしながら龍禅を見つめていると、徐々に彼の首筋が赤みを帯び始め、それは頬から耳にかけて一気に広がっていった。

　ここに来る前、酒でも飲んだのだろうかと思っていると、龍禅がいきなり花蓮を引き寄せる。

　急に近くなった距離に驚いて見上げると、龍禅は花蓮をどこか熱っぽい瞳で見下ろした。その目に浮かんでいるのは、花蓮が今まで目にしたことのない感情だった。

「……もう話はいいだろう、抱くぞ」

　端整な、けれど無愛想な顔が近づいてきた。じっと見ていると、黒い瞳に吸い込まれそうになる。

　あ、と声を上げた瞬間、唐突に唇をふさがれた。

　これが、口づけという行為であることは、さすがに世間知らずの花蓮でも知っていた。だがもちろん、こうして実際に体験するのは初めてだ。

　龍禅の唇は柔らかかった。

　舌は濡れていて、ぬるりと花蓮の口の中を生き物のように蠢うごめいている。

　口づけというのは、唇同士を重ね合わせるものだと思っていた花蓮にとって、それは衝撃だった。

　けれど、不快ではない。温かくて、優しくて、……甘い。

「ん、ん……」

　頭の芯が痺れたような感覚を覚えながら、花蓮は自然と龍禅に縋りつくように、彼の長衣の胸元を握りしめる。そうしなければ、正気を保っていられそうになかった。

　恐ろしい人だと思っていたのに、こんなに優しい口づけをするなんて。

　珍しいだけの后だというのなら、もっと乱暴に扱ってもおかしくないはずだ。なのに、これではまるで、慈いつくしまれているかのような錯覚に陥ってしまう。

「ふ……ぁ、んん……っ」

　淫みだらな声が零れる。奥歯を食いしばろうにも、龍禅の舌が這はい回っているのでそれは叶わない。

　瞑つぶっていた目を薄うっすらと開けると、すぐ傍に黒い瞳があって、先ほどより更に熱い眼差しが花蓮に注がれていた。

「花蓮……」

　湿り気を帯びたような声で呼ばれ、腰の辺りにずくんとした重い痺しびれが広がる。それが何なのか分からないが、何だかそのような感覚があるのが恥ずかしいことのように思われて、龍禅に質問することもできない。

「あ……ぁん……」

　背筋を撫でられ、びくびくと震えてしまう。

　こんな反応、きっとおかしいはずなのに、龍禅は何も言わずに行為を進めている。

「へ、陛下……」

　唇が離れた隙に呼べば、彼は花蓮の髪を丁寧に梳すきながら、微かな笑みを浮かべた。

「そなたの目と、髪は綺麗な色をしているな。間近で見ると、尚更美しい……」

「え……」

　異国の血を象徴するこの色を、義母も水蓮も気味が悪いと言っていた。今まで実の母を除いて、誰も褒めてくれることはなかったのだ。

　だから花蓮は嬉しく思った。たとえ珍しがってのことにせよ、この色は、大好きな母とお揃いだから。

「嬉しいです……」

　綻ぶように淡い笑みを浮かべると、龍禅が頬に手を添えてくる。なめらかな肌の質感を楽しむように、少しざらついた指がその場所を行き来し、再び唇を塞がれた。

　今度はそのまま抱きかかえられ、寝台の上に下ろされる。贅沢ぜいたくな外見に美しい、柔らかな感触が背中を受け止めた。

　は、と龍禅の熱い吐息が聞こえ、見上げれば彼は自らの長衣を捲めくり上げ、一気に脱ぎ捨てる。

　皇帝ともあらばさぞかし贅沢三昧ざんまいな生活を送っているだろうと思っていたのだが、龍禅のからだには余計な贅肉などついていない。腹筋も胸筋もすっきりと引きしまっており、まるで豹ひようのようにしなやかだ。

　そして、日に焼けているのとはまた違う肌の浅黒さに、目が引きつけられる。鞣革なめしかわにも似たなめらかさだった。

　初めて見る男の裸身に、花蓮の白い頬には一瞬で朱が混じり、まともに龍禅のほうを見ることもできない。

　恐怖と羞恥とで自然と震えてしまう花蓮に覆い被さりながら、龍禅は、今度は額や眦に唇を落としていった。

「あ……ん……っ」

　怖くて、くすぐったくて、それらが同居した妙な気分のままに、身を捩よじる。

　少なくともそんな花蓮の行動は龍禅を不快にはしていないようで、彼の口元には薄らとした笑みが刻まれており、安堵する。

「陛下、あの……」

「どうした」

「わ、わたくし、何も分からなくて……。その、もし、不手際がございましたらと……。どうすれば良いのか、教えていただければそのように振る舞いますので、どうぞ何なりと仰おつしやってくださいませ」

　勇気を出してそのようなことを口にしてみれば、龍禅は再び耳まで真っ赤にして、苦しそうに胸元を掻きむしりながら、天蓋を仰いだ。

「く……っ」

　呻うめき声すら上げるその姿に、酒の飲みすぎで具合でも悪くなったのだろうかと心配になり、宮女に水でも持ってこさせようかと声を上げかけたその時である。

　龍禅が矢庭に花蓮の薄衣に手をかけたかと思うと、それをやや荒い手つきで左右に開いたのだった。

　宮女たちの指示で、下着は着けていない。

　胸当てで隠されることのない乳房が震えながら外気にさらされ、花蓮は思わず両手で隠そうとした。が、降るように胸元に近づいてきた龍禅の上半身によって、それは阻はばまれてしまった。

「白く、綺麗な胸だ」

　透けた青い血管を愛いとおしそうになぞり、龍禅が顔を近づける。生ぬるい吐息がかかり、肌が勝手に粟あわだった。

「あ、あの、陛下、どうか灯りを……っ」

　言いかけた途端、ぢゅぅっ、と。

　信じられない音が胸元から上がる。

「あぁぁ……ッ！」

　体内で小さな熱が爆はぜたような感覚と共に、花蓮は堪えきれない叫び声を上げていた。

　龍禅が、まだ男を知らぬ、慎ましい桃色の乳嘴にゆうしに赤子のように吸いついたのだ。――否。赤子のような、というには語弊ごへいがあるかもしれない。

　それはあまりに乱暴で、噛みつくような、強引な吸引だった。

「あ、や……陛下……」

　どくどく、と激しく血液を送り出す心臓の鼓動を感じながら、花蓮は涙目になって首を横に振る。

　こんなこと、知らない。

　こんな感覚も。

　自分を根底から変えられるかのような強すぎる刺激に、まず覚えたのは恐怖だった。

　それなのに龍禅はやめてくれる気配を見せるどころか、歯で噛んだり、舌を巧みに動かしながら、花蓮の乳頭を弄び始めたのだ。

　吸いつく唇の強さは痛いほどで、花蓮の唇からは悲鳴ともとれるような声が迸ほとばしる。

「ひっ……、い……っ！　や、いや……っ」

「――甘い味がするな」

「嘘……っ」

　そんなはずがない。子を産んだことがあるわけでもないのに、そんな場所から味なんてするはずが。

　だが現にその場所を舐なめている龍禅がそう感じているのだから、花蓮がいくら否定しようとそんなものは関係なかった。

　龍禅は滲み出るものをもっともっとと求めるように、ぢゅ、ぢゅっ、と何度も音を立てながらその場所を吸い立てる。

「いやぁっ、あっ、あ……ッ」

　嫌だなんて口にしてはいけないことは分かっていたけれど、本能的な恐怖がそれを許してはくれなかった。

　どうか、もうこんな恥ずかしいことはやめてほしい。無垢な少女の心は、その一心で染まっていた。

　やがて片胸だけでは足らなくなったのか、龍禅はもう片方の胸にも手を添え、根元から握りしめ絞るように力を込める。

　まだ青い果実のような乙女の胸は微かな痛みを感じ、花蓮の顔を小さく歪ゆがめさせた。

　白く、ほんの少しだけ固さを残しているそれを、龍禅の手が解すように揉もみしだく。その間にも、空いたもう一方の胸の先を舐ねぶることはやめない。

　右、左、右……。龍禅の顔が、手が、左右それぞれの胸を行き来する。唇が、何度も何度も吸いつく。やがて胸の先端はぷっくりと膨ふくれ、桃色から紅梅色へと変化していった。

　それでも龍禅は満足せず、指先で押し込むように捏こねたり、固くした舌先で突いたりしながら嬲なぶるのだ。
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「あっ……や……っ、そんな、舐めないでくださ……」

　視線を落とせば、先端が固く尖とがって、張り詰めているのが分かる。それがいかにも男を誘っているかのように見えて、花蓮には耐えがたい光景だった。

　だが、少なくとも龍禅にとっては喜ばしいことだったらしい。固くなっている、と上機嫌な声で言うと、尖ったそれにふっと息を吹きかける。

　濡れて鋭敏になった場所はそんな感覚にも敏感に反応してしまう。

「あっ！」

　花蓮は弓なりに背を反らした。

　ずくん、ずくんと鼓動と同じ韻律を刻みながら、熱が下腹部に集約されていく。この熱が、抱えきれないほど大きくなったらどうなるのだろう。

　想像するだに恐ろしくて、花蓮は思わずいやいやと首を振った。

「は、ぁ……あぁ、陛下、も、もうお許しを……、どうか……っ」

「まだまだこれからだというのに……？」

　ぺろりと唇を舐めながら、濡れたような声で龍禅が言う。相変わらず表情には乏とぼしいのに、声はどことなく愉たのしげだった。

　こんな恥ずかしいことが、まだ続くというのか。今すぐにでも気を失ってしまいたい気持ちだった。

　やがてようやく龍禅の手と唇が胸から離れて安堵したのも束つかの間ま、彼は次に、花蓮の薄衣を完全に脱がせた。

　抵抗の間もなく、肌を覆うものが取り払われてしまったのだ。

　精一杯身体を捩って隠そうとするものの、そんなものは無駄な抵抗でしかない。

　龍禅は花蓮の両手首を捕まえ、片手で枕に押さえつけると、秘めやかな花園へと手を伸ばした。

「ひぅっ……」

　ざらりとした指が、その場所を前後する。指先が少し荒れているのは、剣を扱うからだろうか。今上帝は、自ら兄弟の首を刎ねたとの噂があったはずだ。

　しかしそんな思考も、くち、と立った小さな音に邪魔される。花蓮は初めて自分のそこが濡れていることを知った。

　粗相したわけでないことは、粘着質な水音と感触で分かる。けれど、だったらこれは一体何だというのだろう。

　混乱する花蓮を置き去りに、龍禅は蜜を塗り広げるようにして何度も秘部をなぞる。

　ぞくぞくとした妙な感触が背筋を這い上り、下腹がきゅうっと狭まるような感覚があった。

「あ……あぅ……、陛下、陛下……駄目、だ、駄目……っ」

　怖くて龍禅を呼ぶけれど、彼は聞こえていてあえてそれを無視しているようだった。あるいは、無視せざるをえなかったのかもしれない。夢中になって花蓮の身体を弄もてあそぶ様子は、そのように思えた。

　どうしてそのような場所を触るのかも分からず、ただ与えられる刺激に翻弄されるしかない。

　誰にも触れられたことのない場所を。

　まだ提灯の灯ともる室内で、そんな風に熱心に触るなんて。

　これが、男女の営みというものだとすれば、想像していたのとはまったく違う。

　初夜というものは、男女が仲を深めるためのものだと聞いていた。だからてっきり、抱き合ったり、軽く口づけなどをしつつ、向かい合って話をするものだとばかり思っていたのだ。

　なのに実際はこのような、淫らな行為だったなんて。

　世の中の妻たちは、皆このような恥ずかしい行為を受け入れているのだろうか。とても信じられなかった。

　そんな考え事をする花蓮を現実に引き戻すかのように、龍禅の指先が内側にぐっと埋め込まれる。

「いっ……」

　痛みと圧迫感に、自然と歯を食いしばる。

「……痛いか？」

　痛いと言ったらやめてくれるのだと思い、懸命に頷いた花蓮だったが、龍禅のほうにはそのつもりはなかったらしい。

　そうか……と呟きながらなぜか嬉しそうに笑い、ぐり、と円を描くようにしてますます指を深く埋めたのだ。

「ひ……っ」

「大丈夫だ、傷つけないようにする」

　顔を強張らせた花蓮を宥めるように額に口づけを落とすと、龍禅は固く閉ざされたその場所を広げるように、指の抜き指しを繰り返した。

　繰り返している内に多少入り口が柔らかくなったのか、痛みは感じなくなったものの、体内に異物を受け入れる感覚はあまり気持ちのいいものではない。

　違和感に身体は引きつり、喉の奥から妙な声が零れてしまう。

　龍禅は花蓮の様子を見ながら、時折内壁を押したり、擦ったりしながら何かを確かめているようだった。

　しかし、花蓮の返す反応は彼の望むようなものではなかったらしい。

「あ……あ……」

「まだ、中で感じるのは難しいようだな……」

　そう言って指を抜いた彼は、今度はその蜜で濡れそぼった指先で、秘部に存在する小さな花芯かしんを擦り始める。

　ぐりぐりと押しつぶされ、軽く羽のように触れられ、また押しつぶされる。

「っ――――!!」

　目の前で、真っ白な閃光せんこうが弾けた。そんな錯覚に陥った。

「や……っ、や、……何、っ」

「そなたが気持ち良くなれるように身体を慣らしている。そう怯えるな」

　怯えるなと言われても、人間は未知の事柄を恐れる生き物だ。そして間違いなく、花蓮にとってこれは未だ体験したことのない感覚であった。

　気持ち良さなんてどこにもなくて、ただただ怖い。

　普段なら恐れ多くて口にできないであろうその言葉も、追い詰められた花蓮の唇からはすんなりと零れ出た。

「陛下、こ、怖い……、い、いやぁ……っ」

「こんなに震えて……そなたは、初心うぶなのだな。だが大丈夫だ、優しくする故……」

「は……あ、あぁ……っ」

　花芯にそえられた指が、またゆっくりと動き出してそれを擦り始める。

　摩擦によって膨らんだその場所は包皮ほうひが剥むけ、赤い花芽かがが頭を出した。それに指先が触れる。決して強い触れ方ではない。それでも、花蓮は身体中を、細い光の針が貫いたかのような錯覚に陥った。

「あぁぁぁ……ッ！」

　鈴の転がるような悲鳴が上がり、頭の中で鮮やかな火花がいくつも弾ける。

　がくがくと身体が痙攣けいれんし、足の間から温かい液体が溢あふれるのが分かった。

「あ、あ……いや、怖い、いや……っ」

　見られている。

　怖い。

　恥ずかしい。

　もう、見ないで。

　瞳から涙が真珠のようにぽろぽろと零れ出し、止まらなくなる。

「あ……、はぁっ……」

「……花蓮？」

　怪訝そうな声で呼ばれ、返事をしなければと思うのに、頭がくらくらして、まともに口が利けない。

　陛下。陛下……揺さぶらないで。頭が、身体が重いのです……。

　目の前が、真っ暗になる。暗闇に、意識が引きずり込まれる。

　花蓮は沼の中に沈むように唐突に意識を途切れさせ、そのまま、ふっと眠るように気絶した。







「花蓮、花蓮！」

　急に意識を失った花蓮の姿に驚いた龍禅は、慌てて彼女の身体を揺さぶった。反応はなく、花蓮は龍禅の腕にくったりと身を預けている。

　どうやら羞恥で頭に血がのぼり、逆上のぼせてしまったようだ。

　腕に掛かる重みは、驚くほどささやかだった。おそらく、実家の離れでは粗末なものばかり食べさせられていたのだろう。薄ら浮き出た肋骨ろつこつと、年頃の娘にしては少々平たい胸が、彼女の置かれていた環境を物語っている。

　花蓮を寝台に横たえ、掛布を被せた龍禅は、手近に置いてあった団扇で彼女を扇いだ。額に薄らと汗が滲んでおり、暑そうだと感じたからだ。

　これまで、扇がれたことはあれど扇いだことなど一度もない。けれど、花蓮の心地好い眠りのためならばいくらでも扇ぎたかった。

　団扇を上下に動かしながら、龍禅は花蓮の寝顔をじっと見つめる。

　陶器のような白い肌。伏せられた金の睫まつげ。甘い、蜜のような身体……。

　まるで絵物語で見た、西洋の『天使』という生き物のようだ。

　まさか途中で失神してしまうとは。泣いてしまうとは。それほどまでに初心だとは思ってもいなかった。

　けれど、当然なのかもしれない。花蓮は、男女の営みについて何も聞いていないようであった。通常であれば、嫁とつぐ際に母か乳母が春画などを持たせるのが一般的なのだが、それもなかったらしい。

　可哀想に、きっと怖かっただろう。

　興奮のあまり急いで事を進めてしまったが、もっと花蓮が戸惑わないよう色々と説明してやるべきだった。

　けれど、これからは自分が全て手解てほどきしていくのだと思うと、胸の内に収まりきらないほどの歓喜が湧き上がり、龍禅は身悶みもだえする思いだった。

　この、無垢むくな身体に、自分が快楽を刻みつけていくのだ。女として花開く瞬間を見ることができるのは、自分ただ一人。

　それは何と幸福なことだろう。

　花蓮を抱きしめたい気持ちでいっぱいになった龍禅だったが、折角寝ているのを起こすのは可哀想だと、代わりに枕を強く抱きしめる。

「花蓮……！」

　どんなに強く抱きしめても足りない。枕が変形して戻らないほど強く抱きしめた龍禅は、やがて少し自分の行動が虚むなしくなり、枕を元の場所に戻しながら、ため息を吐いた。

　行き場のない欲望が未だ身の内で疼いており、それは顕著けんちよに下半身に現れている。

　ああ、今すぐにでも花蓮の太股にこれを挟むことができれば、どれほど気持ちいいだろう。しかし、気絶している彼女を相手にそんなことをするわけにもいかない。湯殿にでも向かうべきか。

　そんなことを半ば本気で考えながら長衣を羽織ると、その気配を感じたのか、隣で花蓮が身じろぐ気配がいた。

「ん……？」

　薄らと、翡翠色の瞳が瞼まぶたの下から覗のぞく。

　ぱちぱちと幾度か瞬きを繰り返した彼女は、一瞬自分がどこにいるのか分からないというような顔をしたが、すぐに失神する直前のことを思い出したのだろう。

　慌てて起き上がると、その場に座して額を寝台に擦りつける。

「も、申し訳ございません……！　陛下の御前で気を失ってしまうなど、わたくし、何ということを……」

　どうやら自らが相当な失態を犯したと考えているようで、花蓮は青ざめたまま、小刻みに震えている。

　龍禅はそんな花蓮の肩に、彼女が先ほどまで身に着けていた薄衣を着せかけると、視線を逸らしながら口元を覆った。

「余は怒ってなどおらぬ。だから、早くそれを身に着けてくれないか」

「あ……」

　このままだと、目の毒である。

　行為の最中は直視できていた花蓮の裸身も、一旦それから離れてしまうと、途端に見るのが気恥ずかしくなる。

　花蓮が慌てて薄衣を身に着ける姿から、龍禅は目を逸らした。そうして、できるだけ優しい声を心がけながら、安心させるように言った。

「無理強じいはせぬ」

「え……？」

「そなたが、怖いと思わなくなるまで待つ」

「ですが、これはわたくしの義務で……」

　義務、という固い響きに胸が小さく痛む。

　確かにまだ、彼女にとってはこの行為は義務でしかないのだろう。それが、いずれ変化してくれれば。

　そう願いながら、龍禅は小さく首を振った。そうしてできるだけ真摯な声を心がけながら花蓮の手を取り、気持ちを伝えるようにそっと握りしめた。

「余は、そなたを大事にしたいと思っている。そなたが慣れるまで無体は働かぬ故、安心するが良い」





　　　二話　遥かなる星のきらめき







　雲一つない青空を見上げ、明華が気持ちよさそうに目を細めながら振り返った。

「花蓮様、今日はとても天気がよろしいですよ」

　玉蘭と共に今日の髪飾りや帯の色を決めていた花蓮は、窓の外を見やって、口元を淡く綻ほころばせる。

「まあ……、本当ね、明華。何だか風に当たりたい気分」

「ご準備がお済みになりましたら、お散歩に参りましょうか」

「明華、花蓮様をあまり外にお連れしては駄目よ。折角の玉の肌が、日に焼けてしまうわ」

　窘たしなめる口調で言った玉蘭は、螺鈿らでん細工が施ほどこされた宝石箱の中からいくつかの簪かんざしを取り出し、花蓮の髪にかざす。

「今日は、帯のお色に合わせて明るめの石で統一いたしましょうか」

「あなたに任せます、玉蘭」

　玉蘭はとても感性が豊かで、色の合わせ方などが非常に上手なのだ。彼女に任せておけば問題ない。

「……あ、いつもの簪を付けるのを忘れないでね」

「もちろん、心得ておりますわ」

　鏡越しに微笑めば、玉蘭は小さく頷うなずいて手際よく髪を結い始めた。

　いつもの簪というのは、花蓮が昔、母から譲り受けた品だ。母が故郷で買ったものらしく、真鍮しんちゆうに赤い硝子ガラス玉の飾りが付いている。

　高価な品ではないと母は言っていたけれど、手元に残る彼女の唯一の形見はこれだけだ。錆さびないよう定期的に磨き、後宮で暮らすようになってからもこうして大切に使っている。

「もう、玉蘭さんったらお堅いんですから！　ちょっとお散歩するくらいいいじゃないですか」

　背後では、明華が不満そうに唇を尖とがらせながら、せっせと化粧道具を直し始める。

　毒味が明華の仕事ならば、朝の支度は主に玉蘭の仕事で、片付けや掃除などは二人で手分けしてやることになっている。

　龍禅はもう少しおつきの宮女を増やそうかと言っていたが、他の専門的な仕事などは女官に任せているし、今のところこの二人だけで身の回りの世話は不便していない。

　それに、あまり仰々ぎようぎようしくなると身構えてしまうので、できれば遠慮したいところだった。

「明華。陛下は花蓮様の白いお肌がとてもお気に入りなのよ」

「それは知っていますけれど、ずっとお部屋にこもりっぱなしじゃ花蓮様も退屈ですよね！」

「ま、まあまあ二人とも。確かにわたくしの肌は日に焼けやすいけれど、傘を差せば少しくらい大丈夫よ」

　苦笑しながら、花蓮は二人の間に割って入った。

　天真爛漫てんしんらんまんな明華と、理知的で冷静な玉蘭とは、よくこうして軽い衝突をするのだ。仲裁するのはいつも花蓮の役目だが、これも仲の良い証拠だと思えば微笑ましく感じられる。

　ここで暮らし始めて、一週間。

　その間、花蓮の時間はごく穏おだやかに流れていた。

　宮女たちには初めて顔を合わせたその日の内に、「皇后陛下」ではなく名前で呼ぶよう頼んだ。友達というわけにはいかないだろうけれど、せめて傍そばに置く者たちには、そこまで仰々しい接し方をしてほしくない。

　玉蘭は最後まで渋っていたが、花蓮がどうしてもと言うと、仕方なくその願いを聞き入れてくれた。

　彼女たちともだいぶ打ち解け、話も以前に比べて弾むようになってきたと思う。

　朝の支度を終えた花蓮を上から下まで見て、明華がほう……とため息を吐いた。

「まあ花蓮様、今日の御衣裳もとても艶あでやかですね。紫が鮮やかで……さすが陛下のお見立てです」

　実家からあまり衣裳を持参しなかった花蓮のために、龍禅は急ぎ、女官たちに衣裳を仕立てさせたのだ。

　おかげで衣装箱の中は、まるで四季折々の花をちりばめたかのような華やかさだ。

「ご寵愛ちようあいめざましくて、私たちも嬉しいです。ね、玉蘭さん」

「ええ、本当に」

　玉蘭と明華は、顔を見合わせながら嬉しそうに頷き合う。

　そんな二人の様子を見ながら、花蓮は複雑な気分になった。

　寵愛だなんて、そんな大げさなものではない。龍禅は、この容姿を珍しがって傍に置いているだけなのだから。

　そう思えば、胸がちくりと痛んだ。

　彼が花蓮を大事にしてくれているのも、きっと今のうちだけ。実家の侍女たちが言うように飽きれば、後は忘れ去られて別の女性が寵愛されるのだろう。

　けれど、喜んでいる二人に水を差すのも悪い。花蓮は、曖昧あいまいに微笑むだけに留とどめておくことにした。

　今はまだ、自分が后きさきだ。であれば悲観するばかりでなく、周囲に認められるよう凜りんとして振る舞わねばならない。

　支度を終え、散歩のために傘を差して庭に出ると、まず土の香りが鼻をついた。

　今、宮廷内では何かの建築工事をしているらしく、大工たちが大勢出入りをしている。どんな建物が建つのかは分からないが、遠目から見た感じでは、貴族の屋敷程度の広さだったように思う。それなりに大規模な工事だ。

　まだ、工事が始まる時間には少し早く、庭は静謐せいひつな空気に包まれていた。時折、蝉せみの鳴き声がするのが静けさをなお際立たせている。

　後宮の庭には赤や黄色、桃色の鬱金香うこんこうが咲いており、小さな蓮池もあった。

　ふんわりと花開く花弁かべんの、根元から先端にかけて白から薄桃へと徐々に移り変わっていく様が非常に美しい。中央には丸く膨ふくらんだ黄金の雄蕊おしべと雌蕊めしべがあり、その様はまるで、花弁が小さな陽光の欠片を宿しているかのようだ。

　蓮はすは、花蓮の名の由来にもなった花であり、一際思い入れも深い。

　母の生まれ育った国では、可憐かれんという花言葉で。そしてこの国でも、清らかさを象徴することで知られている。

　母は病弱な人だった。おそらく、花蓮が年頃になるまで自分は生きられないと悟っていたに違いない。

　そして自分亡き後、正妻が娘を虐しいたげるであろうことも、

　だから、この花の名を付けたのだ。

　泥から出でて泥に染まらずと言われる蓮の花のように、どんな境遇にあろうとも憎しみや悲しみ、醜みにくい心に染まらない娘に育ってほしい。そんな願いを込めて。

　薄桃の花と緑の葉の間を縫うように、金魚が悠々と泳いでおり、花蓮は架け橋の上で腰を屈かがめながらその様子を眺める。

　金や赤、黒などの斑まだら模様が美しく、時折鱗うろこが陽光を反射している様は芸術的な錦にしきのようだ。池には風に飛ばされた鬱金香の花弁が浮いており、金魚たちの動きに合わせてゆらゆらと揺れている。

　その夢幻的な世界に引き寄せられつつ、花蓮はうっとりとしながら、色とりどりに光る水面みなもを眺めた。

「ここの金魚は丸々肥ふとっているのね。見応えがあるわ」

「先代の皇后こうごう様が、それは大事になさっておられたのですよ」

　明華曰いわく、この庭は先の皇后が自らの好みによって大幅に造り替えさせたものらしい。大変に気の強い人で、他の妃たちに対しても厳しく接していたという話だ。

「特に陛下のお母様には殊更ことさら辛くあたられて……」

「明華！」

　玉蘭が慌てたように明華の言葉を制するが、もう遅かった。

「陛下のお母様？」

　首を傾げて不思議そうな顔をする花蓮に、玉蘭が周囲を気にしつつ、少し声を潜ひそめて答えた。

「陛下のお母上は、草原の御出身であらせられました」

「草原の……」

　位の低い妃の息子だということは知っていたけれど、それは初耳だった。

　貴族の娘としての教育を受けてこなかった花蓮は、宮中の事情に関してまだまだ学ばなければならないことがたくさんある。

　だがそれでも、書物で得た知識で草原の歴史はある程度理解していた。

　焔国の周辺は、広大な草原に囲まれている。そこには遊牧騎馬民族たちが住み、いくつかの部族に分かれて独自の文化を築いてきた。

　先帝の時代まで閉鎖的な国であった焔国も、唯一草原の民とは交易をしており、草原特有の装身具や織物などが市場に並ぶことも多かった。

　玉蘭の説明によると、龍禅の母は、その草原で最大の部族を治める長の娘だったらしい。焔国と草原との和平の証として先帝に妻として捧げられ、その結婚をきっかけに、焔国の支援によって部族は統一。最近になってロガール帝国と名を変え、一国家としての在り方を確立した。

　そんな説明に、だから龍禅は焔国の一般的な民と比べて背が高く、肌の色も浅黒いのだと納得すると共に、先代の皇后が龍禅の母に辛く当たっていた理由も分かる気がした。

　そうやって三人で会話を交わしながら歩いていると、不意に向こうのほうから声をかけられた。

　透すき塀べいの合間から、白閃が顔を覗のぞかせている。

「おや。皇后陛下、ご機嫌麗うるわしゅう。今日は良い天気で何よりです」

　武官用の官服に身を包んだ彼は、長槍ながやりを手に門の前に佇たたずんでいる。白閃の他にもう一人、年老いた武官が立っており、門を守ってくれていた。

「ごきげんよう。今日もご苦労様です」

　塀の向こうから花蓮が微笑みかければ、白閃は少し照れたようにぽりぽりと頭を掻かいた。

「いえ、これが私の仕事ですから。そんなことより、皇后陛下は今日も益々お美しいですな。まさに、“後宮の花”に相応ふさわしい艶やかさです」

「まあ……」

　花蓮は面映おもはゆい気持ちになり、袖そでで口元を隠した。

　宮中では、皇帝の妻たちのことを別名『後宮の花』と呼んでいたらしい。色とりどりの衣装を身に着け、楚々そそとして歩く姿を華に喩たとえてそう名付けられたらしいが、自らが呼ばれるとなると少々気恥ずかしい。

　そんな二人のやりとりを見て、明華がぷうっと子供のように頬を膨らませる。

「ちょっと白閃さん！　花蓮様がお美しいからって、そんな風に気安く口を利かないでください！」

「何だいおチビさん、挨拶あいさつしただけっていうのに、ずいぶんな言いぐさだな」

「おチビじゃありません、わたしには明華という歴とした名前があるんです！」

　きゃんきゃんと子犬のように噛みつく明華に対して、白閃はやれやれと苦笑しながら肩をすくめている。完全に子供扱あつかいだ。

　元々、後宮という場所は先帝の時代まで完全に男子禁制であり、護衛も全て女性だった。

　龍禅が皇帝として立った現在、その決まりは多少和やわらいだものの、基本的に皇帝以外の男性が後宮の門を潜くぐることは許されていない。

　明華にしてみれば白閃のような武官が、皇后という立場にある花蓮にこうして気安く口を利くのが信じられないという思いがあるようだ。

「明華、白閃はわたくしたちのために働いてくれているのだから、そんな言い方をしては失礼よ」

　やんわりと窘めれば、さすがに皇后の言うことを無下むげにはできなかったらしい。明華は渋々といった様子で頷いた。

「……はい、花蓮様」

　明華はあからさまに嫌そうな顔をしたものの、表だって皇后の命令に背くような愚行は犯さない。

　おずおずと、頭を下げた。

「ごめんなさい、白閃」

「別に、気にしてないぜ」

　白閃はにかっと笑い、塀の隙間から明華に握手を求めた。

　明華はますます表情を引きつらせたが、一応は手を差し出し握手をする。けれど手が離れた瞬間、何か汚れたものにでも触ったかのように、裳の裾すそで掌を拭った。

　苦笑しながらそんな光景を見ていると、横からそっと玉蘭が声を掛けてきた。

「花蓮様、そろそろお部屋に戻りましょう」

「あ……そうね」

　まだ朝とはいえ、夏は日が昇るのが早い。やがて太陽がじりじりと照りつけ、気温はもっと高くなることだろう。

　先ほど自分で口にしたとおり花蓮の肌は日に弱く、焼けると赤くなる。酷い時は水疱すいほうができるほどだ。あまり長居はできない。

「それでは白閃、わたくしたちはもう戻りますので」

「左様さようでございますか。それでは、今日もどうぞ良き日をお過ごしになられますよう」

　両手拳を額の前でつきあわせると、白閃は隣の老武官と共に、恭うやうやしく頭を下げる。

　彼らに見送られ、短い散歩を切り上げた花蓮は自室へと戻る。

　すると扉の傍には龍禅が佇んでおり、花蓮の帰りを待っているようであった。

　足音を聞き付けるなり、龍禅は花蓮たちのほうへ顔を向けて微かに唇の端を吊り上げる。

「へ、陛下……！」

　花蓮は慌あわてて拝跪はいきの礼を取った。

　この一週間、龍禅は政務の合間を見計らっては花蓮の許を訪れてくれる。忙しいだろうに、わざわざ花蓮と話すためだけに、後宮を訪おとずれてくれるのだ。

「お待たせして、大変失礼をいたしました」

「勝手に来ただけだ。そう畏かしこまるな」

　そうは言われても、未だに花蓮は龍禅を前にすると、緊張から強張こわばってしまう。

　別に、龍禅が怖いというわけではない。

　彼はとても良くしてくれているし、こうして直に接した上で、優しい人だと感じられた。

　後宮で暮らしている内に、例のあの恐ろしい噂うわさも事実無根の酷い中傷であることが分かった。

　明華の話によると、先帝の時代、次の皇帝に誰をつけるかということで、宮中では即位争いが生じたそうだ。

　数名の皇子が殺し合い、あるいは毒殺で死去する中、唯一生き残った皇子であった龍禅が皇帝の位についたらしい。

　そうした過去もあり、龍禅は即位と同時に妻は一人しか持たぬと宣言し、不正を行った役人たちを罷免ひめんした。そのため、立場を利用して私腹を肥こやしてきた官僚たちからは非常に評判が悪い。恐らくはそういった者たちが、龍禅を貶おとしめようと悪い噂を流したのであろう。

　けれど実際の龍禅は、実力さえあれば家の位が低くとも重用するため、臣下からの信頼は厚い立派な皇帝である。

　花蓮は、勝手な噂を信じて彼のことを恐れていた自分を恥ずかしく感じると共に、后として大切にされていることを日々実感し、ありがたく思うのだった。

　それでも、相手は皇帝だ。国で最も高貴な立場にある人で、本来であれば口も聞けないような相手であるという事実が、花蓮をどうしても萎縮いしゆくさせる。

　凜とした雰囲気、はっきりとした目鼻立ち、高貴な佇まい。そのどれもが、花蓮にとっては眩まぶしく直視できないほどだ。

　皇帝は時に太陽と喩えられることもあるが、言い得て妙だと思った。

　この方が、旦那様。わたくしの……。

　その事実が、未いまだに頭に馴染んでくれない。

　立ち上がった花蓮を伴い扉を開けた龍禅は、室内に足を踏み入れ長椅子に腰かけ。そして花蓮を自らの横に座らせると、小さく咳払せきばらいをしながらこんなことを口にした。

「今日は……。そなたと食事をとろうと思って来た」

「わたくしと……？」

「ああ」

　龍禅が目くばせをすると、彼の意図するところを正しく察し、玉蘭と明華が部屋を出て行く。恐らくそのまま、厨房へ向かうつもりだろう。

「そなたともっと、話がしたくてな……」

　少々気恥ずかしそうな龍禅の様子に、花蓮は嬉しさが込み上げるのを感じた。

　実家では、誰も花蓮と話そうとはしなかった。父でさえ訪ねてくるのが稀まれな離れで、花蓮の話し相手といえば庭に降り立つ鳥たちくらいのもの。

　孤独な日々を過ごしていた花蓮にとって、話し相手がいるというのはとても幸福なことなのだ。

「嬉しいです、陛下……」

　頬を染めながら微笑む。

　龍禅は目を細めて眩しそうにその笑みを見つめながら、花蓮の頭に手をやった。

「今日は、翡翠ひすいの簪か。そなたの目の色と同じだな。よく似合っている」

　躊躇いもなく頭に触れてくれることが、花蓮にとってはただただ嬉しい。

　はにかみながら、指先で簪に触れる。ちりん、と軽やかな鈴の音が鳴った。鈴がついた簪は夏の暑い時期に涼やかな気分になれると人気の品で、花蓮の髪飾り入れにもいくつか入っている。

　龍禅が花蓮に贈ったのは衣装だけではない。装身具の類たぐいも、これ以上は置き場所に困るというほどに、たくさん買い与えてくれたのだ。

　これも、そのうちの一つだった。

「ありがとうございます。陛下のお見立てが良いのです」

「そう言ってもらえると選んだ甲斐かいがあるが……。しかし、そなたはこちらの簪をいつも必ず付けているのだな」

「え？」

「この、真鍮の……」

　あ、と花蓮は小さく声を上げた。

　真鍮の簪は、花蓮の持ち物の中で例の母の形見しかないのだ。

　まさかいつも付けていることに気づかれているとは思わず、動揺してしまう。

　高価な簪をたくさん贈られているにも拘らず、このような安物を身につけていることを、龍禅はどう思っただろうか。

　心配に思いつつ、言い訳のために口を開く。

「申し訳ございません。これは母の形見で、どうしても離しがたく……」

「やはりそうであったか」

　深く頷くと、龍禅は目を細めて優しげな表情をする。

「そなたにとっては大事な物なのだろう。であれば、安物などではない。世界にたった一つだけの、貴重な簪だ」

「陛下……ありがとうございます」

　ふと胸が詰まり、花蓮は咄嗟とつさに俯うつむきながら、それだけしか口にできなかった。

　けれど涙ぐんだのを知られたくなくて、すぐに顔を上げて明るい声を発する。

「実は一度、この簪を無くしたことがあったのです」

「無くした？」

　龍禅が眉を顰ひそめる。

　実際には無くしたのではなく売ろうとしたのだが、その顛末てんまつを彼に口にするのも憚はばかられたので、小さな嘘を吐ついた。

「ええ、道ばたで落として……。ですが、親切な方が拾って、屋敷まで届けてくださったのです。それ以来、この簪はわたくしにとって、もっと大事な物となりました」

「ほう、そうか」

　龍禅は腕組みをして、何やら小難しい顔をしている。口元を強く引き結んだ表情は、何かに耐えているようにも見えた。

　不思議に思いつつも、花蓮は話を続ける。

「難しいとは思いますけれど、いつか御恩返しをしたいと思っているのです」

「そ、そうか。相手もきっと喜ぶことだろう」

　そう言う龍禅の唇の端はぴくぴくと痙攣けいれんしている。

　他人のことばかり話して怒っているのかもしれないと、花蓮は慌てて付け加えた。

「もちろん、陛下にも感謝しております。いつもたくさんの素敵な贈り物をくださって、ありがとうございます」

「夫として当然のことをしたまでだ」

　難しい顔をしたまま、龍禅は口元を手で覆って咳払いを何度か繰り返した。

　先ほどから妙な顔をしていたのは、喉に何か詰まった感じがあったのかもしれない。

「……それより、何か不足しているものなどはないか？　そなたが欲しいものなら、すぐに用立ててやる」

「ありがたいお言葉です。ですが、もう充分にお心遣いいただいておりますので……」

　花蓮は軽く室内を見渡した。

　家具も、調度品も、衣装も――どれも、一流の品ぞろえである。

　元々質素な生活をしていた花蓮が、思わず罪悪感を覚えてしまうほどの贅沢をさせてもらっているのだ。これ以上望んでは、きっと罰があたる。

　むしろ、こうして受けた恩をどうやって返そうかと頭を悩ませるほどだ。

　恩返しといっても、望めば何でも手に入る皇帝に対して花蓮ができることなど、ほとんどないだろうけれど……。

　それはともかくとしても、せっかくこうして来てくれているからには、楽しい思いで過ごしてもらいたい。ほんのひとときでも、政務の煩わずらわしさから逃れられる存在に、自分がなれれば、どれほど幸せだろう。

「そういえば、先ほどはどこに行っていた？」

「お庭をお散歩したのです。蓮池の金魚たちがとても綺麗きれいで、思わず見とれてしまいましたわ」

「それは何よりだが……、日焼けは大丈夫なのか？」

　龍禅の目が、袖から覗く花蓮の白い肌を見て、一瞬翳かげる。

　やはり、この西洋人のような白い肌が焼けるのは龍禅も嫌なのだろうか。花蓮の容姿を気に入っているのだから、当然かもしれない。

　花蓮は龍禅を安心させるため、慌てて付け加えた。

「明華がずっと傘を差してくれていましたし、朝の早い時間でしたので」

　すると龍禅はあからさまに安堵あんどしたような表情になり、窓の外に視線を向けた。

「今は鬱金香も見頃だし、明け方の短い時間なら散歩も良いものかもしれないな」

「宮中のお庭は美しくて、どんなに眺めても眺めたりないほどです」

「そうだな、確かにここの庭は美しい。夏には鬱金香、秋には小菊こぎく、冬には蝋梅ろうばい、そして春には白木蓮が見頃になる」

　四季折々の花々が色鮮やかに庭を彩いろどる様子を想像し、花蓮の心がほんのりと温まる。どの季節であっても、花々の宴は見ていて心が弾むものだ。

　けれどすぐに、小さな影が差した。

　小菊、蝋梅、白木蓮――季節を追うごとに、庭に咲く花は種類を変える。

　では、後宮に咲く花は……自分は、どうなのだろうか。

　今更このようなことを考えても仕方のないことは分かっている。自分はそれを承知の上で后となったのだから。

　けれど、日々龍禅と接している内に、どうしてだか花蓮は、ふとこうした不安に囚とらわれるようになっていた。

　いきなり黙り込んだ花蓮に、龍禅が気遣わし気な声をかける。

「花蓮？　どうした」

「あ……いえ。そういえば、実家の庭にも白木蓮が咲いていたことを思い出して……」

　誤魔化ごまかすように咄嗟に思いついた言葉を口にすれば、龍禅はそれで納得してくれたようだ。

「そなたの実家は、禄水街ろくすいがいの方面だったな」

「ええ、そうです。禄水は猫の多い街で、実家にもよく野良猫が迷い込んできていました。一度は、白木蓮の木に登った子猫が降りられなくて、ずっと鳴いていたこともあるのですよ」

　その時のことを思い出し、花蓮は思わずくすりと笑う。

　あの時は何とか木に登って助けたけれど、それを侍女に見られていて、後から散々、麗々に叱しかられたのだった。

「その子猫は？　飼ったのか？」

「あ、いえ……そうしたいのは山々だったのですが、実家の義母が動物嫌いで……。近所に猫好きのおばあ様がいらっしゃったので、その方に引き取っていただきました」

「なるほど……」

　花蓮の言葉に、龍禅は何かを思案するような顔で顎あごに手をやった。

　何を考えているのだろうと思っていると、丁度その時、部屋の外から宮女たちの声が聞こえてきた。

「陛下、ご朝食をお持ちいたしました」

「ああ、入れ」

　龍禅の返事と共に、扉の向こうから玉蘭と明華が姿を現す。茶器や点心を載せた盆が次々と運び込まれ、カチャカチャと音を立てながら、玉蘭たちがそれを卓子たくしの上に並べていく。

　並べられたものは、まず明華が毒見をしてみせる。そうして問題がないことを確認してから、花蓮たちの口に入るのだ。

「お熱いのでお気をつけくださいませ」

　玉蘭が盆を手に下がったのを見計らい、龍禅は花蓮の髪を梳すきながら問うた。

「ありがとう、玉蘭」

　礼を言って玉蘭たちが去っていくのを見送ると、花蓮は茶器に手を振れた。

　けれど、龍禅がいつまで経っても器に触れる気配がないのに気づき、慌てて元に戻す。夫が飲まないものを、妻が先に口をつけるわけにはいかない。

「陛下、お召し上がりにならないのですか？」

　それとも、このお茶は嫌いだっただろうか。ならば玉蘭を呼び、もう一度別のものを用意させなければ。

　立ち上がりかけた花蓮の袖を引き、龍禅はそんなことを考えていると、龍禅がゆるりと首を横に振った。

「熱いのが苦手なだけだ。そなたは気にせず、好きな時に飲むがいい」

「陛下は猫舌なのですね」

　何だかいかめしい外見には似合わず、それを微笑ましく思った花蓮は立ち上がり、団扇うちわを手に取る。そして、湯気を立てる茶に向かって風を送り始めた。

「花蓮？」

「冷ましますので、少しお待ちくださいね」

　母も夏場はこうして、よく茶を冷ましてくれていた。

　だから花蓮にとってその行動はごく自然なものだったのだが、龍禅はどこか驚いたように軽く目を瞠みはり、ぎゅっと唇を引き結んだ。

　思わず、扇あおいでいた手が止まる。

「あの、陛下……？」

　その顔を、何と形容すれば良いのだろう。

　お茶を冷まそうとしたのが気に入らなかったのかとも思ったが、どうもそういう表情とは違うようだ。

　まるで、泣くのを我慢している子供のようだわ……と。

　不敬かもしれないが、そのようなことを感じた。

　何と声をかけるべきかも分からずにじっと龍禅の反応を待っていると、彼ははっと我に返ったように息を呑のみ、瞬きを繰り返す。

「すまぬ。少しぼんやりとしていた。……そろそろ冷えた頃だろう」

「あ……、はい。どうぞ、お召し上がりくださいませ」

　茶器に触れれば、熱がとれて持ちやすい。それを差し出すと、ぬるま湯程度に冷めた中身を彼はぐいと呷あおって一気に飲み干した。まるで、先ほど顔に浮かべていた感情ごと飲む込むように。

　そして全て嚥下えんげし終えると、湿りかけた空気を払拭ふつしよくするように、茶点へと手を伸ばす。

　他所の国ではどうか分からないが、焔国では朝食は軽く点心などを取るのが一般的である。それは、宮中においても変わらない。

　餃子や包子、粽子ちまきに小籠包などの点心がほかほかとおいしそうに湯気を立てていた。

　別の器には、桃包や月餅げつぺい、凍蛋トンタンに芒果布丁マンゴープリンなど、色とりどりの菓子が並べてある。

「これは、都でもっとも腕の良い菓子職人に作らせた菓子だ」

　どれもこれも、本当に美味しそうだ。見ているだけで幸せな気分になってしまう。

「では……いただきます」

　箸はしを手にした花蓮だったが、龍禅が桃包に息を吹きかけて冷やし始めたのを見て、ふと動きを止めた。

　また、甘いものだ。

　実はここ一週間、花蓮は気になることがあった。それは、龍禅が甘い食べ物以外を口にしているところを、見たことがないということ。

　偶然だろうか。それとも……。

　冷ました桃包を口元に運ぶ龍禅を、じっと見つめる。するとそれに気づいた彼は、食べる手を休めて、不思議そうに花蓮を見やった。

「どうした、食べぬのか」

「は、はい……。あの、どれから食べようか迷っております」

　見つめていたことを気取られたのが恥ずかしく、花蓮は咄嗟にそんな言い訳を口にした。

　実家では粗末な食事ばかりで、このように様々な点心を口にする機会などなかった。

　麗々の機嫌が悪い時などは、母子そろって薄い粥かゆを啜すすって過ごしたこともある。

　そんな生活を送ってきたため、いきなり目の前に差し出された贅沢に、倹約が染みついた花蓮はどうしても躊躇ちゆうちよを覚えてしまう。

「これはそなたのために用意したのだから、全て食べても良いのだぞ」

　真顔で言うものだから、本気なのかそうでないのかの判別が付きにくい。躊躇う花蓮に、龍禅は大真面目な顔をして、器ごと点心を差し出す。

　困ったように微笑しながら、花蓮は小首を傾げて袖で口元を覆った。

「こんなに食べては、肥ってしまいますわ」

「何を言うか。そなたはもう少し肥れ。肋骨ろつこつなどかように浮き出ているではないか」

　す、と龍禅の手が伸び、花蓮の脇腹の辺りに触れる。

　くすぐったさと、同じくらいの甘い疼うずきに、花蓮は妙な声が零れそうになるのを必死で堪えたぴくりと肩を震ふるわせる。

「っ、へ、陛下……くすぐったいです」

　身を捩よじって逃れようとしたけれど、龍禅はあろうことかそのまま花蓮を引き寄せ、自らの膝ひざの上に乗せる。そして。

「ん、む……」

　唇が、触れ合った。

　彼の衣服から焚たきしめた白檀びやくだんの香が立ち上り、鼻腔びこうをくすぐる。何ともいえない甘酸あまずっぱい気分が胸いっぱいに広がり、心臓が小さく疼いた。

「ん、ん……ぁ、は……」

　舌を擦り合わせ、唾液だえきを啜られる。

　甘いと思うのは、先ほどまで龍禅が食べていた桃包のせいか、それとも――。

　じん、とした痺れが下腹部に溜まり、足の間が潤う。ずくずくと、秘めた場所が熱を持ち始めた。

　朝方からこんな淫らな反応を示している自分が恥ずかしくて身を捩るけれど、腰に回った龍禅の手が、それを許してくれない。

「ふ……、んっ、ぅ……」

「花蓮……」

　熱っぽい瞳と、角度を変えては繰り返される口づけに、全身が蕩とろけてしまいそうだ。

　とはいえ、龍禅はそれ以上の行為に進むことは決してしない。最初に宣言したとおり、彼はあれ以降、花蓮を抱こうとはしないのだ。

　触れ合いといえばせいぜいこうして口づけを交わす程度で、後は食事を共にとったり、ただ会話をしたりするだけである。

　寝台は二人が並んで眠るためだけに使われ、夫婦として本来の使われ方をしたことは、初夜のたった一度だけ。

　それでも花蓮は知っていた。

　こうして口づけを交わす彼の瞳に、情欲の炎が灯ともることを。

　男性の事情はよく分からないけれど、きっと、唇を合わせるだけでは物足りないのだろう。

　后として望まれているのは、世継ぎをもうけることのはずだ。なのにこの一週間、自分はその役割を果たせていない。初夜が失敗に終わったことが、あまりに情けなかった。

　龍禅は優しいから、花蓮の心の準備が整うまで待ってくれると言った。本来、皇帝という立場を考えるならば、ただ一言、妻の務めを果たせと命じれば済む話だ。いっそ無理矢理に抱いても、花蓮に拒絶する権利はない。
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　それなのに、彼は花蓮の心情を慮おもんぱかって、優先してくれている。

　だからこそ余計に、その優しさに甘えてはいけないのだと思う。

　本当は自分から言うべきなのだ。もう大丈夫だから、どうか務めを果たさせてほしいと。

　けれど、そのようなはしたないことを言えば龍禅が呆あきれてしまうかもしれないと思うと、どうしても最後の一歩が踏み出せなかった。







「――花蓮様、浮かない表情ですわね。お具合でも？」

「あ……玉蘭」

　昼食をとり終えて龍禅が部屋を去った後、何をするでもなく長椅子に腰かけてぼんやりとしている花蓮を見て、玉蘭が眉を顰めた。

　どうやら物憂ものうげな表情を見て、心配してくれたらしい。

　軽く頭を振ると、花蓮は微苦笑を浮かべた。

「ごめんなさい、何でもないのです」

「真まことでございますか？　外も暑いですし、お倒れにでもなっては大変ですわ」

「そうではないの、ただ、陛下とのことで……」

　口を滑らしそうになり、花蓮は慌てて言葉を飲み込んだ。

　龍禅との夫婦生活について悩みがあるなどといえば、玉蘭から高官たちに伝わり、朝議の議題として上りかねない。そのようなことになれば、恥ずかしさのあまり一月は後宮の外に出られなくなってしまうだろう。

　けれど飲み込む直前の言葉はしっかり彼女の耳に届いていたようで、怪訝けげんそうに片眉を上げる。

「陛下の？　何かお悩みでもあるのですか？」

「え、ええ……。その、わたくし……恥ずかしいことだけれど、今まで恋人もいなかったの。だから、陛下に対してどのように接するのが良いのか分からなくて……」

　咄嗟に口にした言い訳のような言葉だったが、何も嘘というわけではない。

　実際、離れで虜囚りよしゆうのような生活を送らざるを得なかった花蓮は、男女の色恋などというものにはこれまで無縁だった。ましてや、母が早くに亡くなり、年ごろの少女であれば当然持っているような知識にすら疎うといのだ。

　当然、若い男性と話した経験などもあるはずがなく、それがいきなり皇帝の后などになってしまい、どのようにふるまうのが正解なのかも分からない。

「花蓮様は――少し自信なげなところはお直しになったほうがよろしゅうございますが、基本的には今のままでも充分よろしいかと」

「そう、かしら……」

「それとも、陛下が何かご不満でも仰おつしやったのですか？」

　不思議そうな玉蘭の問いかけに、花蓮は慌てて首を振った。

　このまま話し続ければ、きっと余計な事まで口にしてしまう。だからあえて、話題を変えることにした。

「――そ、そういえば、玉蘭には恋人はいるの？」

「私ですか？　はい、一応そういった相手はいましたが……」

　自分に話題を振られるとは思っていなかったという様子で、玉蘭が目を瞬いた。

　だがやがて寂しそうな表情を見せると、ふと遠くへと視線をやる。

「ですが……一昨年の今頃、亡くなりました。結婚の約束もしていたのですが、突然のことで……」

「え……」

　まさかそのようなこととは思わず、気軽な気持ちで聞いてしまった花蓮は、一瞬どう反応していいかも分からず言葉が出ない。

　まだ若いのに、将来を誓い合った相手が亡くなる悲しさは、いかほどのものだっただろうか。花蓮には想像もつかないほどの苦しみだったはずだ。

　花蓮は目を伏せ、静かな声で謝った。

「それは……辛いことを聞きましたね。ごめんなさい……」

　玉蘭にとっては話したくないことだったかもしれない。知らなかったこととはいえ、申し訳ない気持ちでいっぱいだった。

　すると玉蘭は淡い笑みを浮かべたまま、ゆっくりと首を横に振った。

「いいえ、良いのです。確かに辛いことでしたけれど、いつまでも嘆いていては、彼もきっと悲しむでしょう……」

　だから前を向いて生きていくのだと口にする玉蘭の姿は凜としていて、素直に美しいと感じられる。彼女のような強さを、少しでも自分が持てたらと思えた。

「ですから私は今、花蓮様にお仕えできてとても幸せです。花蓮様のお世話をさせていただくことが生きがいなのです」

「玉蘭……ありがとう。貴女の言葉、とても嬉しいわ。何か、貴女の忠心に報いることができれば良いのだけれど」

「とんでもございません。今の私にとっては、皇帝陛下と花蓮様が睦むつまじく過ごされる姿を拝見することが、一番の幸せです」

　ひたむきな玉蘭の言葉に、胸の奥がじんと熱を持つ。

　辛いことがあっても、玉蘭はこうして精一杯仕えてくれている。ならば自分も主として彼女の思いに報いることができるよう、立派に皇后としての務めを果たさなければならないだろう。







　今宵は、星が降るような夜空だ。

　互いに囁ささやき合うかのように瞬く星々をぼんやりと眺めながら、花蓮は窓から入り込む夜風に当たる。

　花蓮の両脇では紗しやの窓掛けが、風に揺れて羽のように翻ひるがえっていた。

　夜になれど、日中の暑さがまだ空気中で凝こごっているかのようだ。

　この暑さで湯浴みをする気にもなれず、つい先ほど、水浴びを済ませたばかりだ。

　暗い、暗い夜の空はまるで海の底にも似た静けさで、星を掴もうと手を伸ばすけれど届くはずもない。

　近いようで、遠い。

　まるで、龍禅と花蓮の距離のようだった。

　昔の神話では、琴座は夫と引き離された女を象徴していると言われている。二人は一年に一度、天帝が空を留守にしている時だけ、天の川を渡って会うことができるのだ。

　たったの、一年に一度の逢瀬おうせ。

　けれど、それはまだいいほうなのかもしれない。

　花蓮は、飽きられたらそこで終わり。もう二度と、龍禅に会うことは叶わなくなるだろう。

　ああ、まただ。

　近頃、一人になるとどうしても、ここから追い出されることや龍禅に捨てられることを考えてしまう。

　きっと自分は、ようやく得た居場所を失うことが怖いのだろう。

　実家にいた頃のように、また不要な人間とされることを恐れているのだ。

　ため息を吐いて窓から離れた花蓮は、実家から持ってきていた七弦琴しちげんきんを取り出し、絨毯じゆうたんの上に座り込んだ。

　龍禅の訪れがあるまでの間、手慰みに弾いていようか。落ち込んだ気分も、少しくらい上昇するだろう。

　ぽろん、と。戯たわむれに弦を弾くと、軽やかな音色が上がる。たった一週間だけれど、何だか随分ずいぶんと久しぶりに、琴の音を耳にしたような気がした。

　せっかくだから、何か一曲くらい奏でよう。

　曲目は何にしようか。折角だから、気分だけでも涼しくなるような曲がいいかもしれない。

　暫しばし思案した末、今宵の星空に相応しい曲を思いつき、指先を弦へと滑らせる。滑らかに、琴が鳴り始めた。

　高く、高く、遠く、歌うように。

　高音の連なりがまるで雨粒が落ちる音のようにも聞こえるこれは、『雨華星遥うかせいよう』という、古くから伝わる曲だ。

　花に落ちる雨の音や、遙はるかなる星のきらめき。それら自然の美しさを表現したもので、優美な旋律せんりつを花蓮は気に入っている。

　実家の離れでもよく弾いた曲だが、その時ばかりはいつも花蓮を馬鹿にしている侍女たちも、思わず立ち止まって耳を傾ける。それほどの腕前であった。

　きらきらと、星が生まれ、雨粒が零れる。

　花の色、広大な空、風に流れる雨雲。

　花蓮の指先は繊細にそれらを生み出し、弾けては消えていく。

　久しぶりの琴の音色に、口元には自然と微笑が浮かんだ。

　音の渦うずに包まれる心地好さに、周囲の音も気温も気にならなくなってしまう。

　だから花蓮は、曲が終わったと同時に背後から響いた拍手の音に、飛び上がらんばかりに驚いたのだった。

「素晴らしい音色だ」

「へ、陛下……！」

　慌てて琴から離れて跪拝の礼を取ると、近づいてきた龍禅は、たった今まで花蓮が爪弾つまびいていた琴を見やる。

「もっとじっくり聞きたい。何か、余のために奏でてくれぬか」

「陛下にお聞かせするような腕では……」

「“蓉家の琴姫”が何を言う」

　指摘され、花蓮は微かに頬を赤らめた。

“蓉家の琴姫”というのは、近所の人々が勝手につけた愛称だ。いつも琴を奏でていたためにそう呼ばれるようになったのだが、まさか龍禅が知っているなんて思いもしなかった。

「わたくしには過ぎた呼び名です」

「だが、先ほどの音色は素晴らしかった。何か、そなたの好きな曲を聞いてみたい」

　そこまで言われれば、断るのも失礼というものだ。けれど宮中には一流の楽師がいるし、素人である花蓮の演奏は果たして龍禅の鑑賞に耐えうるだろうか。

　暫し思案した末、花蓮はある曲を思いつき、弦に指を乗せる。

　この曲ならば、龍禅も聞いたことがないだろう。

　すっと息を吸い、気持ちを込めて最初の一音を弾いた。

　哀愁あいしゆうに彩られた旋律を、指先が滑らかに紡つむいでいく。ゆっくりと、悲しげに。そして、切々と歌い上げるように。

　高音は、女性の声を。低音は男性の声を。愛し合いながら結ばれることのなかった男女が、互いを思って歌う歌を表現した、美しくも物悲しい旋律。

　それは母の故郷でよく歌われていたという、異国の恋歌だった。

　先ほど『雨華星遥』を奏でていた時の軽やかな音色とはまったく違う切ない響きに、龍禅は目を瞑つぶり、静かに耳を傾けていた。そして花蓮が最後の一音を弾き終えた後、ゆっくりとその目を開く。

「……美しい曲だ」

　まだ、曲の与える余韻から抜けきれていないかのような、陶然とうぜんとした声だった。

「異国の旋律だな。今の曲は、何という？」

「申し訳ございません。実は、題名を知らないのです……。幼い頃、母が歌っていた曲を聞き齧かじっただけで」

「そなたの母が？」

「母はよく、異国の曲をわたくしに聞かせてくれたのです。幼い頃は、母の子守歌がなければ眠ることもできませんでした」

　微笑みながら、昔に思いを馳はせる。

　小さな自分を寝かしつける、優しい掌の感触と、囁くような柔やわらかな歌声。今はもう遠い日々の、宝物。

「良い母御だな」

「ええ。わたくしにとっては、世界で一番素晴らしい母でした」

　歌だけではない。料理や刺繍ししゆうも、全て母が教えてくれた。

　正妻である麗々の手前、父は花蓮たち母子を離れに追いやり、侍女をつけることもしなかった。そのため、日々の仕事は自分たちでやらなければならなかったのだ。

　異国の踊り子であった母。父に請われ、妾めかけとして暮らしながら、どのような気持ちであったのだろう。幸せと感じることは、少しはあったのだろうか。

　龍禅の妻となった今、改めてそのようなことを考えてしまう。

　ふと切なくなり、目に涙が浮かんだ。

　母はいつも花蓮に幸せな気持ちを与えてくれたけれど、それを返す前に、亡くなってしまった。娘の、花嫁姿を見ることもなく。

　涙を隠すよう目元を袖で拭ふいていると、龍禅がふわりと抱きしめてくる。白檀の香りに胸が高鳴り、自然と涙も引っ込んだ。

「……泣くな、花蓮」

「あ……、みっともないところをお見せして申し訳ありません」

「違う。責めているわけではない。ただ、そなたの母が悲しむと思ったのだ。そなたのような母想いの娘を持てて、きっと幸せだっただろうと……。だから、泣くな」

　龍禅の優しい言葉に、拭ぬぐったはずの涙がまた溢あふれてくる。

　母の生き方を否定する者は大勢いたが、母のことを、幸せだったと言ってくれる人なんて誰もいなかった。

　実際にそうだったかなんて、誰にも分からない。本当は、不幸せだと思っていたかもしれない。

　それでも龍禅の言葉は、花蓮の心の柔らかい部分をそっと包み込んでくれた。

　規則的に刻まれる彼の鼓動の音が、こんなにも心地好い。

「すみません、陛下……すぐに泣きやみますので」

　龍禅は、もう泣くなとは言わなかった。花蓮を抱き寄せると、軽く背中を叩きながら、無言のまま抱きしめる。

　花蓮は龍禅の温かな胸の中で、存分に泣いた。悲しみを洗い流すように。

　そしてようやく涙が止まった頃、花蓮は龍禅からその身を離し、ある決意を秘めた瞳で彼を見つめた。

　言うなら今をおいてほかに機会はない、と思った。

「へ、陛下、あの……」

「……どうした」

「あの……、わ、わたくし……っ」

　言わなくてはと心の中で自らを叱咤しつたし、花蓮は勇気を出して再び口を開く。そうして俯きながら、一気に口にした。

「そ、そろそろ……、后としての役割を……果たさせていただきたいのです……」

「后としての役割？」

　唐突な申し出に、何を言っているのか分からないという表情で、龍禅が首を傾げる。

　できればこのような抽象的な言い回しで察してくれることを望んでいたが、そう思う通りにはいかなかったらしい。

　もじもじと指先で衣の袖を弄いじりながら、花蓮は消え入りそうな声で告げた。

「あ……その、よ、夜伽よとぎ……を……」

　頬に熱が上るのを感じる。

　龍禅が目を見開き、穴が空きそうなほどじっくりと花蓮の顔を見つめた。

　顔は燃えそうに熱く、心臓は肌を突き破りそうなほど激しく高鳴っていた。

　恥ずかしくて、恥ずかしくて堪らない。彼は今いったい、どんな顔をしているのだろう。

「あ……の」

　沈黙に耐えきれず俯いたまま口を開くと、龍禅が震える花蓮の腕を取る。その掌と瞳の熱さから逃れたくなってしまうのは、なぜなのだろう。

「……本当に良いのか？」

「わたくしは、陛下の后です……」

　問いかけられた言葉に何とかそれだけを答えた瞬間、龍禅が絨毯の上に花蓮を押し倒した。

　黒い瞳が、花蓮を見下ろしている。

　視線だけで肌が焦こげてしまいそうな、熱い眼差しだった。

　伸びた手が、衣の袷あわせを解き、隙間から中に入り込む。肌にじかに触れた手が、薄い乳房を揉もみしだいた。

「ふ……っ、ぅ」

　声を堪えようと、自然と腹に力がこもる。けれどそんなものは、巧みな龍禅の愛撫あいぶの前では無意味な抵抗に過ぎなかった。

　ぐ、と指先に力がこめられ、まだ柔らかな先端を押し潰す。

「あ……あぁ……っ」

　足の爪先が、絨毯の上をさまよった。

「敏感だな」

「ひぅ……っ」

　かりかり、と龍禅の爪が乳嘴にゆうしを引っ掻き、花蓮は背を仰け反らせる。無垢むくな身体は、たったそれだけの刺激ですら強すぎると感じてしまう。

　指先で先端を捻ひねりながら、引っ張り、押し込む。そんな動作を繰り返しながら、龍禅はもう一方の乳房に唇を寄せた。

　まるで焦じらすように乳暈にゆううんに舌で触れ、ぐるりと円を描く。他より薄い皮膚はぬるりと湿った舌の感触を殊更に強く感じてしまい、触れられてもいない乳嘴を尖らせる。

　夏の暑さと、与えられる熱に、額にじんわりと汗が滲んで、玉を結ぶ。

　それは龍禅も同じで、彼の額から滴したたった汗が、花蓮の喉元に落ちて滑り落ちていく。二人とも、もうすでに相当な汗を掻いていたが、それでも彼は行為を中断することはなかった。

「や、あ……っ」

　一度でも快楽を知った身体は中途半端な触れ方にもどかしさを感じ、自然と太腿ふとももを擦り合わせて耐えようとする。けれど耐えられるはずもなく、花蓮は、はくはくと整わない息を繰り返した。

　望みの刺激を与えられたのは、もぞもぞと擦り合わせられた太腿の動きに龍禅がようやく気づいてからのことだ。

　薄らと笑んだ彼は、指と指の間で先端を挟むようにする。そうして隙間から顔を覗かせた紅梅色のそれに、ちろちろと舌を這わせた。

「あぁッ」

　びくん、と痙攣したかのように細い体が震え、花蓮は片手で口元を覆う。こんな淫らな声を、聞かれたくない。それなのに龍禅は、花蓮が声を殺すことを厭いとうように、やんわりとその手を外させて自らの首の後ろへと回させる。

「んっ、んっ……あっ……」

　やがて舌で触れるだけでは物足りなくなってきたのか、龍禅は窄すぼめた唇で胸に吸いつく。

　ちゅ、と音がして軽く吸い立てたかと思えば、舌が執拗に絡みつき、甚振いたぶるように熱心に舐ねぶる。どうやら龍禅は、胸を吸うのが好きなようだった。

　ちゅる、と音がする。滲み出るものを吸いつくすかのような、淫蕩いんとうな舌の動きに、身の内を何度も何か熱いものが駆け抜けていく。

「は……、ぁ、あぁ……、ン……」

　ぐしゃぐしゃと、龍禅の髪を掻き乱しながら、花蓮はまたも足の間が疼くのを感じる。身体が何かを欲していることは本能で分かるのだが、その「何か」が何なのか、分からない。

「あぁ……」

　ただ、触れてほしいと思った。

　前回のように、指で触れて、なぞって、中に突き入れてほしいと。そんなはしたない願いを抱く自分は、もしかすればいやらしい女なのだろうか。

　願いを口にすることもできず甘やかな喘あえぎ声を零し続けていると、胸を吸う行為はやめないままに、龍禅が右手を下肢へと伸ばす。

　そこへ与えられる刺激に対する期待に、花蓮は身の内からまた蜜が溢れ出すのを感じていた。

　薄衣の裾を割って、ざらりとした指先がそこに触れる。濡れているのを確認した瞬間、龍禅が小さく破顔した。

　自らが与える愛撫に、花蓮が感じているのが嬉しいというような表情だった。

「あ、陛下……」

　初めて見た時は厳いかめしいばかりだと思っていた彼の顔も、こうして間近で見ていると、意外と表情豊かだということが分かる。ただ少しばかり感情表現が人より苦手というだけで、きちんと気遣いのできる優しい人だ。

　時折、こうして自分に笑顔を向けてくれることが、花蓮には嬉しかった。

　そんな龍禅の笑みに見とれていると、やがて、くちゅ、ぐちゅ……と蜜を掻き混ぜる音が響き出す。

　龍禅の人差し指が花蓮の蜜壺みつつぼに差し込まれ、傷つけないよう丁寧に探り始めたのだ。

　胸を吸われているせいで、下肢を濡らす蜜は未だ、絶え間なく溢れ続けている。上からも下からも水音が響き、耳を覆いたかったけれど、きっとすぐに龍禅にその手を搦からめ捕とられてしまうのだろうと思えばどうすることもできなかった。

「あっ、あっ……」

「花蓮、そなたは可愛らしいな……」

　掠れた龍禅の声に、下腹がきゅんと切なく締まるのを感じた。

　これが一体何の反応なのかは分からないけれど、どうやらこの疼きは、感情に支配されて起こるものらしい。

　今は恐らく、龍禅に可愛らしいと言われたのが嬉しかったから、心と共に身体まで反応してしまったのだ。
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　それを気取られるのが恥ずかしくて、花蓮は甘ったるい声が零れるのを阻止しようと、必死で唇を噛んだ。

「んっ、んん……っ」

　それでも込み上げる熱のほうが大きくて、唇はすぐに開いてしまう。

　半開きになった唇の端からは嚥下しきれなかった唾液だえきが零れた。それはとろんと蕩けた瞳と相あいまって、花蓮の表情を非常に淫みだらなものにする。

「は、ぁ……あぁぁ……、あ……っ」

　そうしているうちに龍禅の指は一本から二本へと増やされ、花蓮の中をばらばらに動き始める。壁を叩き、擦り、敏感な部分を強く押さえつけられ、喉の奥からは悲鳴とも思える細い声が上がった。

「ひっ、ぁッ」

　くぷり、と指と蜜壷のわずかな隙間から蜜が溢れて落ちていく。激しい快感に、花蓮は朝露あさつゆを零す直前の花のように震えた。

　どうしよう。やはり怖い。このまま、こんなに強い快楽を与え続けられたら、自分はどうなってしまうのだろう。

　夜伽をすると口にはしたものの、自分が自分でなくなってしまうような予感は、胸を恐怖で戦慄わななかせた。

「陛下、へい、か……っ、あぁ……っ」

　龍禅の熱い眼差しが、たっぷりと蜜を湛たたえた足の間に注がれる。

　恥ずかしいと思いながらも、その熱にちりちりと焼かれるような感覚は不快ではなく、むしろ高揚感とでも言うべきだろうか――一種の不思議な心地好さを生み出していた。

　秘めるべき場所を見られてこんな風になるなんて、ますます恥ずかしい。龍禅にそのことを気取られたくなくて、ぎゅっと目を瞑り、彼の視線から逃れるように顔を逸らした。

　けれど視界が遮られたことによって、より如実に、差し込まれた指の動きを感じてしまう。

「あぁ……っ、ん、んぁ……」

「花蓮……こんなに溢れさせて……。下まで滴り落ちそうだ」

　そんな龍禅の言葉に、花蓮は、はたと気づいた。

　今、自分たちが睦み合っているのは、寝台ではなく絨毯の上だ。

　明華が言っていた。この絨毯は、ロガール帝国より特別に仕入れた品で、この世に二つと無いものなのだと。そのような貴重な絨毯を、自らが吐き出した蜜で汚すなど居たたまれなさすぎる。

「へ、陛下……っ」

「どうした？」

「じゅ、絨毯が汚れてしまいます……！」

　足を閉じて龍禅の指の動きを阻止しながら必死でそのようなことを言えば、彼は一瞬何を言われたか分からないというような顔をした後、くっくっと声を上げて笑い始めた。

「……そなたは、このような時に絨毯のことを気にするのか？」

「え……」

　夫婦の時間に水を差したことを、揶揄やゆするような声音である。

　表情は笑っているが、もしかして不快にしてしまっただろうか。おずおずと見上げると、龍禅はまだ、喉を鳴らして笑い続けていた。

　途端に恥ずかしくなり、花蓮は軽い批難の声を上げた。

「そ、そんなに笑わなくてもよろしいではありませんか……」

「夜伽の際に余以外のことを考えるとは、随分と余裕だな。……まだ、触れ方が物足りぬか？」

　なまめかしい視線と共に戯たわむれに脇腹をなぞられ、花蓮は真っ赤になりながら反論した。ただ絨毯の心配をしただけなのに、どうしてそのような結論に至るのか。

「そういうことではございません……！」

「まあ良い」

　笑いを収めた龍禅は、そのまま花蓮の薄衣を丁寧に着せ直す。そうして自らの寝衣の乱れも直すと、花蓮を横抱きにして寝台にそっと下ろした。

「今宵こよいは、もう休もう。そなたに無理はさせられぬしな」

「え……」

「お休み、花蓮」

　花蓮の額に軽く口づけを落とすと、龍禅は自らも寝台に横たわり、すぐに目を閉じる。安らかな寝息が聞こえ始めたのはそのすぐ後のこと。

　温かな体温に包まれながら、花蓮は顔を反らして龍禅の寝顔を見つめる。穏やかな寝顔だが、目の下には薄うっすらと隈が浮かんでいた。顔色も少し青い。

　恐らくは日中の政務で疲れきっていたのだろうが、それならもっと早くに休んでくれればいいのに、と思わないでもない。

　龍禅は、どんなに忙しくとも必ず一日一回は、花蓮の許へ顔を出す。部屋で休んだほうが良いと進言したが、后と過ごすことのほうが大事だと言って聞き入れてはもらえなかった。

　彼の寝衣の袖が捲れているのを見て整えようとした花蓮は、そこから覗く何かの痕あとに目を留める。他の皮膚に比べて薄らと赤味を帯びているそれは、火傷やけど痕のようだった。

　昔負ったものなのだろうが、まだこんなにもはっきりと見えるということは、当時は相当酷いものだったに違いない。

　痛くないのだろうか。そっと、その周囲の皮膚に触れると、龍禅が小さく声を漏らした。

「ん……花蓮……」

　自分の名を呼ばれたことに、心臓が温かな鼓動を刻む。

　一瞬、起こしてしまったかと心配したが、どうやらただの寝言だったらしい。上がる寝息は先ほどまでと同じく、乱れることなく一定の間隔を保っていた。

　安堵しつつ、ぼんやりと思案する。

　陛下は、わたくしのことを后としてだけではなく、妻として大切に思ってくださっているのかしら……と。

　自惚れては駄目だ。そんなことは分かっている。けれど、もしもという期待に、心は勝手にときめきを覚えてしまっていた。







　龍禅が花蓮の許へ小さな子猫を連れてきたのは、それから数日後のことだった。

　彼の腕の中には黒と白の斑模様の子猫が抱かれており、ニャア、と小さな鳴き声を上げている。

　大人しくしているのが苦手なのか、じたばたと手足を暴れさせて何とか龍禅の腕の中から抜け出そうとしている様子が、微笑ましかった。

「陛下、この子は……？」

「余の部屋で飼っている母猫が、先日数匹子猫を産んでな……。他の子猫は全て引き取り手を見つけたが、一匹だけ手元に残しておいたのだ。そなたが先日、猫の話をしていたので、もし飼う気があるのならと……」

「まあ……！」

　あんな、自分ですら話していたことを忘れるような、他愛もない会話をわざわざ覚えていてくれたのか。

　子猫を飼えるということも勿論もちろんだが、何より龍禅の心遣いにじわじわと嬉しさが込み上げ、だらしなく頬が緩んでしまいそうになる。

　口元を慌てて袖で覆ったが、それでも、声が自然と弾むのは止められなかった。

「陛下、本当によろしいのですか？」

「花蓮に可愛がってもらえるのなら、この子の親も本望だろう」

　ほら、と差し出された柔らかな子猫を、花蓮は恐る恐る腕の中に抱きかかえる。すると、龍禅の腕の中ではあれほど暴れていた子猫が、うっとりと目を細め、あくびをしながら花蓮の胸元に擦り寄ってきた。

「そなたのことが好きなようだな」

　苦笑しつつも嬉しそうに、龍禅が言う。きっと、部屋で飼っているという母猫のことを可愛がっているのだろう。

　そんな、大事な猫の産んだ子を任せてもらえるなんてありがたい。

「何て可愛い子……。ありがとうございます、陛下。わたくし、必ずこの子を大事にいたします」

「そう言ってもらえて、この子も幸せだろう」

　その日から、花蓮の部屋には住民が一人増えた。

　花蓮の名から一文字とって花花ファーファと名付けられた子猫は、初対面の印象通りとてもやんちゃで、よく柱や壁を引っ掻いては明華に怒られた。

　花蓮にはよく懐いているものの、やはり母猫のことを慕したっているらしく、扉を開け放しているとすぐに龍禅の部屋に行ってしまう。

　抜け出した花花を連れ戻すのは、いつも龍禅の役割だ。

「そなたは花蓮の猫だろう。ご主人様の傍にいろ」

　そんな風にやってきて花花を手渡してくれるのが嬉しくて、花蓮はわざと扉を開け放したこともある。きっと龍禅は、花蓮のそんな小細工には気づいていないだろう。

　一度などは花花が、龍禅の顔を舐めたり、手の甲を引っ掻いたりしたこともある。

　もし花花が怒られたらどうしようと花蓮は冷や冷やする思いだった。けれど、龍禅は今まで見たこともないような無邪気な笑みを浮かべ、その表情のまま花蓮を見つめたのだ。

「この子は悪戯いたずらっ子だな。元気で何よりだ」

「え、ええ……」

　楽しげな龍禅の顔に、心が引き寄せられる。

　これまでにも何度か彼の笑顔を見てきたけれど、そんな柔らかい表情は見たことがなかった。

　どうしよう、わたくし……。もっと陛下のことを、知りたい。もっと、陛下の笑顔が見たい。

　でもそんなことを口にしたら、龍禅はどう思うだろう。容姿が珍しいだけで后にした女が、勘違いをするなと思われるかもしれない。

　……嫌われたくない。呆れられるのが怖い。

　それは、花蓮が生まれて初めて覚える感情だった。





　　　三話　折り重なる心







「陛下。芳亮ほうりよう地区ですが、昨年の洪水被害を受け、今年は治水工事のため築堤を行いたいと存じますが、いかがなさいますか」

「租税を減免し、その費用を工事に当てるよう芳亮総督に伝えよ」

「陛下、ロガール帝国との国境付近で、山賊が旅人を襲う事件が頻繁ひんぱんに発生しているとのことですが……」

「急ぎ軍を派遣し、鎮圧に当たらせよ。捕らえた山賊たちは、見せしめとして市中引き回しの刑に処すように」

　陛下、陛下、と次々に高官たちの間から声が上がる。

　焔国えんこくは周辺諸国とも比べ外政、内政共に比較的安定した国家であるが、それでも問題がないわけではない。

　治水、灌漑かんがい工事や交通整備や地方からの納税など、様々な案件で官吏たちから意見を求められる。

　龍禅りゆうぜんはその一つ一つに丁寧に答え、的確な指示を与えていった。

　そんな皇帝の姿に、高官たちは満足げに頷うなずき合う。

「陛下は、お后きさき様を迎えられてますます頼もしくなられた」

「本当に、異国の血を引くお方をお迎えになられると聞いた時はどうなることかと思いましたが、これはなかなか良い傾向ではありませぬか」

「このまま、早くお世継ぎに恵まれると良いですな」

　今や婚礼の宴の一件を受け、花蓮かれんのことを表だって悪く言う者は、ほとんどいなくなっていた。

　それでも、悪意が全く消えたわけではない。

　その日の朝議を終え、部屋に戻ろうとした龍禅を呼び止める者があった。吏部侍郎りぶじろうだ。

　鼠ねずみのような矮小わいしような顔にいやらしい笑みを浮かべながら、小走りに駆け寄ってくる男を、龍禅は冷たい目で見据みすえた。

　前々からこの男のことは気にくわないと思っていたが、特にさしたる問題を起こしたことがあるわけでもなく、また実家が大貴族のため無下むげに扱あつかうわけにもいかない。

「何か用か」

「はい。わたくしめから、陛下に申し上げたいことがございます」

「余は忙しい。話があるなら手短に済ませよ」

　素そっ気けなく言うが、男が臆おくした様子はない。むしろより一層笑みを深めながら、懐から小さな巻物を取り出した。

「此度こたびは陛下のご婚礼、心よりお喜び申し上げます。大変美しい皇后様で、わたくしも心から嬉しく思っております」

「そうか」

　白々しい言葉に呆あきれながら、龍禅は気のない返事をする。

　すると案の定、男の話というのはそれだけで終わりではなかったようだ。

「……しかしながら陛下、通例でいけば皇帝となられるお方は数名の后妃こうひをお迎えになるもの。もしお世継ぎに恵まれぬことあらば、この焔国の未来に障さわってしまいまする」

「……何が言いたい」

「つきましては、我が娘を陛下のお側女に上げたく、姿絵をお持ちした次第で……」

　巻物を紐解こうとする男に冷たい視線を浴びせた、龍禅はその身を翻ひるがえした。

　どうせそのようなことだと思っていた。

　龍禅が花蓮を娶めとってからというもの、このような申し出をしてくる高官や貴族は後を絶たない。そのたびに断っていたが、もういい加減面倒になってきた。

「そのような下らぬ話、余の耳に入れるな」

「あっ……、へ、陛下!?」

　背後で男が慌あわてたような声を上げるが、振り向きはしない。一刻も早くこの不快な男から離れたい。その一心だった。

　そうして部屋に戻った龍禅は、まっすぐに窓へ向かった。

　外を見れば、後宮の一室で花花ファーファと楽しそうに戯たわむれる花蓮が見える。

「花蓮……」

　ほわん、と桃色の煙が頭から立ち上りそうな表情で、龍禅は愛いとしい妻の名を呼んだ。

　先ほどの鼠のような男の粘ねばつくような笑みの記憶が、瞬く間に花蓮の愛らしい笑顔で上書きされていく。

　ああ、何と癒やされる笑顔なのだろう。

　自分にも、あのような屈託くつたくのない笑みを浮かべてほしいものだ……。

　こちらに気づく気配のないまま遊び続ける妻をぼんやり眺ながめていると、扉の向こうから白閃はくせんの声が響いた。

「陛下、失礼いたします」

　入室を促うながすとすぐに扉が開き、白閃が現れた。扉が閉まるなり、彼はずかずかと龍禅に近づき、周囲を気にする様子を見せてから楽し気に口の端を吊り上げた。

「いやあ、龍禅。お前、本当に恵まれてるなあ」

「いきなり何だ。どうかしたのか」

　書類を整理する手を休めて問えば、白閃は長椅子にどっかりと腰かけながら、神妙な面持ちで何度も頷く。

「花蓮様だよ。あんなに素晴らしい細君さいくんを持てて、お前は幸せ者だ」

「花蓮……？」

　花蓮が素晴らしいのは今更言うまでもないが、いきなりそんなことを言い出すなんて、いったい何があったのだろう。

　眉を顰ひそめていると、白閃がこんなことを口にした。

「今朝、花蓮様がいつものように庭で散歩をなさっていたんだよ。そうしたら、通りがかった文官が塀の向こうで聞こえよがしに花蓮様を馬鹿にしたようなことを言ってな。まあ、成り上がりがとか異国人がとか、そういうことだな」

「花蓮を馬鹿に……？」

　宴の際にあのようなことがあったのに、まだそんな不届きなことを口にする輩やからがいたとは。

　急に殺気立った龍禅の視線が、部屋の隅に立てかけてある剣を向く。それに気づいた白閃は、慌てて言葉を続けた。

「ま、まあ最後まで聞けって。それを聞いた宮女たちが、花蓮様に言ったんだよ。“皇帝陛下に言いつけましょう”ってな」

　宮女たちの言うことは尤もつともである。

　皇族に対する不敬は罪であり、それ相応の罰が必要なのだ。

　花蓮に対してそのようなことを言った者たちは、その場で斬り殺されても文句は言えない。そう、宴の夜に例のふざけた物言いをした高官たちが、その危機に瀕ひんしたように。

　けれど花蓮は、宮女たちに対してゆっくりと首を振りながらこう言ったそうだ。

　無理強いをしても、人の考えは変えられない。自分が認められるように頑張るしかないのだと。

　龍禅は、小さくはない驚きと、そして感嘆と共に、白閃の報告を受け止めた。

「花蓮が、そのようなことを……」

　見た目は大人しく、また人に流されるような性格に見えるだろう。

　けれど花蓮は、ただ優しく気弱なだけの、世間知らずの娘ではない。それだけしか取り柄のない娘であれば、龍禅もここまで惹ひかれることはなかっただろう。

　殊勝しゆしようで、純粋で、ひたむきで、強くて……。彼女は、皇后として必要な資質を兼ね備えた、これ以上望めないほどの貴婦人だ。

　元々花蓮に抱いていた好意が、日を追うごとに益々大きく、強い想いとなっていく。それは恐らく、もう好意ではなく恋、そして愛へと変じつつあるのだろう。

「白閃」

　表情を引きしめた龍禅は、友人を呼ぶ。

「その文官を、ここへ呼べ」

　花蓮の気持ちを慮おもんぱかり、罰を下すことはすまい。

　けれど、今度自分の大切な后を愚弄ぐろうすれば、一族を根絶やしにするくらいの脅おどしは口にしてもいいだろう。







　焔国では、高貴な女性が仕事に携わるということは滅多めつたにない。

　例えば、宮仕えの女官など行儀見習いに出される場合は別だが、貴族の女性が働くというのは、夫、あるいは父親の甲斐性かいしようがないこととされ、体裁が悪いと言われる。

　この国で最も高貴な貴婦人である皇后などは、その最たるものとも言えよう。

　そのため、花蓮が日中できることと言えば限られている。刺繍ししゆうや、読書や、お茶会、それから琴を奏でる程度のことだ。

　当然ながら、政まつりごとに関わることなどあるはずもない。

　元々離れで生活し、身の周りのことは自分で行っていた花蓮にとって、何もかも周囲が世話をしてくれる生活というのは中々慣れないものだ。

　着替えも、湯浴みも宮女が手伝ってくれるし、欲しいものがあれば何でも龍禅が与えてくれる。それは物質的なものだけでなく、優しい気持ちや楽しい時間など、精神的な安らぎも含まれている。

　幸せだ、と久しぶりに感じていた。

　こんな気持ちを覚えるのは、母が生きていた時以来のことだ。

　だからこそ、このままではいけないとも感じていた。

　龍禅は以前言っていた。皇帝や皇后というのは、ただ玉座を温める存在ではないのだと。

　だとすれば、自分が后として、何かするべきことはないだろうか。何か、龍禅のためにできることは……。

　一度、その考えを玉蘭ぎよくらんに告げてみたことがある。聡明な彼女であれば、自分の望む答えをくれるかもしれないと。

　けれど玉蘭は困ったように眉を顰めながら、こう口にしただけだった。

「花蓮様は、ただ陛下のために美しく着飾っておられればいいのです」

　そのことに落胆した花蓮だったが、落ち込んでばかりもいられない。とにかく何でもいい。后として、などと仰々ぎようぎようしいことでなくとも、せめて日頃の感謝の気持ちを、どうにか返すことができればと。

　数日間真剣に頭を悩ませ、そうして、思いついた。

　龍禅はいつも、甘いものばかり食べている。白閃の話によると、子供の頃からそうだったらしい。だから、宮廷料理人たちもそれを心得た上で、甘いものしか出さないのだと。

　けれどそんな食生活を続けていれば、いずれは体調を崩してしまう。今はまだ若いからいいかもしれないが、健康のためにはもっと栄養価の高い食事をとらなければ。

　龍禅が健やかに政務に打ち込むことができれば、それはきっと間接的に、焔国のためにもなるはずだ。

　さっそく、花蓮はその考えを明華めいかや玉蘭に打ち明けた。

　実家では、毎日の食事は自分で作っていた。侍女たちが扉の前に材料だけを置いていき、それを離れの厨くりやで調理していたのだ。

　小さな頃、料理の得意な母に習っていたこともあり、自分でも悪くない腕前だと思っている。

　そんな花蓮の考えに、明華は賛成してくれたけれど玉蘭は難色を示した。

「花蓮様、花蓮様は皇后陛下なのですよ。そのような、使用人のごとき真似は……」

　控えめな物言いだけれど、駄目だと言っているも同然だった。玉蘭は明華と違い、もっと花蓮に皇后然としていてほしいようだ。

　彼女の言いたいことも理解できるけれど、ここで簡単に食い下がっては意味がない。花蓮は懸命に、玉蘭の説得に当たった。

「お願い、玉蘭。陛下は甘い物ばかり召し上がるし、それに元々宮廷の料理って、豪勢なものばかりでしょう？　けれど、野菜のお吸い物や煮物のような、少し素朴そぼくなものを取り入れたほうが健康にいいはずなのよ」

「それは、そうかもしれませんが……」

「わたくしは、宮廷料理人たちにも、そういうお料理を知っておいてもらいたいの。陛下の顔色が少し悪いのは、お食事の内容も関係しているはずですもの」

　そうやって皇帝の体調を持ち出されては、玉蘭もあまり強くは言えなくなったらしい。花蓮の必死な様子を受け、渋々とではあったが引き下がった。

「……花蓮様がそこまで仰おつしやるならもう反対はいたしませんが……今回きりですよ」

「分かりました。ありがとう、玉蘭。我儘わがままを聞いてくれて」

　礼を言えば、玉蘭は困ったように眉を下げ、一礼をしながら去っていった。少し怒らせたのかもしれないと心配しつつ、自分の意見が通ったことに安堵あんどする。

　自分でも、こんな風に他人に意見することができたのだと、花蓮は少し驚く思いだった。

　実家では、父や麗々れいれいに流されるばかりの、人形のような大人しい娘であった自覚がある。

　周囲がそれを望んでいたし、自分でも仕方のないことだと受け止めていた。

　けれど、今は違う。いつまでもそんな、無力な娘のままではいけないのだという思いが、花蓮を変えようとしていた。

　いつまでも、飽きられるかもしれないという不安に怯おびえてばかりでは何も始まらない。

　龍禅という夫を得た今、少しでも自分の存在が彼にとって役立つものでありたかった。

　そんな花蓮を、明華は手放しに応援してくれた。

「陛下のために、美味しい野菜を作りましょう！　ちょうどお庭も広いことですし！」

「明華は、お野菜を作れるの？」

「はい！　実家では、薬作りのための薬草の他に、たくさんの野菜を育てていたんですよ」

　元気いっぱいの明華の返事に、ますますやる気が溢あふれてくる。

　明華が早速、出入りの商人から野菜の苗や種を分けてもらい、庭にそれを埋めてくれた。さすがに畑を耕たがやすわけにはいかないが、毎朝水をやるくらいのことであれば、花蓮にもできる。

　話しかけたら良い野菜が育つと聞き、毎朝、子供にそうするように野菜に語りかけることも欠かさなかった。

「花蓮様、ほら、芽が出ましたよ！」

「本当！　あと、何日くらいすれば収穫できるのかしら」

「花蓮様ったら、気が早いですよ。野菜が採れるまでは、何ヶ月も待たないとならないんですから」

　明華とそんな会話を交わしつつ、水や肥料を与える。

　それは、本物の農家の人々からすればままごとのようなものだったかもしれない。けれど、毎日苗がすくすくと育っていく様子を見るのは楽しく、達成感があるものだ。特に、大事な人の口に入るものともなれば尚更に。

　花蓮は、自分の育てた野菜が龍禅の食卓に並ぶのを心待ちに、毎朝野菜の世話にあたった。

　その間、何度か厨に立って、手ずから料理もした。

「今度からは、少なくともに週の半分はこういうお料理を作って、陛下にお出ししてください」

　自ら作った献立を料理人たちに見せ、味付けもあまり濃くならないようにだとか、猫舌の龍禅のために冷まして出すようにだとか、細かく指示を出す。

　料理人たちははじめ、素人である皇后に口出しされるのに少々鼻白はなじろんだ様子であった。一部の高官たちが陰で、毒でも入っているのではないかと陰口を叩いていたことも知っている。

　もちろん、皇帝たる龍禅の食事は毒見役がいるのでそのようなことができるはずもないが、彼らにとっては花蓮を貶おとしめることができれば何でも良かったのだろう。

　そんなことを言われて傷つかないわけはないし、反論したい気持ちももちろんあった。

　それでも花蓮は、これで龍禅が健やかな毎日を送れるのであればと、気にしないように心がけた。

「今日の食事は、いつもと違うのだな」

　初めて花蓮の考えた献立が食卓に並んだ際、龍禅は困惑こんわくした様子であった。

　それもそうだろう。

　甘い物は一切なく、牛蒡ごぼうや人参、筍たけのこに大根、魚のすり身など身体に良い食材で作られた、地味な料理ばかりだ。

　とても宮廷で出される料理とは思えない素朴な料理の数々に、龍禅ははじめ、箸はしを付けようとはしなかった。

「何か、甘い物を……」

　宮女たちを呼ぼうとする夫を、花蓮は慌てて制止した。

「陛下、これはわたくしが指示して作らせたお料理なのです」

「花蓮が……？」

　龍禅の目に、信じられないという感情が広がっていく。

　それもそうだろう。料理人たちに指示を出してこんな料理を作らせる皇后など、焔国始まって以来花蓮くらいしかいなかろうと、玉蘭も言っていた。

　もちろん、周囲には立派な皇后として認めてもらいたいと思っている。そのためには、もっと貴族然と振る舞っていたほうが良いことも。

　けれど、今花蓮が食事のことに口出ししなければ、誰が龍禅の体調管理をするというのだろう。

　誰も、至高の座にある龍禅に意見できないというのなら、花蓮がやるしかない。

　そのためなら、今のほんの一時皇后らしくないなどと陰口をたたかれても構わなかった。

　それで龍禅が健康になってくれるのだったら、それこそ花蓮が望むことだ。

「差し出がましいとは思いましたが、甘い物ばかり食べていらっしゃる陛下の体調が心配で……」

　花蓮の言葉に、龍禅は瞬きを繰り返した。そして、料理と花蓮とを交互にじっくり見比べる。

「余のことを心配してくれたのか？　だからこのような料理を？」

「はい。野菜を中心としたお食事に切り替えて、陛下にはいつまでもお健すこやかでいていただきたいのです……」

　尻すぼみにはなったけれど、花蓮はきちんと自分の意見を最後まで口にした。

　それにここで引き下がっては、せっかく料理人たちを説得してまで作らせた料理が無駄になってしまう。

　龍禅に多少不快に思われても、何とか一口でも食べてほしい。

　そんな思いから、花蓮は箸で煮物を取り、思いきってそれを龍禅の口元まで運んだ。

「陛下、お口を開けてくださいませ」

「は……、え……？」

　混乱したのか、彼はまるで子供のように素直に、言われるがまま口を開く。

　その中に、花蓮は煮物を放り込んだ。

　反射的に咀嚼そしやくし、飲み込む姿をじっと見守り、今度は魚のすり身を小さく切って同じように食べさせる。

　半ば無理矢理食べさせているも同然だったが、こうでもしないときっと彼は食べてくれなかっただろう。

　龍禅が大人しく、されるがままなのをいいことに、花蓮はそれを何度か繰り返した。そうして、器の中身が半分ほどになった頃、ようやく箸を置いて問いかける。
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「いかがですか、陛下」

「……」

「陛下？」

　心ここにあらずといった様子でぼんやりとする龍禅にもう一度問いかけると、彼はぴくりと肩を跳ねさせ、小さく咳払せきばらいを落とした。どうやら意識をどこかに飛ばしていたようだ。

「あ、ああ……美味い」

「良かった、気に入っていただけたのですね！」

　龍禅が自分の考えた料理を褒ほめてくれたことに舞い上がり、つい声が弾んでしまう。

「陛下が健康にお過ごしくださったら、これ以上嬉しいことはございません」

「そ、そうか」

　心配され、龍禅も満更ではなかったのだろう。

　微かに口元を綻ほころばせつつ、残りの料理を黙々と口に運んでいる。

　花蓮はそれを嬉しく思った。龍禅のために、少しでも自分が役立てたのだと、自惚うぬぼれてもいいだろうかと。

　そして少なくとも花蓮のそんな真心は、龍禅には通じたようだ。

　夕餉ゆうげや朝餉あさげに、花蓮の考えた献立が並び始めて数日ほど経った頃、龍禅は改まった様子でこのようなことを口にした。

「花蓮のおかげで、近頃とても体調が良い。この、健康的な食事が良いのだろう」

「真でございますか……!?」

　花蓮はほんのりと頬を染め、美味しそうに食事をとる龍禅を見つめた。確かに、以前まで疲労を帯びていた龍禅の顔色が、近頃健康的になってきたような気がする。

　彼はゆっくりと頷き、花蓮の頭を撫でながら目を細めた。

「余は、そなたの心遣いがとても嬉しい。これからは毎日、そなたの考えた献立を出すように料理人たちに命じよう」

　その言葉通り、龍禅は料理人たちに、その日の内に指示を出したようだ。

　はじめは花蓮に少なからず反発を見せていた料理人たちも、皇帝の命ともなれば考えを改めざるをえない。

　それまでの非礼を反省するかのように、ことあるごとに花蓮の助言を求めるようになった。

　懸命に龍禅に尽くそうとする花蓮の姿に、陰で馬鹿にしていた者たちも、徐々に考えを改め始める。

　花蓮に対する周囲の目に、変化の兆きざしが見え始めていた、そんなある日のことである。

　その日は重苦しい鈍色にびいろの曇天どんてんで、もう今にも雨が降り出してきそうな空模様だった。

　陰鬱いんうつとした雰囲気を追い払うために、何か楽しい物語でも読みたい。そう思い立った花蓮は、玉蘭を連れ、後宮にある図書室に足を運ぼうとした。

　そうして廊下を歩いている際に、ある部屋の扉が開いていることに気づいた。

　それは、後宮の一番端に位置する部屋だった。

　元々、後宮はどの部屋も出入りしていいとは言われていたものの、この部屋だけは普段、錠がかけられていて入れなかった。

　玉蘭たちに聞くと、彼女たちもどうしてその部屋だけ鍵がかかっているのか知らないのだと言う。

　だからこそ尚更興味を引かれ、花蓮は軽い気持ちで覗のぞいてみた。

　すると、誰も住んでいないはずのその部屋は、瑞々みずみずしく芳かぐわしい香気が漂って匂におやかだ。

　誘われるように足を踏み入れると、花瓶に活けられた彩り良い花々が目に飛び込んできた。室内のそこかしこに、まだ摘んだばかりと思しき葵あおいや椿つばきが飾られ、棚や卓子の上も綺麗きれいに整頓されている。

　まるで、未いまだに誰かがその部屋を使ってでもいるかのように。

　急に、かたん、と音がした。

　そちらのほうへ目を向けると、続き間から龍禅が共も付けずに現れる。

　彼は花蓮に気づくことなく部屋の隅に佇たたずむと、どこか遠くを見つめるような瞳で壁を眺めた。その壁には焼けたような跡があり、ところどころ、無残に黒く染まっている。

　声をかけるのも躊躇ためらわれるような雰囲気であった。けれどそれ以上に、花蓮はその物寂し気な横顔に黙って立ち去る気にもなれず、控えめに声をかけた。

「陛下……？」

　すると龍禅は、ようやく自分以外の人物がこの場にいることに気づいたらしい。はっとしたように花蓮のほうへと顔を向け、小さく微笑むと、中へ入るよう促した。

　覗いていたのが悪いような気がして、花蓮は反射的に謝罪の言葉を口にしていた。

「申し訳ございません。扉が開いていたので、気になって……」

「ああ、良い。この後宮の主はそなたなのだから」

　龍禅は、淡い微笑を浮かべている。その表情はやはり、いつもと違い少しだけ、力がない。

「あの、このお部屋は……」

　聞いてもいいものだろうかと迷いつつ、花蓮は躊躇いがちに口を開く。

　するとしばらくの沈黙の末、こんな答えが返った。

「……母の部屋だ」

「陛下のお母様の……？」

「ああ」

　そして再び、沈黙が流れる。

　あまりの居心地の悪さに、何か話さねばと思った花蓮は、特に深く考えることもせず彼に質問した。

「あの、陛下のお母様は今……？」

　龍禅は軽く頭を振り、先ほどから浮かべている微笑のままに、穏おだやかな調子で答える。

「母は、この部屋で亡くなった……余が、四歳の頃だ」

「も、申し訳ありません。そのようなこととは知らず、わたくし――」

　知らなかったこととはいえ、軽い気持ちで聞いてしまった己が恥ずかしく、花蓮は深く頭を下げる。けれど龍禅はそんな花蓮の肩にそっと手を置くと、頭を上げるよう促した。

　そして、ぽつり、ぽつりと小雨が降るような静かな声音で、話を始める。

「……母は、この部屋で焼け死んだのだ」

「……え？」

「ある、夏の夜のことだった」

　その頃龍禅は、もうすでに皇子としての教育を受けており、母とは別の部屋で暮らしていたそうだ。けれどその晩は何か嫌な予感がして、寝苦しさと共に目が覚めた彼は、不安を胸に抱えて母の部屋に向かったのだという。

「今思えば、あれは虫の知らせだったのだろう……。余が母の部屋を訪れた時には既に、扉の隙間すきまからは煙が出ていた。……すぐに消火され、建物が石造りだったおかげもあって延焼は免まぬかれたが、母は助からなかった」

　龍禅が、ゆっくりと目を閉じる。それは当時のことを思い出しているようにも見えたし、未だ壁に残る焼け跡を視界から追い出すためのようにも思えた。

　彼の声は平坦で、表情は石のように冷たい。だからこそ溢れそうになる感情を無理やり押さえつけているかのように、花蓮には思えてならなかった。

「余の父……先帝は、数多いる妃嬪ひひんの中で、母のことを最も寵愛ちようあいしていた。――母が、ロガール帝国の出身であることは知っているか？」

「はい……」

　静かに頷いた花蓮を一瞥いちべつすると、龍禅は話の続きを始めた。

「先の皇后は、そのため母のことを侮蔑ぶべつし、嫌悪していた。幼い余はよく分からなかったが、嫌がらせも受けていたようだ。蛮族ばんぞくと侮っていた草原の民に、皇帝の寵愛を奪われたのだ。無理もないだろう」

「そんな……」

　人が、人を愛するのに身分や生まれなど関係あるのだろうか。そんなことは、他人が決めるものではない。当人たちの心次第だ。

　けれど自分がそこまで口にするのもおこがましい気がして、花蓮は押し黙ることしかできなかった。

　周囲の妃嬪たちも、どうしても皇帝の寵愛が欲しくて仕方がなかったのだろう。それは、単に地位や名誉のためというだけではなく、中には、皇帝のことを本気で愛していた者もいたに違いない。

　痛ましげな花蓮の様子に、龍禅は軽い口調で話を続ける。自分自身にも、これはただの過去のことだと言い聞かせるかのように。

「先帝は、母の遺品を棚の中に入れ、大事に保管させた。愛した女の部屋をそのまま残しておくことにしたかったのだろう。だから今もこうして、部屋だけは残っているというわけだ」

「事故……なのですか？」

　聞いてもいいものだろうかと惑まどいつつ、それでも花蓮は胸に浮かんだ疑問をそのまま口にした。そして龍禅も、同じ疑問を抱いていたらしい。

　次に彼が口にしたのは、残酷な可能性をほのめかす、ある事実だった。

「事故として処理されているが、先ほども言ったとおり火事が起きたのは夏のことだ。秋冬でもあるまいし、母が部屋で火を使うはずもない」

「では……」

「だが、今となっては真相を知る手立てはない。残っているのは、余が母を助けられなかった……その事実だけだ」

　それでは、あまりに悲しい。

　けれど龍禅は、これまでずっと自分を責めてきたのだろう。

　悲しみと、自嘲じちようの滲にじむ表情で話を続ける。

「以来、余は火が恐ろしい……焼け死んでいく母の悲鳴が、聞こえるようでな」

　その時龍禅の顔に初めて、苦し気な悔悟が滲む。

　彼の背後では、いつの間にか雨が降りだしていた。

　ぽつぽつと大地を叩く、涙の音にも似たそれを聞きながら、花蓮は思い出していた。薄赤く残る、痛々しい傷。数日前に寝台で見た、彼の腕に残る惨むごい火傷の痕を。

　彼はきっと、室内から上がる煙を見て、必死で母を助けようとしたのだろう。そして、周囲に止められたか……。あるいは、子供だった彼にはどうすることもできずに、立ち尽くすことしかできなかっただろう。

　思い返せば、花蓮は龍禅が燭台しよくだいに近づくところを見たことがなかった。夜眠る時、普通人は暗くするものだが、いつも彼が来る時には室内には灯あかりが燈ともったままだった。彼が熱い食べ物が苦手なのも、きっと、火傷を負った当時の恐怖を思い出すからだ。

「“焔”国の皇帝なのに火が苦手とはな。情けないことだ」

　皮肉げに笑う龍禅が幼子のように頼りなく見えて、花蓮は必死で首を横に振る。

　彼のことを、つい抱きしめたくなったけれど、どうしてもその一歩が踏み出せなかった。

　見目が珍しいだけのお飾りの后ではきっと、彼の心に本当の意味で寄り添うことはできない。自分がそう望んでも、彼が望まないだろうから。

　――初夜の床で龍禅にかけられた言葉は、知らぬうちに花蓮を縛る鎖となり、その心と行動に歯止めをかけていた。

　そんな花蓮の葛藤かつとうや躊躇いに気づくことなく、龍禅はそっと棚のほうへ目を向ける。

「母は、物静かで優しい人だった。たくさんの宝石を持っていたのに、余が少ない小遣いで買った安物の耳飾りを、それは大事にしてくれてな……。その耳飾りも、もう今はないが」

「……それは、どうしてですか？」

「ああ、先の皇后に捨てられた。……母がそれを大事にしていると知って、窓の外に投げ捨てたのだ。必死で探したが、今はもう、どこにあるのかも分からぬ。土に埋もれてしまったかもな」

「そんな……」

　いくら皇帝の寵愛を受けていた女に嫉妬しつとしていたとはいえ、その息子が贈った耳飾りをいとも簡単に捨てるなんて、信じられない。

　けれどそれほどまでに、皇后の憎しみは強かったということなのだろう。

　その後、龍禅は五歳というこの国においては幼年から少年へと移り変わる節目の年齢を迎え、後宮にも立ち入ることができなくなってしまったらしい。

「そなたが後宮に入ったことで、久しぶりに母の部屋に立ち寄ったのだが……当時の記憶のままで、懐かしかった。皇帝として立った時、耳飾りを臣下に探させようとも思ったが、母の思い出を恋しがるような弱い皇帝など、この国には必要なかろう」

　そんなことはない。

　母親との思い出の品を大事にするのは、何もおかしなことではない。それが、初めての贈り物であり、母が大事にしていた物ならば尚更、形見として手元に残しておきたかったはずだ。

　皇帝であろうと、誰であろうと、同じ人間だ。喜んだり悲しんだりするのも同じことである。けれど龍禅は、皇帝という身分で自らに枷かせを嵌はめ、それを戒いましめてきたのだろう。

　初めて彼を見た時の、厳めしい表情を思い出す。感情に乏とぼしく、どこか他者を拒絶しているかのような。

　あれは、彼自身が周囲に弱さを見せないよう作り上げた、鉄壁の鎧よろいだったのだ。

「あの、陛下……」

「お前はどこにも行かないでくれ……」

　少し掠れた声が、花蓮の耳を打った。

「ずっと、余の傍そばにいてくれ……」

　ふわりと体を包む両腕の感触に、泣きたくなった。たとえ一時の感情でも、そのような言葉を龍禅が自分に向けてくれることが嬉しかった。

「この話をするのは、お前が初めてだ。そして恐らく、最後だろう」

「わたくしは、どこにも行きませんわ……。陛下が望む限り、お傍に……」

　叶うことなら、ずっと傍で、支えていたい。自分がこの人のためにできることなら、何でもするから。

　そんな言葉を封じ込めるようにそっと目と唇を閉じ、花蓮は龍禅の背に手を回した。







　翌朝は、前日の雨が嘘のような晴れやかな青空が広がっていた。

　いつもよりだいぶ早起きをした花蓮は、持っている中で最も粗末な衣裳に着替え、髪を一纏ひとまとめにした。まるで、実家の離れで生活していた時のような恰好かつこうである。

　昨日、龍禅からあの話を聞いて以降、ずっと考えていたのだ。投げ捨てられた耳飾りは、きっと部屋の外に落ちているはずだと。

　幼い龍禅の目では見つけられなかったかもしれないが、探す人間が変われば、案外あっさりと見つかるものだ。

　誰かに知られれば、そんなことは皇后のやることではないと咎とがめられるのだろう。けれど、龍禅はこの話を誰にも知られたくないと思っているようだった。

　花蓮だけに打ち明けてくれたのだ。

　だから、誰に知らせることもなく、自分だけで探したい。

　自己満足かもしれないけれど、どうしてもそうしたかった。花蓮にとって、母との小さな頃の思い出は宝物だ。それはきっと、龍禅にとっても。

　大切な思い出の欠片を、彼の手元に返してあげたかった。

「花花、いい子でお留守番していてね」

　花花を置いてそっと部屋を抜け出した花蓮は、明華たちにも気づかれないよう忍び足で、龍禅の母の部屋のすぐ外へ向かった。

　昨日の雨のおかげで土はぬかるんでおり、靴はすぐに泥まみれになる。

　あとできっと玉蘭に叱しかられてしまうだろうが、今はそんなことより耳飾り探しを優先したかった。

　手指で土を除け、植木の隙間に体を突っ込んで、頭を地面に近づける。そうしてしっかりと目を凝こらしながら、どこかにそれらしいものはないかと探す。

　指先が固い物に触れたと思えばただの石だったり、光るものを見つけたかと思えば硝子ガラス片だったりと、耳飾り探しは難航を極めた。

　それでも花蓮は、諦あきらめなかった。

　窓の付近にないと分かれば、少し捜索範囲を広げてぬかるんだ土を掘る。爪の間は真っ黒になり、じりじりと温度を増していく太陽に、額には玉のような汗が滲んだが、構わなかった。

　もう少し、もう少し……。

　白い肌を陽の光が焼いていることも自覚していたが、花蓮は作業を続けた。

　そうして、庭の土を掘り返し始めて一刻ほどが経った頃――。

　花蓮の指先が、明らかに石とは違う、ひんやりとした金属の感触に触れた。花蓮は無我夢中で周囲の土を除ける。

　爪の間に泥が食い込み、指先が小石で傷ついても、怯ひるむことなく掘り続けた。

　そして、ようやく姿を現したそれを取り出し、手である程度汚れを払う。

「あった……！」

　泥にまみれて見る影もなくなっているが、それは間違いなく、耳飾りの形をしていた。

　汚れた耳飾りを急いで蓮池の傍まで持って行き、手に汲くんだ水で洗い流す。それを何度か繰り返すと、泥はすっかり綺麗にとれて、耳飾り本来の姿が現れた。

　ところどころ鍍金ときんが剥はげているが、硝子玉の飾りは当時の姿のままであろう、小さな輝きを放っている。

　さっそく、龍禅の許へ持って行こう。

　立ち上がり、蓮はす池に背を向けた花蓮は、後宮へと足を向けた。しかし運が悪いことに、丁度その時、女官たちが廊下を通りがかったのだった。

　その中には厳しいことで知られる女官長もおり、花蓮の恰好を見るなり眉を顰める。

「……まあ！　皇后陛下、そのような格好で……どうなさったのです!?」

　仰天したような口調には、花蓮に対する批判が隠しようもなく浮かんでいた。

　しかし、龍禅のためにも、耳飾りの話を他人にするわけにはいかない。花蓮は手に持っていたものを慌てて後ろ手に隠すと、何とか言い訳をしようと口にする。

「あ、あの……お庭のお野菜を掘ろうとして……」

　言い訳としては少々苦しいと思ったが、それ以外に思いつかなかったのだ。

　途端に、女官長の金切り声が上がった。

「皇后陛下が、野菜を掘ろうと!?」

　女官長は、今にも卒倒しそうだ。目をかっと見開き、わなわなと唇を震ふるわせる様は、驚愕きようがくと批難に満ちていた。

「何という……！　皇后陛下、もっとお立場というものを考えてくださいませ！　貴女あなた様は、この焔国皇帝のお后様なのですよ!?」

　周囲の女官たちも花蓮を庇かばうどころか、女官長に同調するような素振りを見せる。声にこそ出さないものの、眉を顰めながら花蓮を見ている。

　元々、花蓮は周囲に望まれない后だった。特に貴族出身の女官たちの中には、下級貴族であり妾の娘である花蓮を、快く思わない者も大勢いたはずだ。

　表面上は恭うやうやしく接しながらも、冷ややかな空気を纏わりつかせていると感じたことも何度かある。

　そして今、彼女たちは軽蔑けいべつの色を隠そうともしていない。

　針の筵むしろに置かれたような気分になりながら押し黙っていると、やがてその場に静かな男の声が響いた。

「……何かあったのか」

　この場に足を踏み入れられる男性は、一人しかいない。

　女官たちに気を取られて彼の訪れに気づかなかった花蓮は、慌てて両手を額の前で突き合わせた。

「陛下」

　女官たちも同様である。多少の動揺を見せつつ、その場に跪ひざまずき皇帝を出迎える。

　龍禅は、泥だらけの花蓮を見て、片眉を上げた。どうしてそのようななりをしているのかと、怪訝けげんそうな表情であった。

　けれどその時、花蓮の手から覗く耳飾りの硝子玉が、偶然にも光を弾いた。そしてその光は、龍禅の目にも間違いなく入ったのであろう。

「それは……」

　大股で女官たちの群れに近づいた龍禅は、彼女らの横を通りすぎると、まっすぐに花蓮の許へ向かった。

　そして花蓮の手を取ると、その中に握られた物を露あらわにする。泥だらけの恰好と、硝子玉の反射した光から、手の中にあるものを正しく察したらしい。

　それでもまさか、二十数年の時を経て見つかるとは夢にも思っていなかったようだ。花蓮の掌の上で光る耳飾りを目にした瞬間、彼は大きく目を見開いた。

「花蓮……これはそなたが？」

「は、はい。……あの、勝手をしてしまい――」

　謝罪の言葉を制するように、龍禅はいきなり、乱暴とも言えるような仕草で花蓮を抱きしめる。

　熱い抱擁ほうように一瞬息を詰まらせた花蓮だったが、その様子に、女官たちは大慌てになった。

「へ、陛下！」

「御衣裳を汚してしまいます！」

　甲高かんだかい声が次々と龍禅の行動を咎めた。もちろん花蓮も、衣裳が汚れることを訴うつたえたが、もはや彼はそれをまともに聞こうともしなかった。

　ただ花蓮を抱きしめたまま、感極まった声で囁ささやくばかりだ。

「お前は……最高の后だ。お前を誇りに思う」

　誇りに思うなんて、父すらも言ってくれたことはない。

　初めて、誰かの誇りになれたのだという嬉しさに。そして、その“誰か”が龍禅であったことに、胸の奥から熱い何かが込み上げてきて、目をじんわりと潤ませる。

　瞬きと共に、瞳を覆った涙の膜が珠を結び、そのままころんと頬を伝って零こぼれ落ちていった。

「陛下……」

　何を言うべきかも分からず、胸にせり上がる感情のまま呼べば、彼は静かに首を横に振った。

「龍禅だ」

「え……？」

「お前には、余の名を呼ぶ権利がある」

　さあ、と促され、花蓮は吐息のような声でその名を口にした。

「……龍禅様」

　湿った花蓮の声が途切れるや否いなや、二人はどちらからともなく唇を重ね合わせた。

　熱く、しっとりとしていて、優しい口づけに夢中になる二人にとって、もはや女官たちの視線など関係なかった。







　茉莉花まつりかの香が音もなく燻くすぶり、白い煙が高く天井へと昇っていく。ゆらゆらと頼りなく揺れるそれは、まるで花蓮の心のようだ。

　今宵、花蓮は特別な予感と共に龍禅の訪れを待っていた。その予感は、女性の勘ともいうべきものだっただろう。

　不安と、ときめきの狭間はざまのような鼓動を感じながら、花蓮はふっと息を吐く。

　早く、龍禅に現れてほしいような、いつまでも現れないでほしいような、不思議な気分だった。けれどやがて香の煙が消える頃、ようやく現れた彼の熱い瞳を見て、花蓮は自らの考えを正さざるを得なかった。

　部屋に入るなり熱い眼差しを注いでくる夫の姿に、花蓮の胸は女性らしい歓喜にざわめいた。求められているのだ、と視線だけで感じるほどの熱だった。

　二人の間に言葉はいらず、ただ見つめ合うだけで互いの想いを伝えているようだった。

　滑るように近づいてきた龍禅が花蓮の足を床から掬すくい上げ、寝台へと運ぶ。花弁かべんの寝床に下ろすかのような繊細な手つきで花蓮を寝台に横たえた龍禅は、そのまま口づけを落とした。

「は……ん……」

　あえかな声が、花蓮の喉から上る。

　優しい口づけは唇から首筋、鎖骨へと徐々に下がっていき、その行く先を阻はばむ薄衣の胸元を彼の両手が開く。

　現れた白い肌は、日中の陽光のせいで少し赤味を帯びており、龍禅はそれを労いたわるように丁寧に唇で触れていく。柔らかな唇が小鳥のように自らの肌を啄ついばばむのを、花蓮はくすぐったさ交じりの快楽と共に受け止めた。

「ん……っ、あ……」

　龍禅の手が、薄衣の帯を解き完全に脱がせる。花蓮もわずかに背を浮かし、彼がそれを取り去るのに協力した。自らの肌で、彼の肌を感じたい。その一心だった。

　胸に吸いつかれると、切なさにも似た、それでいて甘酸あまずっぱい感情が胸を支配する。これは一体何なのだろう。少し思案し、花蓮の中には程なくしてある答えが見つかった。

　これが、愛しさという感情なのだ。

　優しくて、穏やかで、思いやりに満ちていて……それでいて弱さもあるこの人のことを、受け止めたい。慈いつくしみたいという気持ち。

　それこそが、花蓮が物語の中でしか知ることのなかった愛という感情に違いない。

「あ……あ……はぁ、あ……陛下、龍禅様……」

「花蓮……」

　胸が揉もみしだかれ、脇腹をくすぐるように愛撫あいぶされる。

　龍禅の頭を抱きながら、花蓮は幾度も彼の名を呼んだ。呼ぶたびに愛しさが込み上げ、もうどうしようもないほど胸の中で膨ふくらんで苦しいほどだ。

　もっと触れてほしい。

　もっと名を呼んでほしい。

　胸の中に抑えきれないほどにこの想いが膨らみ、溢れたら、いったいどうなってしまうのだろう。きっと、それを堰せき止める術はどこにもない。枯れることのない泉のように湧き出て、やがて雄大な河となるのだ。時に激しく、そして時に穏やかに流れながら。

　身体をくねらせながら愛撫を受け止める花蓮を優しい瞳で見やった龍禅は、やがて花蓮の足の間に顔を埋める。

　さすがに抵抗しようとした花蓮だったが、その場所に触れた生暖かく湿った感触に、それどころではなくなってしまう。

「や……っ、ぁあ……」

　それが龍禅の舌だと気づいたのは、くちゅくちゅと蜜を攪拌かくはんし、唇で啜すするような音が聞こえてきてからのことだ。

　触れている。この国で最も貴き人の舌が、そのような場所に。

　恐慌状態に陥おちいりそうになった花蓮を引き留めるかのように、生々しい舌の感触が秘部を襲い続ける。縦横無尽に動き回り、べったりと張りついては花弁を捲るような動きに、花蓮は喉を反らして悲鳴のような喘あえぎを零した。

「あ、あ、あ――――ッ……」

　下肢に血液が集中し、花芯がじんじんと疼うずいているのが分かる。

　最後まですることはなかったとはいえ、龍禅はたびたび花蓮の身体に触れては、快楽を刻み込んだ。包皮ほうひを剥むかれ、露になった花芽を指先で突かれたこともある。

　きっと今自分のそこは、真っ赤に膨れて硬くなっているのであろう。

　花芯かしんだけではない。胸の先端もじくじくと熱を孕はらみ、思わず自分の指で触れたくなるほどだ。堪らなく淫みだらな気分だった。

「あ、ん、んんっ……龍禅様、だめ、だめぇ……っ」

「こんなに濡らしているのに……？」

　ふ、と龍禅が笑う気配に、びくんと足が震える。ただ生温い息がかかっただけでそうなってしまうほどに、今の花蓮は敏感になっていた。

　身体を震わせ、自らの胸を掻き抱いている間にも龍禅の舌先が花芯を弄いじり、隠されていた紅玉を剥き出しにする。

　そこに与えられる愉悦を予感するだけで花蓮の身の内からは蜜が新たに溢れ出し、敷布に淫猥いんわいな染みを描いた。けれど実際に与えられた刺激は、想像よりもっとずっと甘美なものだった。

　乳嘴にゆうしを吸いたてるのと同じ程度の強さで、龍禅が花蓮の真珠大の花芽かがを啜り上げる。

　その瞬間、花蓮の目の前では毒々しいほど色鮮やかな火花が幾つも弾けた。

「ひぁっ、あぁぁぁぁ……ッ！」

　手足を戦慄わななかせた花蓮の柳腰が、弓なりにしなる。力の抜けた唇からは唾液だえきが零れ、瞳から生理的な涙が溢れ出す。全身の血液が沸騰しそうだった。

　花弁に纏わりつく蜜を丁寧に舐なめとりながら、龍禅は敏感な花芽を時折戯れるように舌先で突く。そうすれば、まだ絶頂の余韻が抜けきらぬ花蓮の身体は、びくびくと面白いほど痙攣けいれんした。

「あ、あっ、や……だ、だめ……、だめ……」

「だが、気持ちいいのだろう」

「でも……あぁ……っ」

　秘所から唇を離した龍禅は、蜜に塗まみれた唇を手の甲で拭ふくと、今度は指をその場所へ添える。

　舌での愛撫である程度解けたとはいえ、まだ未通のその場所は狭い。男の指一本ですら、ぎちぎちと締めつけるほどなのだ。

　龍禅は焦あせることなく、その場所をゆっくり丁寧に解していった。指を前後させ、ぐるりと円を描くようにし、時折親指で花芽を弄もてあそぶ。

　やがてその指が二本に増やされる頃には蜜壺みつつぼもある程度解け、龍禅の指に合わせて吸いつくような動きを見せ始めるようになっていた。

「花蓮、こんなに締めつけて……気持ちいいのか？」

「や……は、恥ずかしいですから……っ」

　明け透けな質問に、これ以上ないほど顔が熱を持つ。是ぜとも言えず、かといって否と言えば嘘になる。花蓮は首を横に振って、子供のようにいやいやを繰り返した。

「んっ、ぅ……ふあ……」

　指を噛んで声を堪えようとするも、その手を龍禅がやんわりと引きはがし、敷布の上に押さえつけるものだから、花蓮はあられもない声を彼に聞かせ続けなければならなくなってしまう。

　恥ずかしいのに気持ち良くて、気持ち良くなっている自分が恥ずかしくて、もう消えてしまいたい。

　けれど龍禅はそんな風に恥じらう花蓮の様子をさも嬉しげに見やり、更に指の出し入れを激しくするのだ。

　そのうちに彼は自らの寝衣の帯を解くと、逞たくましい肉体をさらけ出し、花蓮の上に覆いかぶさってくる。そして大きく花蓮の足を開かせたかと思うと、は、と熱い息を一つ吐いた。

「りゅ……」

　名前を呼ぼうとした花蓮は、しかしふと視線を下にやり、咄嗟とつさに口を噤つぐむ。

　そこには、屹立きつりつした赤黒い何かが聳そびえていた。それは龍禅の下肢から繋がっており、天を向いている。ぴくぴくと生き物のように動いており、先端から透明の液体を垂れ流していた。

　龍禅の一部であることは分かるが、それが何なのか花蓮にはよく分からない。けれど、あまりじっと見ていていいものとも思えず、慌てて視線を逸らした。

　なぜか、それを見てしまったことがどうしようもなく気恥ずかしい。

「……花蓮」

「は、はい……」

「余を受け入れてほしい。良いか」

　どくん、と鼓動が大きく波打つ。

　ようやく、夫婦として一つになる時がやってきたのだ。初心うぶな乙女としての花蓮の心は、それを待ち望んでいたような、恐れていたような、複雑な気持ちになる。

　けれど、龍禅がそれを求めてくれるのならば、応えたい。龍禅を愛おしむ花蓮の心は、早く彼と一つになりたいと願っていた。

「いらしてください……」

　手を伸ばし、龍禅の熱い肩に触れる。そうして自らのほうへ引き寄せるように、力を込めた。

「わたくしも、貴方様が欲しいです……」

　いじらしい花蓮の言葉を受け、龍禅の目に情欲の火が灯ともる。否、目だけではない。彼は全身から、陽炎かげろうのように花蓮に対する劣情を立ち昇らせていた。

　欲求に抗あらがう術を、今の龍禅は持ち合わせていないようだった。

「花蓮……、花蓮……」

　掠れた声で何度も花蓮の名を呼びながら、先走りで濡れた先端を蜜壺へと食い込ませる。

　丸く膨らんだ亀頭を受け入れるのはそれだけで苦痛を伴ったが、花蓮は歯を食いしばって堪えた。

　初めての経験に、もちろん恐怖もある。けれど、これは世の中の妻たち全てが受け入れていること。そして何より、この苦痛を乗り越えたら龍禅と真の意味で夫婦になれるのだ。

　痛みも、苦しみも、羞恥も、そして甘美な陶酔とうすいも、龍禅が与えてくれるものを余すところなく享受きようじゆしたい。

　狭い蜜道を、龍禅が緩やかに突き進んでいく。初めて男を受け入れるそこは、まるで侵入者を拒こばむかのようにぴったりと閉じていた。

　無理に押し広げようと思えば、できないことはなかっただろう。けれど龍禅は、花蓮が傷つかないよう最大限の注意を払って行為を進めてくれた。

　じわじわと侵食されていく。狭い内部は、ゆっくりと、けれど着実に押し広げられていった。

　やがてふつん、と体内で何かが途切れたのを感じ、花蓮はあまりの激痛に声なき悲鳴を上げる。

　眼裏が真っ赤に染まったかと思えるほどの、強烈な痛みだった。

「あ……は……っ、はぁ……ッ」

　呼吸が上手くできず、青ざめた唇で不格好に息を吸っては、吐く。その度に、ひゅっと喉が鳴り、冷汗が額を滴したたった。

　下肢を、熱い鉄の剣が貫き内側から灼やいているかのような、そんな錯覚を覚えた。

「は……っ、は、ぅう……ぁ、りゅ……ぜん、様……」

　目を固く瞑つぶり、涙を流しながら龍禅の腕に縋すがりつく。気を抜けば爪を立ててしまいそうなほどに、痛い。

「すまない、花蓮……痛いな」

「んんっ……」

　先ほどまでぴったりと閉じていた桜貝のようなそこからは鮮血が溢れ出し、龍禅自身と花蓮の太腿ふとももを汚している。

　龍禅は、すぐには動こうとはしなかった。花蓮の脇腹を撫でたり乳房に触れたりし、少しでも痛みを取り除こうとしてくれているかのようだった。

　唇が胸の先端にふれ、ちゅっと吸い上げる。触れられすぎたせいでもう真っ赤に熟うれて膨れたそこは、見るからに痛々しい様子であるというのに、龍禅の柔らかな舌の動きに快楽しか覚えない。

　その周囲にも、龍禅はいくつも鬱血うつけつの花を咲かせた。

　薔薇ばらの花弁を散らしたかのような痕がいくつも付き、花蓮の真っ白な肌を彩る。

「そなたは、余のものだ」

「あ……龍禅様の、もの……？」

「ああ、そうだ」

　龍禅の長い指が、花蓮の肌に散った接吻せつぷん痕を愛おしげになぞる。

　それはまるで、所有印だった。西洋では、奴隷どれいに焼やき鏝ごてで烙印らくいんというものを付けるらしいが、これも本質的には似ているのかもしれない。

　ただ、龍禅の与える所有の印はどこまでも柔らかく、温かかった。

「あ、う、嬉し……。はぁ……あ、あぁ……っ」

　肌を吸われている内に痛みの向こう側に微かな快楽を感じ、花蓮は貫かれたままわずかに身を捩よじらせる。けれど胎内をごり、と抉えぐられる痛みに、また眉根が寄ってしまう。

「あぁ！　あ……っ、んん……」

　ぽたり、と上から龍禅の汗が落ちてくる。彼の体温をそのまま伝える温かな雨のような感触は心地好く、花蓮は本能の赴くままに彼に手を伸ばし、口づけをねだった。

「龍禅様、口づけしてください……お願い……」

　自分でも驚くくらい大胆な願いだったが、少なくともそれは、龍禅を不快にすることはなかったようだ。

　一瞬虚きよを衝つかれたように目を見開いた彼は、やがて小さな息を零しながら破顔する。そして妻の望みに従うべく、そのまま顔を下に落とした。

「ん……っ、ん……ふぅ……」

　舌が、入ってくる。ぬるりと口内に侵入し、歯列を割って、花蓮の舌を搦からめ捕とる。

　扱しごいて、擦りつけて、啜って……その動きに呼応するように、花蓮もまた自ら舌を伸ばして彼の舌と絡め合った。

　初めて花蓮から積極的な行動を取ったことに、龍禅の肩が一瞬ぴくりと震えたが、彼は動きを止めることはなかった。

　そのままゆっくりと、腰を動かし始める。

「んんぅッ」

　傷ついた中を擦られるのはまだ痛い。

　龍禅の背にしがみついたまま、花蓮は口づけの感触だけに集中しようと必死になる。

　けれどずくずくと出し入れを繰り返される生々しい感触はとても無視できるものではなかった。

「んっ……ん……っ」

「ふ……」

　龍禅はできるだけ花蓮の痛みを最小限に抑えようと、決して激しい動きをしようとはしなかった。ゆっくりとした出し入れを繰り返し、時折、縁を描くようにぐるりと腰を動かす。

　その成果もあってか、花弁をまくり上げられる熱さは徐々に、花蓮の覚えている痛みを鈍麻どんまさせていった。

　じくじくと痺れて熟れて、熱い。

　もう、痛いのか熱いのかも分からない。

「ん……っ、ん……っ、ぅあ……」

　唇の端からどちらのものとも付かない唾液が零れ、花蓮の顎あごをべったりと濡らす。龍禅はそれを丁寧に舌で拭ぬぐうと、口づけに蕩とろけた顔の花蓮を見下ろした。

「花蓮……もう、痛くないか？」

「は……い」

「そうか」

　嬉しそうに笑うと、龍禅は体重を掛けながら花蓮に圧のし掛かかった。

　自然と内臓が押し上げられ、身体が上にずり上がる。

「ひっ……ぃ、ん……ッ」

　けれど龍禅はそれを許さず、花蓮の腰を捕まえると自らのほうへ強引に引き寄せた。

　奥にぐりぐりと先端を埋めるように押しつけられ、龍禅の汗で湿った下腹部が花蓮の花芽を刺激する。そのたびに、目の前でチカチカと火花が弾ける。

「や……っ、龍禅様、龍禅様ぁ……」

「花蓮は、こうされるのが好きか……？」

「やぁぁぁッ！」

　ひときわ強く腰を押しつけられ、花芽が強く押しつぶされる。子宮口にめり込むかのような動きに、花蓮は顔を強い悦楽に歪ゆがめながら乱れた。

　もはや中は完全に解れ、きつく締めつけながらも蕩けんばかりの感触で男を歓迎するようにざわめいている。

　花蓮からは淫らな女の香りが立ち上り、それは龍禅の鼻腔びこうに忍び込んで彼の淫欲をそそる。

「は……ぁ、あぁ……龍禅様」

「ずっと、こうしたかった……」

　ずるり、と浅いところぎりぎりまで引き抜いたかと思えば、ぱん、と大きな音を立てて熱杭が奥へと沈む。

「あぁぅッ！」

「この一月ほどの間、余がどれほど最後まですっかりそなたを自分のものにしたいと思っていたか……そなたは知らぬのだろうな」

　ぱん、ぱん、と。音は徐々にその感覚を短くし、甲高く花蓮の耳を打つ。

　耳元で注ぎ込まれる龍禅の艶なまめめかしい声に、うなじの後ろが総毛立った。

「あっ、あっ、やぁ……、あぁっ」

「触れているだけでは物足りず……何度、無理矢理貫こうと思ったか……」

「いっ……あぁ！　龍禅様、りゅ……ぜ、様……あッ」

「そなたが、こうして乱れるところを何度夢想したことか……花蓮」

　ぎゅっ、と龍禅の右手が花蓮の左胸を強く掴み、麺麭めんぽう生地のように揉みしだく。もう一方の胸はじゅるりと音を立てて啜られ、時折歯で嬲なぶられた。

　下肢と胸を同時にいたぶられ、もう花蓮は身体がばらばらになってしまうような思いだった。

　狂ったように嬌声きようせいを上げ、唇をだらしなく半開きにしたまま、上からも下からも雫を零して彼のことを受け入れる。

　熱の塊は何度も花蓮の中を行き来し、つい先ほどまで何者をも知らなかったその場所を、すっかりと女の悦楽を覚える場所に造り替えていった。

「あ、あ、あぁ……」

「花蓮、そなたは想像以上に素晴らしい……」

　感極まったような龍禅の声に、花蓮の中はきゅっと締まって勝手に反応を示す。

　自らの中の女としての本能が喜んでいるのだと、自分でも分かった。

　龍禅が、自分と繋がることによって悦楽を覚えていることを心から喜んでいるのだと。

「嬉しいです……龍禅様」

　はにかみながらそう告げると、龍禅は花蓮と指を絡め合うようにして手を繋ぎ、また口づけを落とした。

　やがて龍禅の腰の動きが速まり、花蓮の最奥さいおうをごつごつと穿うがち始める。花蓮の中もまた柔らかく蠕動し、舐めしゃぶるように龍禅のものへと縋りついた。

　吐き出された蜜は肉茎で攪拌されるたび、空気と混じり合って白く濁にごりながら、露骨な音を立てていた。

　まるで、楽器になった気分だ。

　龍禅という奏者の前で、花蓮はなす術もなく淫らな音楽を奏でるしかない楽器であった。

「あぁっ、あっ、ぅあ……ンっ！」
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　中が収縮し、何かを絞りとるように龍禅のものを締めつけているのが自分でもよく分かる。彼は苦しくないだろうかと様子を窺うかがえば、苦しげに眉を顰めているのが見えた。

「あ……、龍禅様、痛くないですか……？」

　花蓮の問いかけに、龍禅は眉を顰めたまま、はっはっと荒い呼吸を繰り返す。そうして、額に張りついた髪を上に掻き上げながら、艶つやっぽい笑みを浮かべた。

「……痛い？　いいや……、至上の心地好さだ」

　掠かすれた声が男性だというのに妙に色めいていて、花蓮は今更ながらこの人と身体を繋げているのだと胸を大きく高鳴らせた。

　穿ち、抉られ、奥を叩かれる。

　彼の肩の向こうで自分の両足が揺れているのをぼんやりと眺めながら、花蓮は必死で龍禅の首へしがみついた。

　二人とも汗びっしょりで、花蓮の身体の中央には川ができるほどだ。ぴったりと張りついた逞しい胸板に、濡れた乳首が擦られるのがこの上なく気持ち良かった。

「あんっ、ん……っ、あ……」

「花蓮、花蓮……行くぞ、受け止めてくれ……っ」

「は……っ、……あぁぁぁっ」

　返事は、まともな音にならなかった。

　龍禅の一際強い突きに、花蓮の喉からは鈴の転がるような高く愛らしい絶頂の嬌声が上がった。

　無意識に龍禅の腰に足を絡め、結合を深めた花蓮は、自らの中に迸ほとばしる何か熱いものの存在を知った。

「あ……ぅあ……」

　中で、びくびくと龍禅のものが弾けている。その先端から叩きつけるように吐き出された白濁はくだくが、今、花蓮の内部を満たしていた。

　最後の一滴まで出しきった龍禅は、それからしばらく花蓮の中から出て行かず、自らが放ったばかりの精を膣壁ちつへきに擦りつけるように、ゆるゆると腰を動かす。

　そして恍惚としたため息を一つ零すと、萎なえた己をゆっくりと花蓮の中から取り去った。

「ん、ふ……」

「花蓮、よく頑張ったな……」

　汗にまみれた花蓮の額に躊躇うことなく唇をつけた彼は、そのまま立ち上がり、適当に寝衣を羽織ると隣室へと声をかける。

　いつ声をかけられても対応できるよう、玉蘭たちが待機しているのだ。

　怠だるい身体を持て余しながらその声に耳を傾けていると、どうやら盥たらいに湯を用意するよう命じているようだった。

「龍禅様……」

　身を起こそうとして、腕にも腰にも力が入らず失敗する。とさりと音を立てて頽くずおれた花蓮に、龍禅は慌てて駆け寄った。

「大事ないか、花蓮……！　どこか痛いのか？」

「い、いえ……。身体に力が入らなくて……申し訳ありません」

　行為が終わり、裸でいることが急に恥ずかしくなる。掛布を手繰たぐり寄せながら、花蓮は必死で自分の身体を隠した。

　龍禅のほうも何か気恥ずかしいものがあるのか、そんな花蓮から気まずげに視線を逸そらし、口元を手で覆っている。

「そ、そうか。痛くないのなら良かった」

　ほっと安堵したような様子の龍禅に、これだけは言っておかねばと思い、花蓮は口を開く。

「あの、龍禅様……」

「ん？」

　改めて名を呼ぶと、龍禅はわざわざ寝台まで近づき、花蓮の傍に腰を下ろす。そうして丸みを帯びた頬を撫でながら、優しく続きを促した。

「どうした」

「わたくし、早く后としての務めを果たせるよう頑張りますので……」

　だから、どうか……飽きないでください。

　そんな本音を最後まで言いきることはできず、途中で口を閉ざしてしまった花蓮に、龍禅は小さく首を傾げる。

「后としての……？」

「はい、あの……。なるだけ早く、龍禅様のお世継ぎを……授けていただきたいです」

　夫婦が閨で行うことに関しては無知だった花蓮でも、その行為によって子供ができることくらいは知っている。子ができれば、あるいは龍禅が花蓮を国母として重んじてくれるかもしれないという打算も、そこにはあった。もちろん龍禅には、そのような考えは知られるわけにはいかない。

「お世継ぎを産むことが、臣下たちの一番の望みですから……」

　言い訳のように口にしながらも、もちろんわたくしも、と思わず付け足してしまった。

　龍禅は見る見るうちに顔を赤くすると、その顔を隠すようにきつく花蓮を抱きしめる。

「……そなたは、大胆だな」

「え？　……え？」

「早く子が授かるよう、毎晩でもそなたの許を訪れることを誓おう」

　龍禅のその言葉を聞き、花蓮はようやく、彼が何を大胆と言っているのかを知った。

「わ、わたくし、そのようなつもりでは……」

　かっと火が灯ったかのように、顔が熱くなる。

　深く考えなかったけれど、確かに龍禅の言うとおりだ。世継ぎを早く授けて欲しいということは、当然それに付随ふずいする行為を強請ねだっているも同然のことで、だとすれば自分は何てはしたない願いを口にしてしまったのだろう。

「お忘れになってくださいませ……！」

「いいや、決して忘れぬ」

　龍禅が少し意地悪な顔をして、慌てて前言撤回する花蓮を見つめる。悪戯っぽい笑みが、まるで子供のようだ。

　赤い顔を隠すように、花蓮は彼から顔を背けた。

　単に恥ずかしかったからだけではない。彼のその表情が、眩まぶしくて直視できなかったからだ。

「忘れるものか」

　花蓮を抱きしめたまま、龍禅は頬ずりをしてくる。まるで、猫を可愛かわいがるかのような仕草に、胸が甘酸っぱくときめいた。

「そなたの今の言葉、絶対に忘れぬぞ」

「そ、そんな……あっ……」

　龍禅に抱きしめられたせいで身を覆い隠していた掛布が落ちてしまい、再び裸の肌が露になってしまう。

　急いで隠そうとする花蓮の手を捕まえ、龍禅はその手首に舌を這わせた。そして獲物を捕らえた豹ひようのような上目遣いで、花蓮の翡翠ひすい色の瞳を捉とらえる。

「んっ」

「……そのまま、待っておれ。宮女たちに、湯の準備はもっと後にするよう言いつける」

「あ……」

　自分の言動が、まだ彼の中に燻ぶっていた火を燃え上がらせてしまったのだ。

　俯いた花蓮は、龍禅が部屋の外に出て、隣室の玉蘭たちに呼びかけるのをぼんやりと聞いていた。

　そして再び彼が戻ってきてから、二人はめくるめく愛の波に身を任せ、それは朝の光が室内に差し込むまで終わらないのだった。





　　　四話　流れ落ちる雨雫







　白木蓮はくもくれんの花が散り、蓮はすも一時の眠りに着いた。

　季節は秋へと移り変わり、夏用の薄い衣裳から、色合いも濃く艶やかな秋の衣裳へと模様替えをする。

　龍禅に対する想いを深めたあの夜以降、二人の距離は以前にも増して縮まり、周囲の目からも明らかなほどに甘い雰囲気が漂ただよい始めるようになった。

　肌を重ねたのももう数えきれないほどで、忙しい中花蓮の許へ足繁く通う龍禅の様子を、玉蘭や明華は心から喜んでくれている。

　ある日、月鈴子げつれいしの鳴き声を背景に三人で一緒に刺繍ししゆうをしていると、玉蘭がふとこんなことを口にした。

「陛下は、花蓮様のことを本当に大事になさっていますね」

　すると、明華も頷きながらそれに同意する。

「主の仲が睦むつまじくて、私たちも嬉しいです。この調子ですと、じきに御子もできるでしょうね」

　花蓮は恥じらいながらも、それを嬉しく思った。

　大事にされているということは自分でも感じていたことだが、周囲からそれを指摘されると尚更そうなのだろうかという気持ちになる。

　もし、本当にそうだとすれば……。

　じっと、手元にある縫いかけの手巾しゆきんに目を落とす。

　そこには濃い桃色の牡丹ぼたんが、大輪の花を咲かせていた。

　牡丹は、焔国において恋愛や結婚を象徴する花で、告白の際にもよく使われる。富貴な花に、貴方が好きですという気持ちを精一杯込めて、相手に手渡すのだ。

　言葉だけでは勇気が出ないけれど、花の力を借りてなら。

　そんな思いで、花蓮はここ最近、一針一針丁寧に牡丹を縫いつけているのだった。







　貴族たちを招いての茶会が開かれたのは、あともう少しで手巾が完成するという時であった。

　龍禅が花蓮のために秘密裏に造らせていたという離宮が完成し、それを祝うための場を設けたというのだ。

　直前までそのことを知らされていなかった花蓮は、目の前に存在する、すっかり完成した典雅な離宮の雰囲気に息を呑のむ思いだった。

　すべらかな白色の石を積み上げられて作られたそれは、周囲を真っ赤な牡丹で、絨毯じゆうたんのように覆われている。

　壁には黄金で蓮の装飾が施してあり、花花ファーファのために、地面に近い位置に小さな可愛かわいい出入り口が作ってある。

　屋根の上には女神の像、庭園には小さな水車と蓮池が存在していた。

　後宮のそれを小さくしたような池には漆うるし塗りの小さな橋もかかっており、そこから水面を覗き込めば、ゆらゆらと揺れる金魚たちの宴を見ることができるだろう。

　清かな水音に耳を傾け、招待された貴人たちはめいめい、茶や菓子を楽しんでいる様子だった。

「驚きましたわ、陛下……。まさかわたくしのために、このように立派な離宮を建ててくださるなんて」

　日よけの天幕を張った席の下に二人並んで座し、花蓮は招待客の挨拶あいさつが途切れた隙に、そっと龍禅に視線を向けた。彼のことを名で呼ぶのは、二人きりの時だけと決めている。

　龍禅は離宮の完成にいたく満足しているようで、先ほどから機嫌がいい。

　護衛に立っていた白閃がそんな龍禅に呆あきれたような、微笑ましいような視線を送るほどである。

「そなたが、少しでも喜んでくれれば良いのだが」

「少しだなんて、とんでもございません。陛下のお心遣い、この上なく嬉しく感じております」

　龍禅の節くれだった手に自分の掌を重ねると、花蓮は目を細めて微笑んだ。

　離宮の建っている場所は皇帝の居室からもほど近い場所にあり、後宮にいるより彼の事を近くに感じられるのが嬉しい。

　後宮の建物はいずれ、文官たちが利用する建造物に造り替えられるということだ。唯一、龍禅の母が使用していた部屋だけは閉鎖され、時折龍禅とそれから花蓮とで訪おとずれようという話になった。

「――陛下、遅ればせながらこのたびは、華燭かしよくに火を灯されたことを心よりお祝い申し上げます」

「おお、景文けいぶん」

　やってきた老爺ろうやを見た途端、龍禅が親しげに声をかける。そして小声で、花蓮に耳打ちをした。

「景文は、廉州れんしゆうの地方長官だ。白閃の父でもある」

「まあ、白閃の……」

　よく見れば、目鼻立ちが少し似ているような気がする。

「いつも白閃には、お世話になっています」

　結婚式の宴の席では見なかった顔だが、おそらく廉州での仕事が忙しくて来られなかったのだろう。景文と呼ばれた男性は花蓮を見るなり、好々爺こうこうや然とした顔に柔やわらかな笑みを滲にじませた。

「もったいないお言葉でございます、皇后陛下。何とお綺麗きれいな……噂うわさ通り、西洋人形のような愛らしさですな」

「余の后は美しく、素晴らしいだろう」

「陛下……っ」

　恥ずかしくなって頬を赤らめながら窘たしなめるも、龍禅は上機嫌に笑うばかりだ。

　人前だから夫婦仲が良いところを見せようとしているのだと分かっていても、夫が自分を自慢してくれたことが嬉しい。嬉しいけれど恥ずかしくて、花蓮は思わず団扇うちわで隠した。

　皇后たるもの、いつも優雅に微笑んでいなくてはならない。夫に素晴らしいと言われたことに喜ぶあまり、だらしなく口元を緩めるなんて、あまり体裁がいいものではないだろう。

　単に褒められただけが嬉しいのではない。かつて陰口を叩かれたこの容姿を、龍禅は隠すことなく美しいと披露してくれる。

　花蓮のことを后として認めてくれ、大事にしてくれている。

　単に贈り物をしてくれるからというだけでなく、その眼差しや口調からそれを感じるのだ。

　こんなに大事にしてくれる人は、母以外にいなかった。

　唯一の頼みの父は、一応娘として大事にしてくれてはいた。それでも、麗々や水蓮すいれんたちに遠慮して、どこか一線を引いていたものだ。

　そうして物思いに耽ふけっていると、景文がふと声を潜ひそめた。

「陛下、少し廉州のことでお耳に入れたいことが……」

「……そうか」

　ちら、と龍禅の視線が花蓮を向く。どうやら、あまり聞かせたくない話題らしい。

　龍禅は、花蓮の前であまり政の話をしたがらない。それは、女に政治の話など……という差別ではなく、どちらかというと心を煩わずらわせるような話をしたくないという思いからのようであった。

　だから、花蓮は何か言われる前に先回りして腰を浮かした。政務の邪魔にはなりたくない。

「わたくしは、しばらく外に出ておりますね。少し、風に当たりたい気分ですし……」

「すまない、花蓮」

「いいえ、とんでもございません」

　申し訳なさそうな龍禅に、気にしないでほしいという風に微笑むと、花蓮は左右に目を滑らせる。待機していた宮女たちを伴うと、一礼してその場を辞した。

　昼日中とはいえ風は少し冷たく、秋の物寂しい香りを孕はらんでいる。

　じきに冬が来て、凍えるような寒さと共に地上を真っ白に染めてしまうのだろう。

　りんりんと鳴く虫の音はどこか悲しく、この寒さを殊更ことさら強く感じさせるかのようだ。花蓮は、上衣の袷を無意識に手繰たぐり寄せていた。

「皇后陛下、お供いたします」

　少し遅れて白閃がやってきて、花蓮の後ろにぴたりと付き従う。いついかなる時も花蓮を守れとの龍禅の命であった。

「ありがとう、白閃」

　言うなり、くしゅんと小さくくしゃみを落とした花蓮を見て、玉蘭が心配そうな様子を見せる。

「まあ、お風邪でも召されたら大変ですわ……！　明華、上掛けを取りに行きましょう」

「えっ？　あ、はい。それでは白閃さん、花蓮様のことよろしくお願いしますね」

　そんな言葉を言いおいて、玉蘭たちは後宮のほうへと戻っていった。

　残された花蓮は、白閃と共にゆっくり離宮の庭園を歩きながら、手に色移りしそうなほど濃い赤色の牡丹へと手を伸ばす。毬まりのような丸い形と、西洋のドレスのように薄い花弁かべんが幾重にも重なった様が豪奢ごうしやな花だ。

　花弁をそっと撫なでると、見た目の重厚さとは正反対に、軽やかな絹のような手触りが返った。

「……綺麗な牡丹ですね」

「そうでしょう。庭師が、丹精込めて育てた花です。皇帝陛下が、皇后陛下のために特別美しく育てるようにとお命じになったのですよ」

「嬉しい……。実は今、手巾に牡丹の刺繍を施ほどこしているのです。この花を見本にすれば、もっと上手に刺繍できるかしら……」

「牡丹の……？」

　一瞬怪訝けげんそうな顔をした白閃だったが、牡丹が何を象徴する花かということをすぐに思い出したのだろう。

「それは、陛下に差し上げるためですか？」

　率直に聞かれ、花蓮は顔を赤らめながら控えめに頷うなずいた。自分が夫へ抱いている好意を他人に知られるというのは、何だか気恥ずかしいものだ。

　白閃は、まるで身内の子供を見るような視線を花蓮に向けると、深く頷いた。

「それはそれは。皇帝陛下も、きっとお喜びでしょう」

「いえ、そんな……喜ぶのはわたくしのほうです。こんな立派なお庭のある離宮を建ててくださるなんて、本当に陛下のお心遣いが嬉しくて……」

　じんわりと胸に広がる喜びを噛みしめていると、そうでしょうとばかりに白閃が頷く。

「皇帝陛下も巷ちまたでは恐ろしい方だと噂されていますが、本当は不器用なだけで優しい方なのですよ」

「わたくしも、そう思います」

「皇后陛下がいらっしゃって、ますます丸くなられました」

　その親しみのこもった口調と笑みに、花蓮も楚々そそとした笑みを浮かべたまま静かに頷く。そしてふと、以前彼の口から聞いたあることを思い出していた。

「そういえば白閃は、陛下の幼馴染みでしたね」

「ええ、そうですよ。腐れ縁ってやつです」

「では……、よろしければ、陛下の小さな頃のお話などを聞かせてもらえませんか？」

　龍禅は二人で過ごしていても花蓮の話ばかりで、あまり自分の話をしてくれたことはない。

　気遣ってくれるのは嬉しいのだが、せっかく夫婦なのだから、彼のことをもっともっと知りたい。それでも本人に直接聞くのは気恥ずかしさが邪魔するので、白閃に聞いてみようと思ったのだ。

「皇帝陛下の話を……？」

「え、ええ……」

　頬を染めながら頷くと、白閃はそれだけでもう何かを察したのだろう。意味深に微笑むと、快く子供時代の話を聞かせてくれた。

　厨くりやから勝手に饅頭まんじゆうを持って行って怒られた話。

　勉強の時間に抜け出して城下町へと行き、後で教師に手ひどく叱しかられた話。

　文官の帽子にこっそりと小鳥を忍ばせ大騒動になった話など、今の落ち着いた龍禅からは想像できないほどやんちゃな彼の姿が、そこにはあった。まるで、下町で逞たくましく生きる子供のようだ。

　白閃が話し上手ということもあり、聞いていてとても楽しい。花蓮はくすくすと笑いながら、それらの思い出話に聞き入った。

　幼い頃の彼を想像して、より親しみを覚えながら。







　景文との話を終えた龍禅は、花蓮を迎えに行こうと天幕から出た。

　しかし見渡しても花蓮の姿は見つからず、しばらく周囲に視線をやった末、龍禅は丁度通りがかった玉蘭に声をかけた。

　手に上掛けを持っているところを見るに、今から花蓮の許へそれを渡しに行くところだったのだろう。

「玉蘭、花蓮はどこだ？」

「ええ。先ほど、白閃と共に離宮のほうへお向かいになられました。随分ずいぶんと楽しげなご様子でしたわ」

「白閃と？」

　龍禅の眉根が寄る。

　白閃と歩いていたこと、それ自体は問題ない。彼は、花蓮の護衛だ。特にこのような大勢が集まる席では、安全を考慮しても共にいたほうがいいだろう。

　けれど玉蘭の口にした、楽しげな様子という言葉が、ちくりと龍禅の胸を刺す。

　焦燥しようそうのままに離宮へと足を運べば、玉蘭の言ったとおり花蓮と白閃が仲良く話している姿が目に留まった。

「花れ……」

　声をかけようとした龍禅は、思わず足を止めて口を噤つぐんだ。

　花蓮が、笑っている。

　軽やかな声を上げ、花咲くような満面の笑みで。

　それを見た瞬間、心臓を鋭い刃物で一突きされたような気分になる。

　あの笑顔は、何だ。

　いつも、毎日のように接していても、自分は花蓮のあのような顔を見たことがない。

　彼女はいつも控えめで、遠慮がちで……だというのに、なぜ、ただの護衛にしか過ぎない白閃にあのような笑みを見せているのだ。

　夫である自分には、未だぎこちない態度が崩れないというのに。

　それは嫉妬しつとだった。

　自分以外の男にあのように惜しげもなく魅力的な笑みを向ける妻に。そして、自分以上に親しく会話を交わす白閃に。

　龍禅は、心の底から激しい嫉妬を覚えた。

　渦巻くような怒りが湧き上がり、全身の血が沸騰する。頭がぐらぐらと煮えそうだった。

　楽しげに会話する二人につかつかと歩み寄った龍禅の足音に、花蓮はすぐに気づいた。

「陛下。今、白閃と――」

　親しげに龍禅を呼んだその表情は、しかしすぐに凍りつく。理由は分からずとも、夫が激昂げつこうしていることが分かったからだろう。

「陛下……？」

　怯おびえたような声が神経を逆なでしたが、龍禅は何とか穏おだやかな笑みを貼りつけて花蓮を呼んだ。事を荒らげたくはなかった。

「花蓮、こちらへ来い」

　低い声で命じる。

　しかし花蓮は怯えた様子で首を横に振るばかりで、白閃の後ろに隠れるように後ずさる。

　もし、素直に花蓮が応じていれば龍禅の怒りもまだ治まっていたかもしれない。

　けれど、まるで拒こばまれているように感じて、そのことが余計に龍禅の怒りを刺激した。

「花蓮」

　もう一度名を呼ぶと、花蓮の肩がびくりと震える。

　ここに至ってはさすがに白閃もおかしいと思ったのか、花蓮を庇かばうように背後に押しやりながら龍禅の前へ立ちはだかった。

「陛下、皇后陛下が怯えていらっしゃいます」

「お前に指図されることではない。これは余の妻だ。どのような態度を取ろうが、余の勝手だ」

　花蓮が目を見開く。その瞳の向こうには、傷ついた色があった。

　最低の言葉を口にしている自覚はあったが、止まらなかった。

「……それ、本気で言っているのか？」

　傲慢ごうまんな物言いに、白閃がいきり立ちながら足を前に出す。それを止めたのは、花蓮だった。

「白閃……！　良いのです、わたくしが悪いのですから……」

　花蓮は瞳の奥に傷ついた色を宿し、今にも泣きそうに顔を歪ゆがめている。

　可哀想かわいそうだと思う自分がいる反面、白閃を庇おうとする健気な花蓮の姿に、嫉妬が罪悪感を上回った。

「白閃、しばらく余の前に顔を見せるな」

　そう言い捨てると、龍禅は花蓮を強引に天幕へと連れて行く。あまりに速足で歩くものだから、途中で花蓮が何度も転びそうになったが、気遣うことすらしなかった。

　大勢の招待客がいたこともあり、宴は滞とどこおりなく済ませた。皆忙しいところを集まってくれているのに、さすがに、主催者である皇帝が中座するわけにはいかない。

　終始不機嫌な龍禅の隣では、青ざめた花蓮が強張こわばったまま、膝の上で揃えた手をじっと見ていた。

　二人の間にはどこか冷え冷えとした空気が流れ、重苦しい沈黙が落ちる。

　けれど茶会を終えるなり、龍禅は花蓮を、後宮にある彼女の自室へと強引に引っ張り込んだ。

　大きな音を立てて開いた扉に、窓際で微睡まどろんでいた花花が、驚いて部屋を飛び出して行く。

　ねじり上げられるように腕に無理やり力を込められ、花蓮の表情が痛みに歪んだ。

「陛下、い、痛い……！」

　妻の小さな悲鳴を聞いても、煮え滾たぎった心には響かない。いや、響いていても、怒りがそれを凌駕りようがするのだ。

「そなたは余の后ではないのか……」

　それなのになぜ、他の男といる時のほうが楽しげなのか。

　そんな怒りを押し殺した声が、緊迫した空気を震わせた。

　決して、大きな声ではない。

　それでも、夫がどれほどの怒りを覚えているのかということを正しく悟ったのだろう。

　花蓮はますます顔を青くし、かたかたと震えている。

「わ、わたくし……わたくしは……」

　花蓮自身、何を言おうとしているのか分からない様子であった。いきなり怒りを向けられた恐怖に、恐らく思考が硬直してしまったのだろう。

　けれど、それを思いやるほどの余裕を今の龍禅は持ち合わせていなかった。

　要領を得ない花蓮の言葉に苛立いらだちは増し、細腕を掴んだまま寝台へと引きずっていく。そして、乱暴に突き飛ばした。

「や……っ」

　起き上がろうとするところをすかさず圧のし掛かかり、衣装に手をかける。力任せに引っ張られた繊細な衣はびりびりと音を立ててあっけなく破れ、役立たずの布きれと化した。

　はらはらと宙を舞うそれが床に落ちるより早く、龍禅は噛みつくように、花蓮の胸にむしゃぶりつく。

「やぁ……ッ、いや、いや……っ」

　淫らな音を立てて何度も何度も吸い上げ、時に歯を突き立てて痛みすら与える。

　花蓮は身を捩よじりながら必死で抵抗していたが、大の男の力に敵うはずもない。

「無駄な抵抗を……っ」

　苛立ちのままに帯を解き、それできつく花蓮の両腕を縛り上げる。恐怖に追い打ちをかけるような行為に、彼女の翡翠ひすい色の目には益々怯えが宿った。

「あっ、あー……ッ！」

　苦痛と快楽と怯えとが綯ない交まぜになった声だった。

　構わず、龍禅は甘く滲んできたものを貪り、舌で乳嘴にゆうしを巻き取り、唇で扱しごく。快楽を知る女のそれはすぐに芯を持ち、固く尖って男を誘っていた。

　唾液だえきに塗まみれ光る様は、赤い宝珠のようだ。艶々つやつやと光を返し、龍禅の目を愉しませる。

　嫌がっているのを分かっていて、彼女の胸の先を捏ねまわしながら、あえて揶揄やゆするような言葉を口にした。

「……淫みだらだな。これが一国の后の反応か？」

「ふ、う、うぅ……っ」

　怯えていても、所詮は女だ。愉悦を与えれば、身体は喜ぶ。

　花蓮の見せる媚態びたいに嘲笑ちようしようを浮かべたまま、龍禅は彼女の下裳を捲まくり上げた。乾いた指でそこに触れれば、もうすでにわずかな蜜が滲み出して花弁を濡らしている。

　龍禅は唾液で指を湿らせると、やや性急にその場所に指を突き立て、擦り始めた。

「あ……っ、や、痛……っ」

「……すぐに良くなる」

　親指で蕾をぐりぐりと擦り、震える花蓮の様子に少しだけ溜飲りゆういんを下げる。

　他の男と親しくしていても、こうやって淫らな悦楽を与えられるのは自分だけだと思うと、傷ついた自尊心が回復する思いだった。
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「あ、あ……っ」

「ほら、もう濡れてきた」

　指に纏まとわりつく蜜を見せつけるように花蓮の目の前に持って行き、龍禅はあえて彼女に辱はずかしめを与えるため、その指を丁寧に舐める。

「いやっ、やめて……！」

　視線をそらそうとした花蓮の顎あごを掴み、睨にらみつける。もう今は、彼女の言葉も抵抗も、何もかもが煩わしかった。

「余に、触れられるのがそれほど嫌なのか」

「ち、違います……わたくしは……っ、いっ……！」

　ぎり、と歯に力を込めて、喉元に噛みつく。

　痛みはさほどでもないだろうが、急所に歯を立てられた恐怖に、花蓮は石のように固まった。だがやがて、その肩が微かに震ふるえ始める。

「っ……ふ……」

　喉を詰まらせたような声が漏れた。

　さすがに龍禅も動きを止め、顔を上げて花蓮の様子を窺うかがう。

　――花蓮は泣いていた。

　歯を食いしばり、声を殺して、目から幾筋もの涙を流して。

　それはさながら雨の雫のように、ほたほたと音を立てて敷布の上へ落ちていく。

「花れ……」

「も、申し訳……ございません……」

　泣きながら、花蓮はしゃくり上げながら、頼りなく揺れる声で謝罪を紡つむいだ。一度ではない。何度も、何度も。

「申し訳ございません……陛下……どうか、お……っ、お赦ゆるし……を……」

「なぜ、謝る……」

「わ、わたくしが……至らない后だから……陛下にご迷惑を、おかけ……して……」

　何を言っているのだ、と掠れた声で龍禅は口にした。

　迷惑をかけられたと思ったことなど一度もない。

　至らない后だと思ったことも。

　けれどこの状況から、花蓮はそのように勘違いしてしまったらしい。先ほどの茶会で、何か自分が粗相そそうをしたから龍禅が怒っているのだと。

「も、もうご迷惑をおかけしないと……誓います……。ですから……っ、お願いです……、もうやめて……」

　咽むせび泣く声に語尾が震え、声が途切れ途切れになる。それでも花蓮は懸命に訴うつたえ続ける。痛々しく身体を震わせながら。

　その姿を見た途端に、冷水を浴びせられたかのように頭が急激に冷えた。

　自分はこの幼気いたいけな妻に怒り任せにこのようなことをして、どうしたかったのかと。一体何を望んでいたのかと。

　そもそも、花蓮が白閃に笑顔を向けていたからといって、どうして龍禅にそれを責める資格があるのか。

　彼女が屈託くつたくなく笑うことができないのは、龍禅の側に問題があるからに違いない。

　遠慮させてしまうのも、萎縮いしゆくさせてしまうのも、全て龍禅のせいなのだ。

　あれほど、離宮の完成を喜んでくれていた。

　あんなに、嬉しそうに微笑んでいた。

　それなのに、自分が彼女の楽しい気持ちを台無しにしてしまったのだ。

「……もう良い」

「え……？」

「――すまなかった」

　身体を起こした龍禅は花蓮の腕を縛いましめる帯を解くと、涙の浮かんだ眼差しから逃れるように大股で部屋を後にする。

　花蓮が呼び止めたが、振り向かなかった。

　今振り返れば、また彼女に酷いことをしてしまうかもしれない。それが怖かった。

　身体だけでも抱いていれば、少しは気が晴れるかと思ったのに……胸の中には、愛いとしい妻を苛さいなんだ罪悪感しか残っていなかった。







　ぱたん、と乾いた音を立てて閉まった扉を見つめながら、花蓮はのろのろと身体を起こして破れた衣裳の胸元を掻き合わせた。

　綺麗な、紫色の衣。

　龍禅の持っているものと、揃いの布地で仕立てた。

　引き裂かれたそれは、今の花蓮の心そのもののよう。

　花蓮は上掛けを羽織り、覚束おぼつかない足取りで卓子たくしへと歩いて行った。そして、その上に置いてあった手巾を抱きしめる。

　龍禅に贈ろうと思った手巾だ。

　縫いかけの、牡丹の鮮あざやかさが、今は殊更に空々しく感じられる。

　口に出せない思いを伝えるために、丹精込めて縫った品だったけれど、龍禅はそんなことを望んでいないのかもしれない。

　いや、きっとそうだ。

　そもそも彼は、最初の夜に言っていたではないか。

　珍しいから后にしたのだと。

　わきまえていたはずだった。

　それ以上は望むまいと思っていた。

　けれど、いつの間にか期待するようになっていたのだ。もしかしたら、龍禅が多少なりと自分に愛情を抱いてくれているのかもしれない。少しは、妻として慕したわしく思ってくれているのではないかと。

　今までずっと大事にしてくれていた彼の優しさに勘違いして、無意識に甘えていたのだ。

　愛してほしいだなんて……同じ想いを返してほしいだなんて、思い上がりも甚はなはだしい。

　お飾りの后はお飾りの后らしく、ただ大人しく彼の望むままに振る舞ってさえいればいいのだ。そうすれば、きっとこうして怒らせることもなかったはず。

　瞳から透明の雫しずくが、音もなく滑り落ちた。







「龍禅、おい龍禅……！」

　白閃が焦った様子で訪ねてきたのは、翌早朝のことだった。

　昨晩、龍禅は遅くまで強い酒を呷あおっていた。

　花蓮を傷つけてしまった自分に対する苛立ちや、嫌悪。酒に逃げてしまった弱さと、不甲斐ふがいなさ。そして、花蓮に対する申し訳なさ。

　それらの気持ちが相あいまって、寝起きの気分は最悪だった。

「……何か用か」

　痛む頭を押さえながら低い声で問いかけると、白閃は少しほっとしたように肩を落とした。龍禅の怒りが昨日に比べてだいぶ収まっていることを悟ったらしい。

　怒っているとすれば、それは理不尽な怒りを妻にぶつけてしまった自分に対してなのだが、そのようなことは白閃が知る由よしもない。

「お前が怒っている理由は何となく分かるがな、花蓮様に当たるような真似はやめておけよ」

　親友が昨日、花蓮にどのような無体を働いていたか知らないからこその台詞だ。

　罪悪感から押し黙った龍禅に、白閃は畳みかけるようにこのようなことを告げた。

「一応誤解を解くために言っておくがな……。花蓮様はお前の話を聞いて喜んでいただけだ」

　思いも寄らぬ言葉に、龍禅は頭から手を離して白閃を見上げる。

　彼は、大まじめな顔をしていた。それでなくとも、嘘を吐つくような人間ではないことは、子供の頃からの付き合いで分かっている。

「お前の小さい頃の話を聞きたいんだと仰ってな」

「余の……小さい頃の、話……？」

「ああ。饅頭を厨から盗んだ話とか、悪戯いたずらをした話とかな。あんなに目を輝かせた花蓮様、初めて見たぞ」

　あの笑顔は、そういう意味だったのか。

　そのような他愛もない話で、花蓮はあれほどまでに喜んでいたのか。

　事実を知るなり龍禅は横面よこつらを張り飛ばされたかのような気分に、立ち尽くした。遅れて、胸が切り刻まれたかのような痛みを訴える。

　花蓮はただ、龍禅のことを知りたがっていただけなのだ。そうして、龍禅本人には遠慮してしまって聞けないからと、白閃にそれを聞いたのだ。

　聞いてくれれば、いくらでも教えたのに。

　きっと花蓮は、少しでも龍禅に歩み寄ろうとしてそのようなことを聞いたのだ。

　それなのに、自分のやったことは何だ。

　頭に血が上るままに彼女を弄もてあそんで、傷つけて、言い分を聞こうともしなかった。

　昨日、花蓮が浮かべていた、ふんわりとした優しい笑みを思い出す。

　白閃に向けられていたものだと思っていた。

　けれど違う。

　あれは、夫のことを少しでも理解しようとする健気な妻の姿だったのだ。

　いきなり皇帝の命で后にさせられ、周囲から侮蔑ぶべつの視線を受けながらも、あれほど頑張ってくれていたひたむきな少女。

　辛い思いもしただろうに、きっと龍禅を煩わせまいと、一度も告げ口をすることのなかった。

　そんな健気な娘を、龍禅は一方的な誤解のままに、足蹴にして踏みにじってしまった――。

　無言のまま白閃に背を向けた龍禅は、いても立ってもいられず後宮へと足を向ける。

　すると、丁度花蓮の部屋の前には玉蘭が佇たたずんでいた。手には、食事の載った膳を持っている。

　下げるところらしいが、ほとんど減っている様子が見受けられなかった。

　彼女は龍禅の姿を見るなりその場にひれ伏そうとするが、龍禅はそれを押しとどめるように早口で問うた。

「花蓮はどうしている」

「あ、その……」

　一瞬言いよどんだ玉蘭だったが、龍禅が「言え」と命じると、躊躇ためらいながらも口を開く。

「……花蓮様は、大層打ち沈んでいらっしゃいます。昨日からずっと、涙を流されていて……。今はお会いできないのではないでしょうか」

　花蓮の沈痛の原因を薄々勘づいているのか、玉蘭がちらと龍禅を見やった。

　彼女自身にそういう意図はなかっただろうが、まるで責められているかのようだ気分だ。鉛なまりを飲み込んだかのような重苦しさに、言葉が出なかった。

　ずっと、泣いているのか……あれから、ずっと。

　自業自得とはいえ、泣いている姿を想像して、胸が張り裂けそうなほどに痛い。

「……また、出直す」

　何とかそれだけを言いその場を後にしようとすると、玉蘭が静かな声をその背にかけた。

「陛下は、花蓮様を心から愛していらっしゃるのですね……」

　何を思ってそのようなことをいきなり言ったのかは分からない。

　けれど龍禅は、返事を躊躇わなかった。

「ああ、そうだ……。余は、花蓮を愛している」

　愛しているからこそ、こんなにも苦しいのだ。







　悲しんでいても、時間は待ってはくれない。

　花蓮の住処が離宮へと移って、一週間が経った。

　移動に際して荷物などの運搬は全て玉蘭ら宮女たちがやってくれたが、何をどこに置くかなどの指示は全て花蓮が出さなければならない。

　それなりに、慌あわただしい日々を過ごしていた。

　その間、龍禅は一度も花蓮の許を訪れていない。

　玉蘭も明華も、政務が忙しいのだと慰めてくれるけれど、きっとそれだけが理由でないことは花蓮にだって分かっていた。

　龍禅は、自分の顔を見たくないのだ。

　取り乱して、あんなふうにみっともなく泣いた后になんて、会いたくないのは当然だ。

　それでも、無性に寂しかった。

　龍禅と二人で食べた夕食はあんなに美味しかったのに、今は砂を噛むようだ。

　あんなに綺麗だった庭園の牡丹も、蓮池の金魚も、今は何の心の慰めにもならない。

　何を食べても、何を見ても、龍禅が共にいれば……龍禅だったら……とそのようなことばかりを考えてしまう。

　離宮の外から足音が聞こえれば龍禅かと期待し、違った時には大いに落胆してしまう。

　たった二週間。それなのに、龍禅の笑顔がもうこんなにも懐かしい。

　十八年というこれまで過ごしてきた人生において、龍禅が傍そばにいない年月のほうが多かった。だというのに、彼と過ごした日々のほうがこんなにも色鮮やかに胸に蘇よみがえる。

　どこでも邪魔者だった自分に、居場所を与えてくれた。彼なしの生活なんて、もう考えられない。

　物憂ものうげに考え込む花蓮の膝の上で、花花は扉の外を気にするような素振りを見せている。

　ここのところ、花花はずっとこんな調子だ。

　塞ぎ込んでいる主人から離れることはしないものの、誰かを待ち望むかのように視線を落ち着きなく巡らせる様子が、いじらしかった。

「花花……龍禅様に会いたい？」

　問いかけると、ニャァと返事があった。まるで、花蓮の言葉が分かったかのように。

「そうね……。わたくしも、お会いしたいわ……」

　猫相手だと、つい本音が零こぼれてしまう。

　そんな花蓮に対し、玉蘭が気遣わしげな視線を送った。

「花蓮様、大丈夫ですか？　今日も、あまり顔色がよろしくありませんね」

「ごめんなさい、心配をかけて……」

　この一週間、花蓮はほとんど食事をまともにとれていない。

　玉蘭も明華も心配し、もっと食べるようにと勧めてくれるけれど、どうしても入らないのだ。

　けれど、いつまでもこんな生活を続けていては彼女たちにも迷惑をかけてしまう。いい加減、何とかしなければ。

　悩んでばかりでは、何も解決しないことは分かっている。

　自分から動かなければ、何も始まらないのだ。

　もう、花蓮は実家の離れにいた時の無力な少女ではない。この国の……龍禅の后として、自ら考え行動する強さを持たなければならない。

　もちろん怖くないわけではないし、拒絶されたらと思うと足が震える。

　それでも、何もしないで悩んで結局後悔するよりは、行動を起こして失敗したほうがよほどマシだ。

　花蓮は、静かに顔を上げた。

　嘆くのはもう終わりにして、きちんと自分の気持ちを龍禅に伝えよう。

「玉蘭。わたくし、陛下にもう一度謝ろうと思うの……。そして、陛下のことをお慕い申し上げていることを告げるわ」

「まあ、花蓮様！」

　窓ふきをしていた明華がそれを聞きつけ、はしゃいだ声を上げる。

　毎日塞ぎ込んでいた花蓮がようやく前向きな発言をしたことに、心から喜んでいるようだった。

「私、応援します！　さっそく、陛下に御文を書きましょう？」

「ええ……そうね」

　花花を膝から下ろすと、花蓮は卓子へ向かった。そして、明華の用意してくれた紙に、筆を滑らせる。

　その時、玉蘭がふと思いついたようにこのようなことを口にした。

「せっかくですから、あの縫いかけの手巾を完成させて、お手紙に添えてお渡ししたらいかがでしょう」

「え？　手巾を？」

「ええ、そうです。前もって花蓮様のお心をそれとなくお伝えしておいたほうが、心構えもできますでしょう？」

　確かに、玉蘭の言うとおりだ。

　いきなり気持ちを伝えるより、そのほうが緊張も和やわらぐような気がする。

　手紙を書き終えた花蓮は、久しぶりに手巾を手に取り、針に糸を通した。何だか背筋が伸びる気持ちだった。







　集中して作業にあたったためか、翌朝にはもう手巾の刺繍は完成していた。

　あくまで想いは直接伝えたいから、文には、できればお時間のあるときにお会いしたい……ということだけを書いている。

　けれど朝昼は龍禅も政務で忙しいだろうから、文を届けるのは夕刻以降がいいだろう。そんな玉蘭の案に従い、花蓮は落ち着かない思いで夜を待った。

　やがて夜の帳とばりが落ち、月が優しい銀色の光を地上に注ぎ始めた頃、花蓮は書いた文を明華に託した。

「それでは明華……お願いね」

「はい、お任せくださいませ！」

　心強い返事に緊張が少し解れる。

　花花を抱いたまま、花蓮は龍禅の訪れを待とうとした、その時だった。

「……悪いけれど、行かせるわけにはいきません」

　そんな言葉と共に、唐突に、玉蘭が明華の前に立ち塞がったのは。

　はじめは、花蓮も何かの冗談かと思った。玉蘭でも、こんな風にふざけることがあるのだと。

　明華もそんな考えだったのだろう。

　笑いながら、玉蘭の脇を通りすぎようとする。

「もう玉蘭さんったら……何言ってるんですか、通してくださいよ」

　しかし、そんな明華の腕を玉蘭が捩ねじり上げ、突き飛ばした瞬間、花蓮はこれが悪ふざけでも何でもないと悟らざるを得なかった。

「玉蘭……!?」

　小さく呻うめき声を上げる明華に慌てて駆け寄ると、花蓮は驚愕きようがくと非難を込めて玉蘭を見る。

　すると彼女は、これまで見たこともないような酷薄な笑みを浮かべた。

「その手巾を今、陛下に渡されると困るの。あなたにはここで死んでもらうわ」

「死んで……？　玉蘭、いきなりそんなことを言い出すなんてどうしたの？」

　質問に、玉蘭は答えなかった。虚うつろな瞳で、明華から手巾を取り上げる。

「貴女が死んだ後、この手巾を見た時の陛下の顔が見物だわ」

　それは狂気を孕んだ、ぞっとするほど冷たい響きだった。

　美しい顔に浮かんだ笑みと、玉蘭がその唇から発した「死」という言葉が結びつかず、一瞬何を言われたのか分からず花蓮は愕然がくぜんとする。

　これは一体誰なの……？　と。

　それでもまだ、玉蘭に自分の声が届くと信じて、花蓮は呼びかけた。

「玉蘭、あなたらしくないわ。何か悩みか、事情があるのなら――」

　冗談でないとすれば、玉蘭がここまで思い詰める何かがあったのかもしれない。例えば、誰か花蓮を快く思わない高官に家族を人質にとられて「皇后を殺せ」と命じられたとか、そんなことが。

　しかし、次いで玉蘭が口にした言葉は、更に花蓮を混乱の極みへと落としただけだった。

「いいえ。悩みなんてありませんわ。あなたが想像しているような事情もね」

「だったら、どうして……」

　困惑こんわくする花蓮に鋭い視線を向け、玉蘭は言い放つ。

「皇帝よ。私の大事な人は、あの男に殺されたの」

　花蓮の思考が一瞬停止した。

　玉蘭の大事な人を、龍禅が殺した？

　だけど、あの優しい龍禅が、何の理由もなく人殺しなどするはずがない。

「玉蘭、何かの間違いではないの？」

「間違いなんてあるはずがないわ！　あいつは私から大事な物を奪った！　だから、私もあ男を同じ目に遭わせてやるのよ……！」

　あははは、と甲高かんだかい笑い声が木霊した。

　蹲うずくまっていた明華は常軌を逸いつした玉蘭の態度にがくがくと震え出し、花蓮もまた、気丈に振る舞ってはいるものの心臓が凍りつくような心地だった。

　龍禅が、玉蘭の大事な人を殺した？　いきなりそのようなことを言われても、理解できるはずがない。

「お願い玉蘭、落ち着いて……！　あなたの言いたいことが分からないわ……！」

「ふふ……そうでしょうね。けれど、今から死にゆくあなたに話す必要はないわ」

　花蓮の必死の説得も空しく、玉蘭は一向に聞く耳を持ってはくれなかった。

　よどんだ瞳にぎらぎらとした獣のような光を宿すと、彼女は懐に手を差し入れる。そこから取り出されたものを見て、花蓮は目を瞠みはった。

　玉蘭の手には、短剣が握られていた。

　彼女の瞳に宿る狂気そのままに、鈍く歪ゆがんだ光を返している。

　一体いつから、そんなものを隠し持っていたのだろう。少しも気づかなかった。

　本能的な恐怖を覚えて後退あとずさったが、扉を玉蘭に塞がれて他に逃げ場などあるはずもない。それに、腰を抜かした明華を置いて自分だけ逃げるわけにも。

　じりじりと距離を詰める玉蘭の前にあって、花蓮はただの無力な少女でしかなかった。

　誰か、と叫ぼうとした瞬間、それを敏感に察した玉蘭が信じられないほど素早い動きで短刀を振りかざした。

「花蓮様、危ない！」

　短剣を掲げて斬りかかる玉蘭の姿に明華が悲鳴を上げたが、恐怖で凍りついた花蓮の足は微動だにしなかった。

　それでも、腕に抱きかかえて花花だけは守ろうと、必死で体を捩る。

　刃先は上衣を引き裂き、その向こうにある花蓮の腕を傷つけた。

「いやぁぁぁっ!!」

　明華が、見ていられないというように目を両手で覆う。

　花蓮は、奥歯を食いしばって何とか悲鳴を堪こらえた。

　けれど傷口からは痛々しく血が滲み、珠を結んで次々と滑り落ちていく。床に敷かれた絨毯に、赤い染みがじわじわと広がっていった。

　驚いた花花が花蓮の腕の中から飛び降り、一目散に離宮の外へ出て行く。

「花花!!」

　声を上げて呼んだけれど、花花は振り返りもしなかった。

　痛みに呻く花蓮に近づくと、玉蘭はその喉元に刃を突き付けたまま、明華に命じる。

「できるだけ丈夫な帯を四つほど持ってきなさい。早くしなさい。妙な真似でもしようものなら、花蓮様を殺すわよ」

「ひっ……」

　明華は真っ青になりながらも、何とか主を守らねばという忠誠心が働いたのか、素直に玉蘭の言葉に従った。

　震える足取りで衣装箱へと近づくと、その蓋ふたを開けて中から帯を引っ張り出す。色とりどりの鮮やかな帯を震える手で掴み上げた明華は、玉蘭の言った通りに丈夫な物を選んで持ってきた。

　それを見て満足そうに頷いた玉蘭は、明華に、花蓮の両手両足を縛るよう命じた。

　横暴な命令に、明華が悲鳴のような声を上げる。

「どうしてそんなこと……っ!?」

「早くなさい。花蓮様の喉を掻き切ってもいいの？」

　明華の反駁はんばくを、玉蘭は強く、淡々とした口調で遮さえぎる。脅おどしではない。殺そうと思えばいつでも殺せるのだと示すかのような態度だった。

　震えながらも、明華は一言謝罪してから、花蓮の手足を縛る。

　はじめはわざと緩く縛ろうとしていたのだが、そのような小細工に玉蘭が気づかないはずもない。

「もっときつく縛りなさい」

　威圧的な命令口調に、明華は従順になるしかなかった。

　指先すら動かせぬよう縛られた花蓮を突き飛ばしてその場に転倒させた玉蘭は、次に明華へと近づき彼女の手足を同じようにきつく縛った。

　そうして二人の口も布で縛って声を出せなくすると、一旦、部屋の外へと出て行く。

　これから一体何が起こるのだろう。

　何とか身を起こした花蓮は、明華と顔を見合わせた。二人は同じ恐怖の許、声もなく、しかし互いに励はげますようその身を寄せ合った。

　ほどなくして、玉蘭が戻ってきた。

　その手に燭台しよくだいと、小さな油壷が握られているのを見た瞬間、花蓮は――恐らく明華もだろう――玉蘭が何をする気なのかを知って、戦慄せんりつした。

　そんな二人の恐怖を、まるで玉蘭は何か面白い見世物を目にしたかのように、楽しげに見やる。

「ふふ……怖い？　もっともっと、恐怖すればいいわ」

　めらめらと燃える松明たいまつの炎越しに見える玉蘭の笑みは凄絶せいぜつなまでに美しく、このような狂った状況には似つかわしくないはずだ。それなのになぜか、花蓮にはその光景がとてもしっくりとくるように思えてならなかった。

　悲痛な呻き声を上げた花蓮だったが、もはや玉蘭からの返事はなかった。

　彼女は手にした油壷を絨毯や寝台に染み込ませると、燭台の火を順々に移し、燃やし始める。

　ぼっ、と音を立ててそこかしこで炎が燃え上がり、布や調度品が焦げる嫌な臭いが漂い始めた。

「……お前にはこのまま焼け死んでもらうわ」

　静かにそう言い残した玉蘭は、火が回り始めたのをしっかりと確認すると、一人だけ離宮を出て行く。

　口を縛められててなお、花蓮はあらん限りの声を上げようとした。それにつられたように、明華も一緒になって呻く。

　だが、窓も扉を完全に締めきられた状態で、その声がどこまで外に響くだろうか。

　少なくとも、最も近くで花蓮たちを警護しているはずの兵士たちには聞こえないようだった。

　煙が目にしみて、自然と涙が溢あふれてくる。

　呼吸が苦しい。

　背後で大きく咳せき込む明華に励ましの声をかけながらも、花蓮自身怖くて不安で堪らなかった。

　このまま、自分たちは焼け死んでしまうのだろうか。玉蘭の思惑通りに。

　そんなのは絶対に嫌だ。

　まだ、龍禅に謝っていない。想いを伝えていない。

　この絶体絶命の状況にあって、非力な花蓮に何ができただろう。

　だけど、生きることを諦めたくはなかった。

　咳き込みながら何とか手を縛める帯を解こうと力を込める。けれど、少しも拘束が緩む気配はない。

　そのうちに背後で明華が倒れる気配がした。

「うぅ……っ!?」

　首を後ろに傾けて様子を窺ったが、明華はぴくりとも動かない。

　青ざめた花蓮は、無駄だと知りつつも再び呻き、心の中で愛しい人の名を呼んだ。

　誰か……、助けて……龍禅様……と。







　一方、時を遡さかのぼること少し前、離宮を脱走した花花はまっすぐ龍禅の部屋まで向かっていた。

　書類に目を通していた龍禅は、突然窓から飛び込んできた花花の姿に驚く。

　いつもは一目散に母猫のところに行くはずの子猫が、なぜか今日に限ってそうせず、尋常でない鳴き方を繰り返すのだ。

　まるで、何かを伝えようとしているかのように。

「どうした、花花……」

　立ち上がった龍禅は、花花へ近づき抱き上げようとする。

　しかし、その斑まだら模様の毛皮の一部が赤い色に染まっているのを見つけ、血相を変えた。

　――血の色だ。

　慌てて花花を抱き上げ、怪我がないか確認するも、どうやらそれはこの子猫自身のものではないようだった。

　まさか、花蓮に何かあったのか……？

　猫の毛にべったりと付着するくらいだ。少し指先を切っただとか、すりむいただとか、その範囲の出血量では恐らく、ない。

　ざぁっと、波打つような音がして全身の血が引いていく。

　門の前は兵士が守っている。

　それでなくとも、宮廷内には身元の確かな者しか入れない。雇う際に、きちんと素性を調査するからだ。

　いくら花蓮に反感を抱いている者がいたとしても、皇后に手を出したら死罪は免まぬかれない。そのようなことは、子供でも分かるだろう。

　けれど、もし、それでも花蓮に害を為そうとする輩やからがいたとしたら――……？

　今、彼女に何かあったら、きっと自分は一生後悔してもしきれない。

「誰か、兵たちを呼べ!!」

　すぐさま部屋の外へと呼びかけた龍禅は、壁際に立てかけていた剣を佩はいて部屋の外へ飛び出した。

　すぐ近くの部屋で休みを取っていた白閃も、騒ぎを聞きつけ慌てて飛び出してくる。

「龍禅、どうした」

「分からん。だが……花蓮が危険かもしれぬ」

　白閃に遅れ、武装した兵たちがその場に到着した。

　彼らに共に来るよう指示を出すと、龍禅は誰よりも先に離宮へ駆けつける。

　そして、建物から白い煙が上がっているのを目撃した。

　扉の警護を任せていた兵士たちはなぜか眠っており、玉蘭だけがそこに佇んでいる。

「玉……」

　声をかけようとして、龍禅は思いとどまった。

　彼女は、駆けつけた龍禅を見て、どこか虚ろで不気味微笑を浮かべていた。燃える離宮を背景に佇む彼女の白い顔はまるで、幽鬼のようだ。

　ぱちぱちと火の粉が飛んでくる。

　いくつもいくつも、まるで雨あられのように。

　龍禅はそれを、怯えた目で見やりながら後ずさった。あの日、母が焼け死んだ夜の光景が、今くっきりと眼裏に蘇る。

　怖い。

　母を食らい殺した火が。

　自らの腕に癒えぬ火傷を負わせた火が、怖い。

　手は勝手に震え、その震えを鎮しずめるためにもう片方の手で抑えつけるが、止まらなかった。

　その龍禅を見て、玉蘭は満足そうに笑い声を上げた。虚ろなようで、妙に満足したような声だった。

「その顔が見たかったのよ。お前に復讐できる日を待っていたわ」

「復讐……？」

「花蓮様は中よ。今頃、苦しみ焼け死んでいる頃かも」

　心底楽しそうなその言葉に、血が沸騰するほどの怒りを覚えたが、今は玉蘭を問い詰めているべき時ではない。

「その宮女を捕らえておけ」

　兵士たちに短く命じた龍禅は、眼光鋭く燃え盛る後宮を見つめる。

　中に、花蓮がいる。

　どれほど怖い思いをしているだろう。

　どれほど苦しい思いをしているだろう。

　きっと、助けを求めているはず。あの日の母のように。

　目の前の燃え盛る離宮が、母の住んでいた部屋と重なる。

　あの時は助けられなかった。けれど、今度こそ。

　そう思えば、自然と震えは収まった。

　龍禅は、隣に立つ白閃と目を合わせ、頷き合う。そして、蓮池の傍に置いてあった桶に水を汲くむと、それを頭から被って迷わず離宮の中へ飛び込んでいった。

　普段の、火を怖がっていた彼からは想像もつかないほどの勇敢ゆうかんさであった。

「花蓮!!　花蓮、どこだ！」

「花蓮様!!　明華!!」

　二人して叫びながら、ごうごうと唸うなり声を上げる炎の中を突き進む。油でも巻いたのか火の周りは早く、苛烈かれつだった。

　そうして、花蓮の居室へと繋がる扉を開いた瞬間、龍禅は見つけたのだった。

　両手足と口を縛られ、青ざめた顔で倒れ伏す愛しい后の姿を。







　視界が、意識が、どんどん霞かすんでいく。

　もう、咳き込む気力すらない。

　ああ、このまま死ぬのね……と、ぼんやりと思った。

　もうとうに抵抗する気力も体力も失せ、逃げる力などどこにもなかった。

　不思議ともう怖くはなかった。煙を吸い過ぎて朦朧もうろうとしていたせいかもしれない。

　身体に力が入らず、倒れてどのくらいの時間が経っただろう。

　ほんの少しの間にも思えたし、とても長い時間にも感じられた。どちらにせよ、きっともう助からない。

　後悔があるとすれば、明華まで巻き込んでしまったことだろうか。

　玉蘭の話から察するに、彼女は花蓮一人の命さえ奪えればそれで良かったはずだ。

　せめて、誰かこの火事に気づいて、明華だけでも助けてくれればいいのだけれど、一向に助けが来る気配はない。

　玉蘭が何かしたのかもしれないが、今の花蓮にそれを知るすべはない。

　龍禅様……。

　心の中で、愛しい人の名を呼ぶ。もう、何度も、何度も繰り返した。

　せめて死ぬ前に、一言だけでも伝えたかった。

　貴方様を愛しています。心の底から、お慕い申し上げています……と。

　こんなことになるのなら、もっと早くに伝えておけば良かった。

　けれどもう今となっては、それも贅沢ぜいたくな望みだ。

「……蓮」

　ああ、幻聴が聞こえる。

　人は死の間際に走馬燈そうまとうを見ると言われているけれど、どうやら花蓮にとって見たい思い出というのは龍禅のものだったらしい。

　声だけではない。

　花蓮の目の前には炎を掻き分けるようにしてやってくる龍禅の姿が見えていた。

　龍禅様だわ……。

　布の奥で、口元を緩ゆるめる。

　彼は必死な顔をして、何かを叫んでいた。

　最後くらい満面の笑顔を見たかったけれど、死の直前に龍禅の幻影を見られたのなら、それだけでも幸せなことだったかもしれない。

「花蓮……花蓮！」

　がくがくと揺さぶられ、口元の布を外される。幻影にしてはやけにはっきりとした感触だった。

「しっかりしろ、花蓮！　今、助けてやるからな」

「龍禅……様……？」

　ぼんやりと、名を紡ぐ。

　幻影ではない。確かな温もりが今、花蓮の身体を力強く抱いている。

　なぜ……。

　彼は火が怖いはずではなかったのか。それなのに、こんな危険な火の海に入って助けに来てくれるなんて。
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　なぜ……？

　あんなに怒らせたのに。もう二度と、笑顔を向けてもらえなくても仕方がないと思っていたのに。

「なぜなのですか、……龍禅様」

　三度目の問いかけは、自然に声となって零れ出していた。

　龍禅は、掠かすれた声で叫ぶように答える。

「お前を大事に思っているからに決まっているだろう……！」

　大事？　誰が？　わたくしが……？

　問い返そうと口を開いた花蓮だったが、もはやその声は音にならぬまま、燃える炎の唸りに掻き消された。

「しっかりしろ、花蓮……花蓮？」

　どこか遠くで、龍禅がそんな風に自分を呼んでいるのが聞こえる。

　けれどそれを最後に花蓮の意識は暗澹へと沈んでいき、何もかも闇へと呑まれてしまったのだった。





　　　五話　光の許で







　煙を吸いすぎて意識を失った花蓮は、龍禅の手によって典医てんいの許へと運ばれた。

　共に縛られていた明華も、白閃が助け出したおかげで一命をとりとめた。

　花蓮は腕に軽い火傷やけどを負っていたものの、命に別状はないそうだ。ただ、髪が炎の熱で焦こげてしまったため、眠っている間に短く整えたらしい。

　穏やかな表情で眠る花蓮の短い髪を撫なでながら、龍禅は崩れ落ちそうになるほどの安堵あんどを覚えた。

　あのまま花蓮を失っていれば、間違いなく自分は正気を保てなかっただろう。

　捕らえた玉蘭の手には、牡丹ぼたんの刺繍ししゆうがしてある手巾しゆきんが握られていた。兵士たちが没収しそれには、花と共に龍禅の名も刺繍されていた。

　不思議に思って聞くと、明華曰いわく、それは花蓮の想いが込められた手巾だったそうだ。

「陛下にお渡ししようと、花蓮様が何日もかけて縫っていたものです……」

　彼女は牡丹の花を刺繍しながら、はにかんだように笑い、龍禅に渡す日を心待ちにしていたのだという。

　牡丹の花は、焔国では恋愛の象徴とされている。秘められた妻の想いを知って、龍禅は涙が溢あふれる思いだった。

　花蓮はきっと、直接伝えられない想いをこの手巾に込めて、龍禅に贈ろうと思っていたのだ。いつの日からか、彼女は龍禅のことを大事に思ってくれていたのだろう……。

　いや、恐らくは最初からそうだったのだ。

　共に話し、接していく内に、彼女のその想いはもっと強いものへと変化していった。その証が、この手巾なのだろう。

　最も近くにいたはずなのに、そんな花蓮の真心にも気づけなかった己は、心底愚かだった。

「花蓮、早く目覚めてくれ……」

　龍禅は眠る花蓮に寄り添い、彼女が早く目覚めるよう話しかけ続けた。

　花蓮が目覚めたら、たくさん伝えたいことがある。

　酷いことをして悪かったということ。

　ずっと傍そばにいてほしいこと。

　愛している。

　だから、隣でいつも笑っていてほしいと……。

　龍禅は毎日、花蓮の許を訪おとずれた。目覚めなくても、そうするつもりだった。

　后が倒れたとどこかから聞きつけた高官が、早速このような事態に陥おちいった時のために妾妃しようひをと言ったが、龍禅は鼻にもかけなかった。

　後にも先にも、自分にとって后は花蓮だけでいい。

　たとえ、彼女がこのまま目覚めなくとも。

　そんな中、白閃から玉蘭の取り調べが終わったとの報告があり、龍禅は彼女の捕らえられている牢ろうを訪ねていた。

　暗い、石造りの牢の中に、玉蘭はあの夜と同じ姿のままでいた。

　髪は乱れ、着物は土埃つりぼこりで薄汚れている。そして数日間食事を口にしていないとの言葉どおり、頬は少しこけていた。

　訪れた龍禅の姿に、彼女は敬意を払うどころか侮蔑ぶべつの視線を投げかけながら、不遜ふそんに腕組みをして迎えた。

　その瞳には、隠しようもない憎悪がありありと浮かんでいる。

　取り調べの内容は既に龍禅の耳にも入っており、彼女がこうした感情を自分に向ける理由を、龍禅も分かっていた。

　鉄格子てつごうしの外から、龍禅は静かに問いかけた。

「……そなたは我が兄、宗徳そうとくの婚約者だったそうだな」

「そうよ」

　顎あごを少し上げて、どこか誇ほこらしげに、そして剥むき出しの敵意で玉蘭が答える。

　彼女は取り調べに対し、龍禅の大勢いた兄の内の一人――宗徳の名を出し、結婚の約束をしていたのだと答えたのだという。

　愚かなことだ。

　龍禅は心の中で嘆息した。

「こんなことをして、逃げられるとでも思ったか」

「元より逃げる気などないわ」

　尊大な笑みを浮かべ、玉蘭が言った。

　負け惜しみや、悔くやし紛れの戯ざれ言ごとではないだろう。

　彼女は、花蓮の護衛として離宮の外に立っていた兵士たちに薬入りの饅頭まんじゆうを渡して眠らせた上で、離宮に火をつけたのだ。

　そこからは、この事件が計画的なものだったことや、花蓮や明華への殺意が明確であったことが窺うかがえる。

「私は、花蓮を殺されて死罪になろうとどうなろうと、構わなかったのよ」

「何……？」

　皇帝に対する畏怖いふや尊敬などそこにはなく、ただ赦ゆるしがたい敵として、龍禅を睨ねめつけていた。

「ただ、お前の絶望した顔さえ見ることができればそれで良かったの。――母親が死んだのと同じ方法で愛する后を殺されれば、きっと死ぬより地獄だったでしょうに」

　心底残念そうな、悔しそうな様子に、龍禅は静かに問いかける。

　燃え盛る離宮を見た時、殺してやりたいほどの憤怒ふんぬが体中を駆け巡った。けれど花蓮が助かった今、もはや玉蘭のことなどどうでもいい。

　正直に言えば、もう顔すら見たくなかったのだ。それでも、花蓮を傷つけようとした理由を、龍禅は夫として知らなければならなかった。

　怒り任せに喋しやべるのではなく、ただ淡々と、事実を突き止めようとする冷静な皇帝の姿がそこにはあった。

「復讐と言ったな。なぜそこまで余のことを憎んでいる」

　途端に、突き刺すような声が上がった。

「お前があの人を殺したのよ！　蛮族ばんぞくの血を引いていて野蛮な弟だと、宗徳様はいつも仰おつしやっていたわ！」

　言葉の内容に苛立つでもなく、あの兄の言いそうなことだ、と龍禅は呆あきれと共に嘆息した。

　兄たちの中でも、宗徳は特に龍禅のことを嫌っていた。

　自身の母が、大貴族であったにも拘かかわらず先帝からあまり寵愛されなかった劣等感から、そのような態度をとっていたのかもしれない。あるいは、幼い頃から教師に優秀と褒められていた弟に対して、単純に敵対心を抱いていたからか。

　彼の亡くなった今となっては、知る由よしもないが。

「……そなたは何か勘違いをしているようだ」

　そんな龍禅の言葉を、玉蘭は鼻で笑った。もとより、龍禅の言葉などに耳を傾ける気などないことが明白だ。

「汚らわしい蛮族が。何が勘違いよ。帝位を我が物にするために、お前が宗徳様や他のご兄弟を殺したことくらい分かっているわ」

「その復讐のためにわざわざ、伯はく家の養女となったのか」

「ええ、そうよ。復讐のためなら、私は何でもすると誓ったの」

　玉蘭は、躊躇ためらいもはぐらかしもしなかった。その瞳の奥には、復讐に対する決意が爛々らんらんと燃え盛っていた。

　元々玉蘭は、そう裕福ではない町娘だったらしい。

　けれど天涯孤独の彼女を哀あわれんだ大商家である伯家の当主が、養女として迎えたということになっている……表向きは。

　けれど実際は違う。

　彼女は、色仕掛けで伯家の当主に取り入り、自らを養女として宮廷に送り込むよう強請ねだったようだ。伯家に関して秘密裏に調べている内に分かったことだ。

　龍禅に復讐をするためには、宮女として宮廷に潜もぐり込むのが一番だ。

　そして宮女として仕えるためには、一定以上の身分が必要である。雇用の際にも、妙な人間を宮廷に入れないようある程度身辺が調べられるからだ。

　身元が確かでなければ、宮廷では雇っては貰えない。だから玉蘭は伯家の養女となり、念のため名前も変え、侍女として宮廷に仕え始めた。

　そうして、龍禅と花蓮の中が最も深まる時を虎視眈々こしたんたんと狙っていたのだ。

　愛が深まれば深まるほど、失った時の悲しみも比例して大きくなるから……と。

　そうして、あえて仲たがいするように持って行き、離宮に火をつけた。

「仲たがいをしたまま愛する相手が死ねば、お前が地獄の苦しみを味わうと思ったのよ」

「……愚おろかだな」

　呆れているわけでもなく、怒りを覚えているわけでもなく、ただ哀れみを持って龍禅はその言葉を口にした。

　そこまでして龍禅に復讐を誓ったのは、彼女が宗徳を心から愛していた証拠だろう。

　彼女がまだ町娘だった頃、宗徳は美しい容姿を見初めて付き合っていたようだ。そして頻繁に、結婚の言葉を口にしていたらしい。

　玉蘭もそれを本気にしていたからこそ、ここまで宗徳にのめり込んだのだろう。

　けれど宗徳のほうは、本気ではなかった。

　相手が悪かったのだ。

　元々宗徳は道楽好きな男で、しょっちゅう街へ繰り出しては妓楼ぎろうなどに通っていたほどである。その魅力的な顔を利用して、何人もの女たちを虜とりこにしてきたことを、龍禅は知っている。

　町娘に手を出したのも、ほんの気まぐれだっただろう。

「そなたには酷な話だが、兄の宗徳には大勢の妾めかけがいた」

「今更そのような嘘に私が騙だまされると思って？」

　龍禅の言葉を、心を揺さぶるための戯れ言だと思っているのか、玉蘭が動じた様子はない。それでも龍禅は、自らの知っている兄の姿を話し続けた。

「“燕州えんしゆうで結婚式を挙げよう、そこに別荘を持っているから”などとは言われなかったか。兄は女たらしで、あらゆる女に同じ口説き文句を用いていたようだ」

　その言葉に覚えがあったのか、玉蘭の表情がぴくりと動く。それでもまだ宗徳のことを信じる心には揺らぎなく、龍禅を睨にらみつけている。

「そなたは、余が兄を殺したと思っているようだが、それは大間違いだ。宗徳は、嫉妬しつとで刺し殺されたのだ。そなたと同じように、結婚しようと誑たぶらかされた女にな……」

「ふん……。そんなこと嘘よ。何を言われても信じないわ。私を騙そうと思っても、そうはいかないわよ」

　余裕の笑みは、宗徳に絶対の信頼を寄せている証であった。

　龍禅の胸に、憐憫れんびんの情が湧き起こる。だがここで情けをかけるわけにはいかない。

「……では一度でも宮廷に連れてきてもらったことはあったか？　誰か、宗徳の母親なり家族でも紹介されたことはあったか？」

「それは……」

　そこで初めて、玉蘭が言いよどむ。苦しげな沈黙が答えであった。

　畳みかけるように、龍禅は扉を叩いて牢の外へと呼びかける。

「入れ」

「はい、皇帝陛下」

　そこから現れたのは、身ぎれいな恰好かつこうをした九つ程度の男の子だった。

　彼の顔を見た瞬間、玉蘭がはっと息を呑のむ。そこに、ある人の面影を見たからだろう。

「宗徳……様……」

　わなわなと震える唇から、掠かすれた声が吐き出される。

　龍禅は男の子を抱き寄せながら、なおはっきりと玉蘭に顔が見えるよう、前に押しやった。

「兄にそっくりだろう。……兄の子だ。宗俊そうしゆんと言う。母親は女官をしており、宮廷内に共に住んでいる」

「そんな……」

　玉蘭の目線の先が、男の子の首にいく。そこには、紐ひもにくくりつけた指輪があった。

　それは、いつも宗徳が身に着けていたもの。

　財力を誇示するかのように悪趣味なごつごつとしたもので、死の際、唯一の子であったこの男児に遺された形見だ。

　さすがにそこまでのものを見せつけられれば、龍禅の言を信じざるをえなくなってしまっただろう。

　玉蘭は放心状態で、同じ呟つぶやきを繰り返す。

「嘘……嘘……そんなの嘘よ……」

　自分をこれまで支えてきた憎しみが、逆恨みであったことを知ったのだ。無理もない。

　哀れな女に背を向け、龍禅は言葉もかけずその場を立ち去った。

　もう、彼女に用はなかった。







　花蓮が目覚めたのは、それから三日後の明け方のことだった。

　診療室に書類を持ち込んで政務に当たっていた龍禅は、微かな声と共に彼女が目覚めたことを知った。

　慌あわてて寝台の傍へと近寄り、両手を取る。

　祈るような気持ちでじっと眺めていると、やがてうっすらと花蓮の目が開き、翡翠ひすい入りの輝きが現れた。

　花蓮は一瞬、自分がどこにいるのか分からないようであった。

　頼りなげにと視線をさまよわせると、その目が龍禅の姿を捉とらえ、小さく見開かれる。

「龍……禅様……？」

「花蓮……！」

「わたくし……」

　起き上がろうとする花蓮を手助けすると、龍禅は迷うことなく彼女を抱きしめた。

　一週間眠り続けていたおかげで花蓮は少し痩やせ、前以上に細く折れそうな体をしている。

「龍禅さ……」

「無事に……目覚めて良かった。そなたは、あれから一週間も眠っていたのだぞ……どれだけ心配したことか……」

　声を、肩を震わせ龍禅は花蓮の無事を喜ぶ。

　このまま、一生目覚めなかったらどうしようかと思うと、怖かった。

　医師は大丈夫だと言っていたけれど、それでも不安だったのだ。

　二度と彼女の笑顔が見られないかもしれない。

　二度と、彼女と話せないかもしれない。

　そう思えば、暗闇に一人取り残されたかのような気分だった。

　龍禅にとって花蓮は、月の光であった。

　不安な心を優しく包み込み、闇を照らしてくれる、柔らかな月の光。静かで、儚はかなくて、けれど凜りんとしていて――。

　一歩間違えば、それを永遠に失っていたかもしれないのだ。

　そう考えると、ぞっと背筋が冷える。

「すまなかった、花蓮……。白閃や明華に、全て聞いた。そなたに酷いことを言って、本当に悪かった……」

「龍禅様……、でも貴方様は、わたくしの命を助けてくださいました」

「そのようなこと……！　償つぐないになどなるものか！　そもそも、余がもっとそなたの周囲につける者に気を配っていれば、このようなことには……」

　花蓮はゆっくりと首を振る。自らを責める龍禅に、もう良いのだと。自分を赦してほしいと言うように。

「龍禅様は、苦手な火の中に飛び込んでまで、わたくしを助けてくださったでしょう？　わたくしは、それが心から嬉しかったです」

　花蓮の手が、龍禅の背に回る。

　柔やわらかく撫でられ、ぬくもりを感じながら、龍禅は再び目の奥が熱くなり、涙が滲にじんでくるのを感じていた。

「花蓮。そなたを失うかと思えば、余は怖くて仕方がなかった。ずっと余と共にいてくれ……離れないでくれ」

　彼女は何も言うことはなかった。ただ、子供にそうするように、震える龍禅の背をぽんぽんと優しく叩くばかりだ。けれど龍禅にはそれが、それが彼女の返事代わりなのだと分かっていた。

　そうしてしばらく経ってようやく身を離した龍禅は、今回のこの事件に関する顛末てんまつを花蓮に説明することとなった。

　玉蘭がなぜこのような凶行に走ったのか。

　どうして、龍禅を恨うらんでいたのか。

　そして、彼女の処刑が決まったことも。

　皇族に刃を向けた者は、どのような理由があろうと死罪となることが決まっている。そして玉蘭自身もそれを知りながら、花蓮を亡き者にしようとしたのだ。

　本人は言い逃れをするようなつもりもなく、むしろ早く死罪にしてもらったほうが清々するとさえ思っているようだ。

　それらの話を聞き、花蓮は痛ましげに眉を寄せた。あれだけの目に遭っていながら、玉蘭の死を望んでいないことは明白だった。

「ですが、龍禅様……」

「庇かばうつもりか。そなたは殺されかけたのだぞ」

　花蓮を正面から見据みすえながら、龍禅は諭さとすように言う。厳しいようだが、皇后という立場にある以上は、優しいだけでは務まらない。

　一人を赦しては、他の者も赦さなければならなくなる。けれど、それは不可能だ。

　罪に対しては相応の罰を与えねば、清く正しく生きている他の者に示しがつかない。

　そんな龍禅の言葉に、花蓮は俯うつむき、何か言葉を探しているようだった。

　やがて顔を上げると、ゆっくりと口を開く。

「はい……分かっています。それでも……誰かを愛したが故ゆえに人生を狂わせてしまった玉蘭の気持ちが、少しだけ分かるのです」

「花蓮……」

「以前、玉蘭は亡くした恋人のことを語る時、とても優しい目をしていました。本当は騙されていたのだとしても、彼女にとってはそれが真実だったのです」

　そして花蓮は龍禅の胸に身を預けながら、か細い声でこう言うのだった。

「わたくしも貴方を失ったら、きっと耐えられない……。ですから、どうか龍禅様、玉蘭にやり直す機会を与えてくださいませんか」

「花蓮……、もし玉蘭を放免したとしても、彼女は今後決して平坦な道のりを歩むことはできぬぞ」

　もちろん宮廷に置いておくことはできない。表向きは処刑されたということにし、玉蘭は名を捨て、これまでの人生を捨ててやっていくことになるだろう。

　名がないということは、雇い先を探すにしても難航する。つけたとしても、それこそ一昔前まで存在していた奴隷どれい同然の扱あつかいで、ろくな給金はもらえないことだろう。

　それこそ、地を這はい泥を啜すするような生活になるはずだ。ある意味、死よりも辛いかもしれない。

　それでも花蓮は静かに頷うなずいた。

「……だとしても、玉蘭には生きて罪を償ってほしいのです。生きていればきっといつか、彼女にもまた新たな希望ができると……わたくしはそう、信じています」

　ただ優しいから、可哀想かわいそうだから。そういった感情論だけで玉蘭のことを哀れんでいるわけではない。

　事情や立場を深く考えた上で玉蘭の思いを汲くみ、彼女の未来を慮おもんぱかって、そのような結論を出したのだ。

　甘い考えだ。

　それでも、だからこそ龍禅の惚ほれた娘だ。

　深く重い沈黙の末、龍禅は頷いた。

「……分かった」

　今後も、似たようなことがないとも限らない。そのたびにこうして赦していれば、きっとキリがないだろう。

　本来ならば、皇帝たるもの、皇后の言葉一つで処刑を取りやめたりするべきではないということも分かっている。

　それでも皇后として初めて下した花蓮の決断を、尊重したかった。

「玉蘭の処刑は取りやめよう」

「真まことでございますか……!?」

「ああ。ただし、再び余の目の前に顔を現したり、噂にでも名前を聞けば、その時は今度こそ命を奪う。それで良いな」

　龍禅の言葉に、花蓮は安堵したように口元を綻ほころばせる。そして龍禅の手を取り、握りしめながら、何度も感謝の言葉を述べるのだった。

　――その数日後、玉蘭は見送りもなく、白閃が目を光らせる中、ひっそりと裏口から宮廷を去った。

　彼女は最後まで、自らの引き起こした事件について謝罪の言葉を口にすることはなかった。

　もとより龍禅とて、そのようなことは望んでいない。今更謝られても、彼女の犯した罪が消えるわけではないからだ。

　花蓮は赦しても、龍禅は一生玉蘭を赦すことはないだろう。

　けれど宮廷を去る間際、玉蘭はこう言って深々と頭を下げたそうだ。

「……どうぞお健すこやかに」

　贖罪しよくざいの滲む表情を見なくとも、それが誰に向けられた礼かなど明らかだった。







　後宮に、朝の光が差し込んでいる。

　庭に咲く花々は陽光を受け楚々そそとして花開いており、蓮はす池の金魚たちは緑の茎の合間をゆったりと泳いでいる。

　部屋を抜け出した花花ファーファが、庭を楽しそうに跳ね回り、その後ろを明華が追いかけている。

　そして白閃が、やれやれとばかりにそんな一人と一匹を見つめていた。

　和やかな光景だった。あの事件がまるで嘘のような、緩やかな。

　離宮が燃えたあの夜から、二週間が経っていた。

　花蓮の体調もすっかり元通りになり、医師からも普段通りの生活を送っていいという風に言われている。

　ただ、腕の火傷はまだ全快ではないため、それだけはしばらく薬を塗り続けるよう言われている。

　燃えてしまった離宮は、石造りのため全焼は免まぬかれたものの、室内は無残に焼け焦げてしまい、今は改修工事がなされている。

　花蓮は、再び後宮の一室に戻ることとなった。

　膝の上には龍禅の頭が乗っており、ただ二人、誰にも邪魔されぬ穏おだやかな時間を過ごしている。

　このところ、龍禅は以前にもまして足繁く花蓮の許を訪れるようになった。

　昼夜問わず、暇さえあれば……いや、暇がなくとも、寝不足になってまで花蓮の部屋に訪れるその姿には、妻が再び危険な目に遭ったらどうしようという、不安な様子が顕著けんちよに表れていた。

　だから花蓮は、せめて自分の部屋にいる時くらいは休んでほしいと、彼が来るたびにこうして膝枕をするようになった。

　龍禅は、はじめは恥ずかしがっていたものの存外に花蓮の膝の感触が心地好かったらしく、今は大人しく膝の上で眠るようになってくれた。

　そんな夫の寝顔を見つめながら、花蓮はそっと、口元を綻ばせる。

　幸せだ。

　想いが通じ合ってから過ごす時間はただ幸福で、まるで温かな日だまりの中に包まれているかのような心地になる。

　そうやって龍禅を見つめていると、ふと、彼の目が開いた。

　いつから起きていたのだろう。じっと見ていたことを気取られてしまっただろうかと胸を高鳴らせていると、彼は手を伸ばし、花蓮の髪に触れた。

　燃えて、焦げてしまったせいで切らざるをえなくなったそれは今まっすぐに切りそろえられ、花蓮の肩の長さしかない。

「せっかくの綺麗な髪が、燃えてしまったな」

　心底残念そうな声に、花蓮は胸が痛むのを感じる。

　龍禅は、この髪の色を珍しいと思って后にしてくれたのに。

　いくら花蓮のせいでないとはいえ、外見を損そこなってしまったことに非常な申し訳なさを感じた。その気持ちのままに、花蓮は頭を下げる。

「このようなことになってしまい、本当に申し訳ございません……」

「なぜ、謝る？　そなたが謝る必要など、どこにもなかろう」

　問い返され、花蓮は泣きそうになった。

　龍禅は優しい。だからこそ、きっと落胆しているだろうに、そのような優しい言葉をかけてくれるのだろう。

　けれど、それではこちらの気が済まないのだ。

「陛下は、毛色の珍しいわたくしを気に入って后にしてくださったのに……」

　花蓮の言葉に、龍禅はぽかんと口を開いた後、慌てたように身を起こした。

「ちょっと待て、どうしてそう思った」

「え？　だって以前……」

　花蓮は躊躇ためらいつつも、初夜の時に彼が口にしたことを話した。

　なぜ后にしてくれたのかとの問いに、珍しいからだと答えたことを。

　すると龍禅は、唇を一文字に引き結び、怒ったような表情を見せた。そして、長いため息をついて、酷い頭痛でもする時のように額を抱え込む。

「あの、龍禅様？　お具合でも悪いのですか……？」

「違う。これは、余の愚かさに呆れているのだ」

　龍禅は額から手を外すと、心底情けなさそうな顔で花蓮の手を取った。

　そして、このようなことを話し始めたのだ。

「余が、そなたを見初めたのは一年ほど前のことだったか……。街角で、転んだ子供を助けたことを覚えていないか？」

「え、ええ……そのことなら、覚えています」

　あの時は確か、助けようとしたけれど怯おびえられて、逃げられてしまったのだった。

　少し落ち込んだけれど、よくあることなので気にしないようにしていたのだが……。

「あの近くの甘味処は行きつけでな……。余は、その光景を見ていたのだ」

「え……!?」

　あんなみすぼらしい格好を、龍禅に見られていたのかと思うと恥ずかしくて堪らない。けれど龍禅は、それをさも大事な思い出のことのように話すのだ。

「はじめは、心優しい娘だと少し興味を引かれただけだった。……だが、そなたがある日姉の供で簪かんざし屋を訪れたことがあっただろう。あの時の行動を見ていて、余はそなたに好意を抱いたのだ」

「簪屋……」

　記憶を探るまでもない。

　あの時は、姉の水蓮の暴挙があまりにも恥ずかしく、申し訳なくて、簪屋にお詫びの品を差し出したのだった。

「あの簪は、西洋風の拵こしらえだったから大事な物なのだろうと思っていた。……ここに来てしばらくの頃、母の形見だと言っていたな？」

「ええ……」

　そこまで言いかけて、花蓮はふと龍禅の言い方に引っかかりを覚えた。

　甘味処から簪屋までは結構な距離があり、当時の龍禅に、簪の細かな意匠いしようまでは見えたはずがないのだ。

　そして、あることに思い至る。

「もしかしてあの時、簪を家まで届けてくださったのは龍禅様……？」

　おずおずと問いかけると、彼は気恥ずかしそうに俯いた。それを見て、花蓮はその考えを確信へと変える。

「嬉しい、まさか恩人が龍禅様だったなんて……」

「恩人などと大げさな……」

「いいえ！　わたくし、ずっとお礼を申し上げたかったのです……。今まで知らなかったこととはいえ、大変失礼いたしました」

「良い。あれは単なる、余の自己満足だ。それに……そなたには、礼以上のものをもらっている」

　礼以上のもの、と花蓮は首を傾げる。

　龍禅は苦笑しつつ、そっと自らの思いを打ち明けた。

　后として迎えたのは、愛というよりは他の貴族の娘を娶めとりたくなかったという打算もあったそうだが、供に過ごしていく中で、龍禅はどんどん花蓮に惹ひかれていったということを。

「そなたのひたむきな姿や柔らかな微笑みは、余にとって非常に好ましかった。そなたが余のために頑張って食事を作ってくれたことも、心から嬉しいと感じていた」

「そんな……わたくしはただ、それくらいしかできないと思っただけで……」

　龍禅のこなす政務に比べれば、それは遊びのようなものだっただろう。

　それでも、そうやって自らの行ってきたことを認められれば、嬉しいと思う気持ちは止められない。

　頬を染めて微笑む花蓮を見つめながら、龍禅は真摯しんしな声で告げた。

「ただ珍しいだけの女を、余は大事にしない」

「え……ですが」

「あの時“珍しい”と言ったのは、自らの大事な物を差し出してまで、他者に詫わびようとするその心根の美しさに対してだ。……言葉足らずで悪かった」

　きまり悪そうに視線を伏せた龍禅は、けれどすぐに顔を上げ、花蓮の目をしっかりと見つめる。

「余は、そなたにずっと好意を抱いていたからこそ、大切にしていたのだ」

　龍禅がそんなことを考えていたなんて、少しも知らなかった。

　知っていれば、今回のようにすれ違うことなどなかっただろう。

　けれどきっとこのすれ違いは、二人にとって大事なことだったのだ。絆を深め、想いを強くするために。

「龍禅様、嬉しい……」

　胸がいっぱいで掠れた声を上げる花蓮を引き寄せながら、龍禅がひそやかな声で言う。

「花蓮……腕の怪我はもう良いのか……？」

　この雰囲気を、花蓮は知っていた。……肌を重ねた男女の間に漂ただよう特有の、甘ったるくて秘めやかな空気だ。

「あ……、お医者様は、もうそろそろ包帯をとっても良いと……」

　しどろもどろに答えると、龍禅は満足そうに頷いた。

「そうか」

　直後、そっと二人の影が重なり、やがてゆっくりと名残惜なごりおしげに離れていく。

　口づけだけでは足らず、龍禅は花蓮を抱き上げると、丁寧に寝台へと下ろした。

　この状況で何をするかなんて聞くほど、花蓮も野暮やぼではない。

　上衣の袷あわせを開く龍禅の手を掴み、彼を見上げながら、必死で身体を捩った。

「りゅ、龍禅様、まだ明るいです……っ」

「明るい場所で、そなたを愛めでたいのだ」

「そんな……」

　すぐ外では明華が花花と遊んでいて、窓からは明るい日差しが差し込んでいる。そのような状況で彼に裸身を晒さらすだなんて恥ずかしすぎる。

　けれど龍禅は哀願するような表情で、花蓮をじっと見つめるのだ。

「……駄目か？」

「っ」

　顔が、燃え上がる音を立てているような錯覚に陥った。

　そんな顔をされれば、駄目なものも駄目と言いにくいではないか。

　花蓮は両手で顔を覆うと、静かに首を縦に振った。まともに夫の顔を見られる気がしない。

　そんな花蓮の両手を掴んでやんわりと枕の上に押さえつけると、龍禅は微笑を浮かべながら袷を開く。

　胸を覆う下着の紐を解いて取り除くと、ふるんと震えながら慎つつましやかな胸が露あらわになった。

　窓から差し込む陽光を受け、きめ細かな白い肌は発光するかのようだ。

「龍禅様、恥ずかしい……」

「恥ずかしいものか……。そなたの身体はどこもかしこも綺麗だ」

　真っ白な胸に手を添えると、龍禅は柔らかさと質量を楽しむようにやわやわと揉みしだき、両脇から掬すくうようにして持ち上げる。

　龍禅と閨ねやを共にするようになってから、もとは控えめだった花蓮の胸は少し質量を増したように思う。

　何だかそのようになる自分がとても淫みだらに思えて嫌だったけれど、龍禅は喜んでいるようだ。

「少し、大きくなったか？」

「そ、そんなこと仰らないで……」

　上機嫌に言う龍禅を、批難を込めて軽く睨みつけると、彼は軽く声を上げて笑った後に首筋に吸いついた。

　赤い、赤い花が咲く。

　一つだけでは足りず、龍禅は降るような口づけを花蓮へ浴びせた。

　窒息ちつそくしそうだ。

　甘く、淫らな口づけにむせて、花蓮はもう嬉しくて息ができなくなってしまう。

　はくはくと呼吸を繰り返す花蓮の全身を、龍禅は唇で、時に舌や歯で、愛撫あいぶした。

　まろやかな胸も、その先端も、へそも、脇腹も、花蓮の身体で触れていないところなどどこにもないくらいに。

　そうして花蓮の足の間が充分に潤った頃、ようやく彼は下肢の猛たけりを中へと挿入した。

　久しぶりに龍禅を受け入れた時、そのあまりの熱さと充足感に、花蓮の瞳からは温かい涙が零こぼれ出した。

「龍禅様……好き……、愛しています……」

「ああ……花蓮、そなたは何と可愛らしいのだ」

　互いに唇を吸い合いながら、花蓮は何度も彼のことを好きだと、愛していると伝える。

　それでも足りず、重ね合った肌の熱で伝えきれない想いを補った。

　激しい抽迭ちゆうてつが繰り返される。

　幾度も、幾度も中を穿うがたれる。

　ぐらぐらと揺さぶられながら、花蓮は漠然ばくぜんと自らの未来に思いを馳はせた。

　泥の中に根付き明け方の光に包まれて咲く蓮の花のように、自分はずっとこの場所に、皇帝という光の許にあり続けることはできるのだろうか。

　――それはきっと、自分の在り方次第だ。

　皇后として彼を支え、できる限り龍禅の力になろう。もっと后としてどうあるべきか、何をするべきか、学んでいこう。

　花蓮のできることはそう多くはないかもしれないけれど、それでも、彼と共に歩んで生きたい。
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　自分に幸せを与えてくれたこの人とならきっと、どんな苦難も乗り越えられるだろうから。

「あ……、あぁ……っ、龍禅様」

　手を伸ばし、龍禅の頬へと触れる。

　彼はそれを厭いとうことなく受け入れ、そっと微笑を零した。

「どうした、花蓮……」

「一緒に……」

　可愛いおねだりに、龍禅は抗あらがわなかった。

「そうだな……一緒に行こう。……どこまでも」

　中を穿つ速度が、肉を打つ音が速くなる。

　花蓮は淫らな声を上げながら、両手両足を使って龍禅にしがみついた。

　やがて二人同時に、限界が訪れる。

「あっ、あっ、あっ……んぁぁぁぁッ」

「く……っ」

　どく、どくと花蓮の中に大量の白濁はくだくが注ぎ込まれる。

　この行為が実を結ぶのは、一体いつのことになるだろうか。早くその時が来るのを願いながら、花蓮は彼の腕の中で夢想する。

　自分と龍禅の子なら、髪は黒だろうか。それとも、自分のように少し薄い色となるのだろうか……。

　どちらにせよ、彼と自分が愛し合った証となる子ならば、きっとさぞかし可愛いことだろう。

　母が自分にそうしてくれたように、愛情深く大事に育てていきたい。

　そして龍禅も、同じ思いのようだった。

「……早く、子ができればいいな」

　さわさわと、花蓮の腹を撫でる手つきは先ほどまでの官能的なものとは違い、慈いつくしむかのようだ。まるで、もう既に腹に子が宿ったかのように。

「はい……」

「きっと、そなたに似た可愛い子が産まれるはずだ……。待ち遠しい」

　柔らかな言葉を交わしながら、二人して光の中で微睡まどろむ。

　愛する人の腕の中にいる幸せを噛みしめながら、花蓮はそっと目を閉じた。





　　　番外編　変わらない愛情を永遠に







　時折、思い出したように蝉せみが鳴き声を上げている。

　木々は月の光を受けて淡く輝き、花々は初夏の風を受けて恥じらうように揺れていた。

　花蓮かれんが龍禅りゆうぜんの后きさきとなって約一年。

　昨年の秋に焼けてしまった離宮の改修工事も終わり、ようやく花蓮は後宮から居を移していた。

　その離宮の一室。花蓮の居室として使われている部屋には、今日も糖蜜のように甘やかな空気が満ちていた。

「あ……は、龍禅様……」

「花蓮……」

　寝台の上で、裸身の二人が絡み合っている。

　濡れた水音と共に、龍禅は花蓮の乳嘴にゆうしを啄ついばんだ。

　そしてもう一方の乳房を掌に収めると、少しだけ強く揉もみしだく。

　一年前に比べて少し大きさを増した乳房は、男の愛撫あいぶを受けて艶つやを増したように思える。

　滲にじみ出る蜜のような甘いものに舌を這はわせて舐なめとり、しこったその部分を甘噛みする。

　すると花蓮は、鞭むち打たれたかのようにびくりと身体を震ふるわせ、龍禅の肩を掴む手に力を込めた。

「や……噛んじゃ……」

「そなたは、少し強くされるのも好きだろう？」

　悪びれない笑みと共にそう言うと、龍禅は唇で挟んだ乳嘴を強く吸い立てる。

「あぁっ！　あ、あ……っ」

「ほら、蜜が溢あふれてきた……」

　下肢に伸ばした手で秘部に触れると、そこはしとどに濡れそぼっていた。

　指で軽く触れただけでくちゅりと小さな音が上がり、もう今にも男が欲しいとばかりにひくひくと蠢うごめいている。

「花蓮……、もう欲しいのか？」

「あ……」

　こくん、と花蓮の喉が上下する。

　その翡翠ひすい色の瞳には淫らな欲求が見え隠れしており、唇から零こぼれる荒い呼吸は薄桃色に色づいているかのようだ。

「口にせねば分からぬぞ」

　少し意地悪にそう言えば、花蓮の表情に落胆が広がっていく。

　そんな淫みだらなことを、彼女が口にできるはずがないことは分かっている。それでもたまには彼女から求められたくて、口にした言葉だった。

「どうした、花蓮」

　からかうように名を呼び、龍禅は指先を蜜口にほんの少し埋め、円を描くようにぐるりと動かす。

「ひあ……っ」

「指だけで満足か？」

「ん……っ、や……」

　切なげに、花蓮が腰を揺らす。

　指一本の刺激では物足りないであろうことは、明らかだ。それでも龍禅は、彼女の口からその願いが零れるのを待った。

　やがて花蓮が、両手で口元を覆いながら視線をさまよわせ、何事かを呟つぶやく。

「……い……」

「ん？」

「欲しい、です……龍禅様が欲しい……」

　恥じらいと共に放たれた可愛かわいらしいおねだりに、龍禅の胸に熱いものが込み上げた。と同時に、下半身も熱を持つ。

「花蓮、そなたはなぜそんなに可愛いのだ……」

「んっ……」

　うっとりと呟いた龍禅は、そのまま花蓮の唇を吸う。

　ちゅくちゅくと音を立てて口内を蹂躙じゆうりんしながら、器用に衣を寛くつろげ、硬く反り返った自身を女の園へと押し当てた。

「ん、んむ……っ、んン……」

　唇を合わせ、舌を差し入れたまま腰を進めれば、花蓮は衝撃に耐えるように敷布を掴んで眉根を寄せた。

　熱い潤みを掻き分けながら、杭がずぶずぶと沈んでいく。体内に留とどまりきれず、こぽりとあふれ出した愛液あいえきは敷布を濡らし、淫らな模様を描いた。

「ん、んー……ッ」

　喉の奥で、花蓮が少し苦しげな声を上げる。

　これまで幾度も身体を重ねているにも拘かかわらず、彼女の体は龍禅を受け入れるたびに、柔やわらかく迎え入れつつもきつく締めつけるのだ。

「っ、全て搾しぼり取られそうだな……」

　唇を啄みながら離した龍禅は、ふ、と小さく笑いを零し、花蓮の髪を梳すいた。琥珀こはく色のそれは、昨年の秋頃に比べてだいぶ伸びたが、まだ元通りというわけにはいかない。

　それでも、どのような姿だろうと愛いとおしいことに変わりはなかった。

　ぐっぐっと何度も腰を押し出すと、花蓮が悩ましげに上半身をくねらせる。それがまるで舞いを踊っているようにも見え、身の内から情欲の炎で炙られるような感覚を覚えてしまう。

　もっと、花蓮が乱れるところを見たい。

　いくら抱いても、抱き足りないのだ。

「は……花蓮。少し激しくしてもいいか……？」

「龍禅様の、お望みのとおりに……」

　吐息が絡み合い、また唇が重なり合う。

　数えきれぬほどの口づけを交わしながら、二人はその日も、何度も絶頂を味わった。







　それから数日経ってのことだった。

　花蓮の中で燻くすぶっていた小さな悩みが、あることをきっかけに浮上してきたのは。

　いつもどおり明華めいかを伴って朝の散歩をしている最中、白閃はくせんが声をかけてきた。まず最初に花蓮に挨拶あいさつをした彼は、次に明華のほうを向いてこう言った。

「俺の愛する明華は、今日も相変わらず可愛いな」

　……と。

　実は例の火事の一件の後、二人はそれがきっかけで恋人としての付き合いを始めたのだ。

　もちろん花蓮はそのことを大いに喜び、祝福した。

　白閃が明華のことを以前から気に入っていたことは誰の目にも明らかであったし、白閃が相手であれば申し分ないと思ったからだ。

「もう、何言ってるんですか！　花蓮様の前ですよ！」

　白閃の言葉に、顔を赤らめつつ怒って見せた明華だったが、本当は照れているだけということは明白である。

　しかしそれを見て微笑ましいと思う反面、花蓮の胸には羨うらやましいという感情が湧き起こっていた。

　実は今まで、龍禅に対して自分から愛を囁ささやいたことはあっても、彼のほうからそう言った言葉をかけてくれたことは皆無かいむだったのである。

　好意を抱いてくれていることは分かっているし、可愛いと言われたことは何度もあるから、それでいいではないかとも思う。けれどやはり、女性としては「愛している」の一言に無性に憧あこがれがあった。

　どうにかして、龍禅にそれを言ってもらう方法はないか。

　しかし、彼自身が心からそれを伝えたいと思わなければ、意味がないのではないか。

　自分から、言ってみようか。

　龍禅様は、わたくしを愛してくださっていますか、と。

　……いや、それは恥ずかしすぎる。もし戸惑とまどった顔を見せられてしまえば、平気でいられる自信がない。

　そのように色々と考えていると、つい気分が重くなってため息が出てしまう。

　そんな花蓮に、一番近くで世話をしている明華が気づかないはずもない。

「花蓮様、どうなさったのですか？」

「明華……」

　情けない顔をしながら、花蓮は明華へと視線を向けた。

　このまま一人で悩んでいても解決策など出なさそうだし、信頼する明華にならこの悩みを打ち明けても大丈夫だろう。

　そんな思いから、口を開き先ほどから頭を悩ませていることを告白する。

　すると明華はきょとんとした後、首を傾げた。

「別に言葉なんてなくても、陛下が花蓮様を愛していらっしゃることなんて一目瞭然いちもくりようぜんだと思いますけど……」

「そう、なのかしら」

「そうですよ！　だって、毎晩のお渡りのほかに、暇さえあれば花蓮様のお顔を見にこちらまでいらっしゃるではありませんか。先日だって、西洋からの輸入品を花蓮様の贈り物にするため、たくさん買い占めてらっしゃいましたし」

　花蓮は押し黙った。

　確かに、龍禅は以前にもまして自分を大事にしてくれているし、これ以上のものを望むのは贅沢ぜいたくというものなのかもしれない。

　けれど、不安なのだ。

　たかが言葉一つかもしれないけれど、言われたことがあるのとないとでは、安心感がまったく違う。

　古来より言葉には力が宿るというし、せっかくなら一生に一度くらい、それを聞いてみたいと思うのは女性として当然の願いではないだろうか。

　そんな花蓮に、そうだ、と明華が手を打ち鳴らした。

「そんな時は、こちらから働きかければいいのですよ！」

「え？　でも、お願いするのもなんだか申し訳ないし……」

「ええ。ですから、言葉の代わりにお花を贈ればいいんです。ほら、花蓮様が以前、牡丹ぼたんを刺繍ししゆうした手巾しゆきんを陛下に差し上げたでしょう？　あれと同じで、花に想いを込めて贈ればさりげなく願いを伝えられるでしょう？」

　なるほど、確かにその方法ならばあまり押しつけがましくないような気がする。

「ありがとう、明華。早速、陛下にお花を贈ってみることにするわ」

「それでは、早速何のお花を贈るか決めましょう！」

　楽しげな様子で、明華が頷うなずく。

　薬師くすしの娘である彼女は植物全般に詳しく、花言葉にも精通しているのだ。

　彼女が自分付きの宮女であることを頼もしく思いながら、花蓮は微笑み頷いた。







　その日、龍禅が部屋を訪れると、花蓮はどこか緊張している様子であった。

　本人は普段通りにふるまおうと思っているのかもしれないけれど、動きがあまりにもぎこちない。声も強張こわばっているし、何より表情が硬かった。

「花蓮、どうしたのだ？」

「えっ？　い、いえ、何でもございません」

　そういう声は裏返っており、何かあったことは明白である。

　どうやって問いただそうかと思っていると、彼女は意を決したように龍禅に顔を向け、真面目な表情でこう切り出した。

「あの、実は、陛下に贈り物があるのです」

「贈り物？」

「ええ。大したものではないのですが……」

　と、卓子たくしの傍そばに寄り彼女が持ってきたものは、白詰草しろつめくさを束ねた小さな花束であった。

　龍禅は目を見開き、花束と花蓮とを見比べる。

　自分に対する贈り物にしては、やけに可愛らしい気もするが、いきなりどうしたのだろう。

「これを、余に？」

「は、はい……」

　俯うつむきつつ、花蓮は次にどう切り出そうか迷っている様子である。

　だがやがて、適切な言葉を見つけたのだろう。顔を上げて龍禅の手の中に花束を置くと、遠慮がちに口を開いた。

「陛下は、白詰草の花言葉はご存じですか？」

　それは、思いも寄らぬ言葉であった。

　つまり花蓮は、花ではなく花言葉を贈りたいらしい。

　しかし、特別に花が好きでもないのに花言葉など知るはずもない。牡丹などは巷ちまたでも恋人同士がよく贈り合っているから知っていたものの、白詰草ともなると皆目かいもく見当がつかなかった。

　だが、知らないというのも何となく悔しい気がする。

「……調べておくから、少し待っていてくれ」

　そんな風に言いおいて、部屋を後にした龍禅は、図書室に赴おもむき、草花図鑑を引っ張り出してきた。

　分厚い図鑑には、様々な草花の挿絵や説明と共に、花言葉も載っている。

　頁ページを捲めくって白詰草の項目に目を通した龍禅は、花言葉の欄に視線を止めるなり、硬直した。

『白詰草の花言葉・復讐』

　間違いなく、そう記してある。

「……」

　頭からすっと血の気が引き、足下へとものすごい速度で下りていく気がした。

　復讐。

　だらだらと冷や汗を流した龍禅は、ぱたんと図鑑を閉じ、生ける屍しかばのような足取りで図書室を後にした。

　そうして部屋に戻ってからの龍禅は、卓子に肘ひじをつき掌で額を抱え込む体勢のまま、彫像ちようぞうのようにじっと固まっていた。

　しかしその実、頭の中はめまぐるしく動いており、先ほどの白詰草の花言葉についての思考でいっぱいである。

　花蓮は、余に復讐したいことがあるのか。

　いきなり后にしたことか、あるいは例の白閃との仲を疑った一件か。あるいは気づいていないだけで、他にも何かあるのかもしれない。

　知らぬうちに、彼女は鬱憤うつぷんを溜めていたというのか。

　ぐるぐると、そんな考えが回転木馬のように回る、回る。

「うう……」

　あまりの胸の苦しさに呻うめき声が漏れ、龍禅はよろよろ椅子から立ち上がると、今度は寝台に突っ伏した。

　途中、女官が食事を運んできたが、具合が悪いと言って断った。

　この一大事に、呑気のんきに食事なんてとっていられるものか。

　しかし、何にせよこれは花蓮に謝らなければなるまい。

　花言葉で恨み言を言ったということは、花蓮は直接的なやりとりを望んではいないのだろう。

　であれば、こちらも花言葉で返事をすべきだ。

　そう考えた龍禅は、早速明華を呼び出した。

「お呼びでしょうか、陛下」

「実は花蓮のことで、折り入ってそなたに相談したいことがあってな……」

「ああ！　もしかして、花言葉のことでしょうか？」

　迷いもせずそう言ったところを見ると、彼女も花蓮がどのような花を龍禅に贈ったか知っているのだろう。

　あるいは、明華自身が花蓮に白詰草の花言葉を教えたのかもしれない。

　これは、話が早くて助かる。

　頷いた龍禅は、明華を傍に寄せると口元を手で覆いながら、決して外に話が聞こえぬよう小声で話しかけた。

「このようなこと、他には漏らせぬから他言無用で願いたい」

「もちろんです！　それで、陛下はどのようなお返事をなさりたいのですか？」

　どこか期待したような様子で、明華が瞳を輝かせている。

　なるほど、これはきっと、花の選び方によっては花蓮が赦してくれるであろうことを示しているに違いない。

「明華は、どのような花が良いと思う？」

「んー、そうですねぇ……。陛下のお返事の内容にもよると思いますけれど……」

「であれば、その……“赦ゆるしてほしい”と伝えるにはどの花を選べばいい？」

「は？」

　明華が目を瞬き、素すっ頓狂とんきような声を上げる。

　そして眉を吊り上げると、怒ったような表情を龍禅へ向けた。

「赦してほしいだなんて……。まさか陛下、この期ごに及んで花蓮様の想いを受け入れられないなどと仰おつしやるおつもりですか？」

「い、いや……」

　あまりの迫力に気おされ、たじろいでしまう。

　受け入れられないというより、何か悪いことをしていたならできれば赦してほしいという意味だったのだが、なぜ明華は怒っているのだろうか。

「あんまりです、花蓮様が勇気を出して告白したというのに、そんな言い方をなさるなんて」

「め、明華……？」

　何か、話が噛み合っていないようである。

「白詰草の花言葉は、“復讐”なのだろう？」

「何を仰っているんですか」

　戸惑う龍禅に、明華が呆れた表情を向けた。

「確かに間違ってはおりませんが、花蓮様が陛下にそのような意味でお花を贈るはずがありません。白詰草の一般的な花言葉は“私を想って”です」

「私を、想って……？」

「陛下がいつまで経っても愛していると仰らないから、花蓮様が不安になっていらっしゃるのですよ」

　明華の言葉に、龍禅は一瞬頭が真っ白になった。

　……愛していると言ったことがない？

　いや、確かにそのとおりだ。心の中では何度も呟きつつ、面と向かってそのようなことを言うのは恥ずかしかった。だから、これまで一度も口にしたことがなかった。

「しかしそのようなこと、わざわざ口にせずとも――」

「言わなくても分かるなんて仰らないでくださいね。現に、花蓮様は不安になっていらっしゃるんですから」

　そこまで言われれば、ぐうの音も出なかった。

　確かに明華の言うとおりだ。言わなくても分かるなどというのは、傲慢ごうまんに過ぎるというものなのだろう。

　明華が部屋を去った後、龍禅は再び図書室を訪れた。

　そこで草花図鑑を開き、長い事考え込み、やがてある頁に目を留めて立ち上がる。

　そこに描かれていた花は――千日紅せんにちこう。

「……これだ！　誰ぞ、おらぬか。すぐに生花商を呼べ！」







　数日後、龍禅は大きな花束を抱えて花蓮の許を訪れていた。

　鮮やかな紅と、清廉せいれんな白が特徴的な丸い形をした花を束ねているそれからは、甘酸あまずっぱい香気が漂っている。

「この間の、白詰草の礼だ」

　やや緊張しながらそう告げると、花蓮は目を瞬きながら花をじっくりと見つめた。

　どうやら、見たことのない花だったらしい。

　それもそうだろう。龍禅も、図鑑で調べるまでは名前すら知らなかった花だ。

　花蓮は困ったように首を傾げ、龍禅の言葉を待っている。

　龍禅は花束を窓際に置くと、そこから二輪だけ、花を抜き取った。

　そして、絵物語で見た西洋の騎士のごとくその場に跪ひざまずくと、花蓮の両手を握りしめる。

「花蓮」

「は、はい」

「余は、器用な性格とは言い難いし、気の利いたほうでない自覚もある。……きっと今から言う台詞も、一生に数えるほどしか言わぬだろう。だから、よく聞いておいてくれ」

　そこで一旦言葉を区切ると、すっと息を吸い込む。これほど緊張したのは、人生でも初めてのことだった。

「余は、そなたを愛している」

　ぴく、と花蓮の手に力がこもる。

　彼女は目を大きく見開き、信じられないものを見るかのような視線を龍禅へと向けていた。

　その目を見ているとますます気恥ずかしくなったが、平気なふりをして言葉を続けた。

「これまでも、この先も、そなただけを想うと誓う。だからそなたにも、余だけを見つめていてほしい」

「龍禅様……」

「この花は、その約束の証だ」
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　花を輪の形にすると、花蓮の左手薬指に指輪のように結びつける。そして自分の指にも、同じように。

　西洋では、結婚した男女がこうして指輪を交換するのだという。西洋人の母を持つ花蓮は、きっとそのことを知っているだろう。

　それは、神聖にして永遠なる誓い。

「愛している、花蓮」

　真摯な愛の言葉を受け、花蓮の瞳から、ほたりと涙が零れる。

　その雫を指先で拭いとりながら、龍禅は彼女を優しく抱きしめた。

「そなたを永遠に、愛している」

「龍禅様、わたくしも、貴方様を愛しております……」

　抱きしめ合い口づけ合う二人を見守るように、祝福するように、窓際に置いた花がそよそよと揺れる。

　その花言葉を花蓮が知るのは、もう少しだけ先のこととなる。





　　　あとがき







　こんにちは、白ヶ音雪です。このたびは、本書をお手に取っていただき、誠にありがとうございます。

　商業では初の中華ものです。楽しんで頂ければ幸いです。
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